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キャッチホン／ 
　　　モデムダイヤルイン p57

● 製品をご使用の前に必ず本書をお
読みください。 

● 本書はいつでも活用できるように
大切に保管ください。 

ワンタッチで電話ができる B4サイズが読み取れる 

ワンタッチダイヤル　 p24 ファクスやコピーとして使うには　 p30

電話に出る前に相手を確認 

ナンバー・ディスプレイ　 p50

らくらく電話ができる 

らくらく電話帳　 p27

技術基準適合認定品 
普通紙パーソナルファクシミリ 
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※ SPX-S
21は子機を増設した場合 



 

は　じ　め　に 

このたびは、コードレス留守番電話付きファクシミリ「スピークス　SPX-S21／S21W」を、
お買い上げいただき、まことにありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

なお、本書ではSPX-S21について子機を増設した場合を含めて説明しています。SPX-S21W
を購入された方は、SPX-S21に子機を1台増設した場合として本書をお読みください。

品　　名 機器構成 備　　　考

SPX-S21 親機（本機）と子機1台 増設できる子機の台数は最大2台まで

SPX-S21W 親機（本機）と子機2台 増設できる子機の台数は最大1台まで

気を付けていただきたいことが書かれています。 
この注意を守らないと、操作がうまくできなかったり、思うように進まないことがあります。
注意は必ず守ってご使用ください。 

親機の受話器を取る操作を表してい
ます。 

親機の受話器を戻す操作を表してい
ます。 

などのボタンの絵は、そのボタンを押す操作を表しています。 操作手順中にある 

充電器から子機を取る操作を表して
います。 

充電器に子機を戻す操作を表してい
ます。 

ご注意 
● 本機の故障、誤動作、不具合、あるいは停電等の外的要因によって、受信文書や本機に登録した情報の全
部、または一部が消失したり、通信や録音の機会を逸したために生じた損害につきましては、当社は一切責
任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。  

● 本機を改造しないでください。改造・回路変更などを行った場合、当社は一切責任を負いません。  
● 本機は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。この
装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接し
て使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてくださ
い。  

ご使用にあたってのお願い 
本機のご使用にあたって、NTT東日本またはNTT西日本のレンタル電話機が不要となる場合は、NTT東日本
またはNTT西日本へご連絡ください。ご連絡いただいた日をもって、「機器使用料」は不要となります。詳し
くは、局番無しの116番（無料）へお問い合わせください。 

文章中にある［＜］［＞］は、親機または子機の［電話帳］ボタンの左右を押す操作を表しています。 

文章中にある［▲］［▼］は、親機または子機の［電話帳］ボタンの上下を押す操作を表しています。 

子機から子機に転送する この取扱説明書で使われているマーク 

便利で役立つ情報が書かれています。 
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安全に正しくご使用いただくために－必ずお読みください－
　　　　　　　    
● 本機を安全に正しくお使いいただくための表示について 
本書では本機を安全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項を表示や図記号で示して
います。表示や図記号の意味は次のとおりです。 

危険 危険 

禁止 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡するまたは重傷を負う
危険が、差し迫って生じることが想定される内容を示しています。 危険： 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡するまたは重傷を負う
可能性が、想定される内容を示しています。 警告： 
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ
れる内容および、物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

　記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は高温注意）が描かれています。 

　記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

　記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）が描か
れています。 

注意： 

絵表示の例 

子機の充電は、子機専用の充電
器を使用してください。その他
の充電条件で充電すると、電池
パックを液漏れ、発熱、破裂さ
せる原因となることがあります。 

電池パックを使用中や充電中、または保管中に異臭
を発したり、発熱したり、変色・
変形その他、今までと異なるこ
とに気がついたときは、子機か
ら電池パックを取り外し、使用
を中止してください。 

万一、電池パックが液漏れして、液が目に入ったと
きは、失明の恐れがありますので、こすらずにすぐ
にきれいな水で洗ったあと、ただちに医師の治療を
受けてください。また、漏れた液が皮膚や衣服に付
いたときは、きれいな水で洗い流してください。皮
膚がかぶれたりする原因になります。 

禁止 

電池パックを単体では充電しないでください。電池
パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 

禁止 

電池パックに直接はんだ付けしないでください。電
池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 

禁止 

専用の電池パックを使用してください。
また、専用の電池パックは他の機器には
使用しないでください。電池パックを液
漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 

禁止 

電池パックを水や火の中に投入し
たり、加熱しないでください。電
池パックを液漏れ、発熱、破裂さ
せる原因となります。 

指
定
外
 

 

禁止 

禁止 

電池パックを分解・改造しないで
ください。電池パックの発熱、破
裂の原因となることがあります。 

電池パックのビニールカバー（チューブ）は、はが
さないでください。電池パックを液漏れ、発熱、破
裂させる原因となります。 

電池パックのコネクタの赤（プラス）・黒（マイナス）
を針金などの金属類で接触しない（ショートさせない）
でください。火災・感電の原因となります。 

分解禁止 

電源プラグを 
コンセント 

から抜け 

次のようなときは、電源プラグをコンセントから抜
いて、販売店にご相談ください。そのまま使用すると、
火災・感電の原因となることがあります。 
・煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態が
あるとき 

・本機を落としたり、破損したとき 
・内部に水などが入ったとき 

本機の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいも
のなどの、異物を差し込んだり、落としたりしないで
ください。万一、異物が入った場合は、電源プラグを
コンセントから抜いてください。
そのまま使用すると、火災・感電
の原因となります。特にお子様の
いるご家庭ではご注意ください。 

電源プラグを 
コンセント 

から抜け 

分解禁止 

警告 

本機を分解したり、改造したり
しないでください。火災・感電
および故障の原因となることが
あります。 
修理は販売店にご相談ください。 
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必ずアース線 
を接続せよ 

警告 警告 

禁止 

禁止 

テーブルタップや分岐コンセント、分
岐ソケットを使用した、タコ足配線は
しないでください。火災・感電の原因
となることがあります。 

禁止 

コードレスシステムは、航空機内や病院内などの使用
を禁止された区域には、持ち込まないでください。電
子機器や医療用機器に影響を与え、事故の原因となり
ます。 

禁止 

禁止 

子機は、総務省の技術基準に適合したものです。内部
を改造したり、外部にアンテナを取り付けて電波を強
くするなどは、感電や故障の原因となるだけでなく、
法律で禁じられています。 

充電器の内部には、高電圧がかかっているので、分解
しないでください。感電の原因となることがあります。 
修理は、販売店にご相談ください。 

電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いて
ください。電源コードを引っ張るとコードが傷つき、
火災・感電の原因となることがあります。 

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししな
いでください。感電の原因となること
があります。 ぬれ手禁止 

ぬれた手で本機を操作しないでください。感電の原因
となることがあります。 

ぬれ手禁止 

本機の上やそばに花びん、植木鉢、
コップ、化粧品、薬品や水の入っ
た容器、または小さな金属類を置
かないでください。こぼれたり、
中に入った場合、火災・感電の原
因となります。 

禁止 

AC100Vの商用電源以外では、絶
対に使用しないでください。火災
や故障の原因となることがあります。 禁止 

電源プラグおよび充電器のプラグはコ
ンセントに確実に差し込んでください。
電源プラグの刃に金属などが触れると、
火災・感電の原因となります。 

ふろ場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは使
用しないでください。火災・感電の原因となることが
あります。 禁止 

万一、漏電した場合の感電事故防止のため、必ずアー
ス線を取り付けてください。アース線を取り付けられ
るところは次の部分です。 
・電源コンセントのアース端子 
・銅片などを65cm以上、地中に埋めたもの 
・接地工事（第D種）が行われている接地端子 
次のようなところには絶対にアース線を取り付けない
でください。 
・ガス管・電話専用アース線・避雷針・水道管や蛇口 

100V以外 

電源プラグおよび充電器のプラグは、ほこりが付着し
ていないことを確認してからコンセントに差し込んで
ください。また、半年から1年に1回は、電源プラグ 
をコンセントから抜いて点検、清
掃をしてください。ほこりにより
火災・感電の原因となることがあ
ります。 

本機は国内電源仕様になっていますので、海外ではご
使用になれません。 

分解禁止 

電源コードを傷つけたり、加
工、無理に曲げる、引っ張る、
ねじる、束ねるなどの行為や、
重いものをのせたり、加熱した
りしないでください。電源コー
ドが破損し、火災・感電の原因
となることがあります。 

子機をねじったり、重いものをのせたり、（ポケット
に入れたままイスなどに）強く押しつけたりして、圧
迫しないでください。子機が破損し、火災、けが、や
けどの原因となることがあります。 

注意 

禁止 

雷が鳴り出したら、電源コードに触れたり、周辺機器
の接続をしたりしないでください。落雷により、感電
の原因となります。 

禁止 

電源コードを発熱器具に近づけないでください。電源 
コードの被覆が溶けて、火災・感電の原因となること
があります。 

禁止 

直射日光の当たるところや、ストーブ、ヒータなどの
発熱器具のそばなど、温度の高いところに置かないで
ください。内部の温度が上がり、火災の原因となるこ
とがあります。 

禁止 

調理台のそばなど油飛びや湯気が当たるような場所、
ほこりの多い場所に置かないでください。火災・感電
の原因となることがあります。 

禁止 

インクフィルム交換などで操作パネルを開けるときは
接触禁止、高温注意マークのラベルが貼ってある部分
には、触らないように注意してください。 

移動させる場合は、電源プラグをコンセントから抜き、
電話回線接続コードなど外部の接続線を外したことを
確認のうえ行ってください。コードが傷つき、火災・
感電の原因となることがあります。 

長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源
プラグをコンセントから抜いてください。 

電源プラグを 
コンセント 

から抜け 

禁止 

本機は、高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機
器または医療用電子機器の近くに設置、および近くで
使用しないでください。 
電子機器が誤動作したりする
などの原因となることがあり
ます。 

禁止 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置
かないでください。また、本機の上に重いものを置か
ないでください。バランスがくずれて倒れたり、落下
してけがの原因となることがあります。 

禁止 

モニタスピーカに耳を近づけないでください。大音量
により耳を痛める場合があります。 

本機のアンテナを誤って目にささないように注意して
ください。 

��
��医療用機器 
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注意 

禁止 

漆、カーペット等、高温で変色する可能性のある材質
の上には置かないでください。変色の原因となること
があります。 

禁止 

本機の底面部は温度が上昇しますので、カーペットや
ソファーなどの上に置かないでください。焦げたり、
火災の原因となることがあります。 

禁止 

子機は、ほこりの多い場所や振動の激しい場所に置か
ないでください。 

禁止 

充電器の充電部分に金属製のピンや指輪などを置かな
いでください。発熱し、やけどの原因となることがあ
ります。 

禁止 

本機を落としたり、強い衝撃を与えないでください。
故障の原因となります。 

禁止 

通信やコピー等の動作中に電源プラグを抜いたり、本
機の操作パネルを開けたりしないでください。故障の
原因となります。 

禁止 

ファクスを受信すると自動的に記録紙を排出します。
装置の上に物を置いたり、布をかけたりしないでくだ
さい。紙がつまって、故障の原因となります。 

禁止 

青焼紙等と重ねて保管しないでください。記録紙が変
色します。 

インクフィルムは、子供の手の届かないところに保管
してください。 

注意 

記録品質への悪影響および故障の原因となることがあ
りますので、当社指定の記録紙のご使用をおすすめし
ます。 

本機底面にはゴム製の滑り止めを使用していますので、
ゴムとの接触面が、まれに変色するおそれがあります。 

インクフィルム交換および記録紙セットなどで開閉部
を開けたり閉めたりするときは、指はさみ、指のけが
にご注意ください。 指をはさまれ 

ないよう注意 
禁止 

以下のようなところには置かないでください。 
・クーラ、暖房器具、換気口などから風が直接あたる
場所 

・ほこりや振動が多い場所 
・換気の悪い場所 
・揮発性可燃物やカーテンに近い場所 

禁止 

本機は簡易生活防水が施されていません。以下のよう
な使用はしないでください。 
・浴室で使用したり、水の中につけたりしないでくだ
さい。 

・水滴が付いた場合は、なるべく早く乾いた布などで
拭き取ってください。 

・受話口や送話口の穴などに水滴が付いたときは、水
滴を取り除いてからお使いください。 

・子機に水滴が付いたまま、充電器に戻さないでくだ
さい。 

禁止 

受話器を無理に引っ張らないでください。親機の落下
により、けがや事故の原因となります。 

本機の設置場所等によっては、近くに置いたラジオへ
の雑音やテレビ画面のチラツキやゆがみなどが発生す
る場合があります。 
このような現象が本機の影響によると思われましたら、
本機の電源プラグをいったん抜いてください。電源プ
ラグを抜くことにより、ラジオやテレビなどが正常な
状態に回復するようでしたら、次のような方法を試み
てください。 
・本機をテレビ等から遠ざける 
・本機またはテレビ等の向きを変える 

禁止 

インクフィルムは開封した状態で放置しないでください。 

ゴキブリなどが入ると、故障の原因となることがあり
ます。 

禁止 

本機は右図の傾き以上に傾
けないようにしてください。
正常に動作しないことがあ
ります。 

ナンバー・ディスプレイのご利用に際しては、総務省
の定める「発信者情報通知サービスの利用における発
信者個人情報の保護に関するガイドライン」を尊重し
てご利用願います。 

通話中に自動車やオートバイが近くを通ったときや、
電気製品や蛍光灯のスイッチを「入」「切」にしたと
きなど、雑音が入ることがあります。 

禁止 

テレビ、スピーカボックスの近く、こたつの上など、
磁気を帯びているところや電磁波が発生しているとこ
ろに置かないでください。本機が正常に動作しないこ
とがあります。 

冷えきった部屋をストーブなどで急激に暖めたときな
どは本機の内部に水滴が付着し、部分的に写らないコ
ピーが発生する原因となります。 

禁止 

極端に暑い場所（35℃以上）や寒い場所（5℃以下）
では使用しないでください。誤動作・故障の原因とな
ります。 

5° 
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親機（本機）1台 

テスト用インクフィルム　1本 

保証書　1枚 
保証書は大切に保管してください。保証期間やご購入店名などの記載事項をご確認ください。 

あらかじめ本機にセットしてあります。 
このインクフィルムは、工場出荷時に正しくプリントできることを確認し
たものです。別売のインクフィルムよりもプリントできる枚数が少なくな
りますので、別売のインクフィルムをお買い求めください。　p63  

● インクフィルムを交換するときは 
インクフィルムを交換するときは、指定（型名：SP-FA430）のイン
クフィルムをお使いください。当社製以外のインクフィルムは使用でき
ません。また、当社製のものであっても、型名：SIF-A4040、
SIF-A4030Tのインクフィルムは使用できません。 

受話器　1個 

記録紙カセット　1個 

子機　1台（電池カバー付）  

※ SPX-S21Wでは2台 

子機充電器　1台 

※ SPX-S21Wでは2台 

電池パック　1個（子機用） 

※ SPX-S21Wでは2個 

電話回線接続コード　1本 取扱説明書　1冊（本書） 
かんたん取り付けガイド　1部 

消耗品 注文のご案内　1部 

※ 記録紙は添付されておりません。別途ご用意ください。 

お使いになる前に 

　 欄にチェック“　　”し、確認してください。付属品に足りないものがあったり、取扱説明書に
落丁があった場合には、スピークス インフォメーションセンターにご連絡ください。　p75

ここでは、本機の各部の名称や組み立てかたなど
を説明しています。 

はじめにご確認ください 
付属品はすべてそろっていますか？ 
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回線 

回線 
受話
器 

本機を組み立てたあとの各部の名称です。 

各部の名称 

親機の前面 

親機の背面 

ディスプレイ 

受話器 
補聴器対応（ヒヤリングエ
イド対応）で、誘導コイル
タイプの補聴器をお使いの
方にも通話が聞き取りやす
い構造になっています。 

原稿排出口 

記録紙排出口 

記録紙カバー 

操作パネル開レバー 
操作パネルを開けるときに引
き上げます。 

アンテナ 

操作パネル 

ダストカバー 
原稿をセットするときに開け
ます。 

原稿セットガイド 
原稿の幅に合わせます。 

※ 本機のプラスチックの一部に、光の具合によってキズに見える部分があります。これはプラスチック製作過程で生じ
るものですが、構造上および機能上は問題ありません。安心してお使いください。 

電源コード 

アース端子 
底面にアース端子（銀色のネジ）があります。 

受話器用コード 

受話器端子 

回線端子 
電話回線接続コードを接続し
ます。 

モニタスピーカ 
用件を再生すると、ここから
聞こえます。 

記録紙カセット 
A4サイズの記録紙を
20枚 までセットでき
ます。 
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親機のボタンの名称と使いかた（操作パネル） 

あらかじめ登録しておいた相手に、ワンタッチ
で電話やFAXをするときに使います。 

… 

電話帳に登録されている相手先を選ぶときや、 
カーソルを左右に移動させるときに使います。
また、電話をかけた相手にもう一度かける（リ
ダイヤル）ときや、かかってきた相手の電話番
号を表示させたりする（ナンバー・ディスプレ
イ契約時）ときに使います。 

… 

ファクスの送受信や、コピーなどに使います。 … 

送信やコピーを途中でやめるとき、登録や設定
を途中でやめるときなどに使います。また、セッ
トした原稿を排出するときに使います。 

… 

：着信履歴 
：リダイヤル（発信履歴） 

各種設定や登録のと
きに使います。 

… 

画質モードを設定す
るときに使います。 

… 

各種音量を調整する
ときに使います。 

… 

電話番号の間に休止時間（約3秒）を入
れるときに使います。 

… 

各種ボタンの使いかたを簡単に説明しています。 

ディスプレイ表示について　 p10

再生中の用件をもう一度聞いたり、ひと
つ前の用件を聞くときに使います。 

ダイヤルボタン 
ダイヤルするときや文字入力などに使い
ます。 

… 

… 

ダイヤル回線を使用している方が、トーン（プッ
シュ）信号を送りたいときに使います。 

… 

再生中の次の用件を聞くときに使います。 … 

留守設定するときなどに使います。 … 

用件の再生に使います。 … 

用件を消去するときなどに使います。また、
各種の登録時、入力内容を消去するとき
に使います。 

… 

キャッチホンを受けるときに使います。 … 

子機との内線通話や、電話を保留すると
きに使います。 

… 

受話器を置いたまま電話をかけるときに
使います。 

… 

電話帳の登録や、各
種設定のときに使い
ます。 

… 
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電池カバー 

クイック通話とは　 p1 9

［通話］ボタンが 
  点灯している 
  ことを確認  

［通話］ボタンが 
消灯することを 

  確認  
を押す 

［通話］ボタンが 
  消灯している 
  ことを確認  

＜前面＞ 

＜背面＞ ＜子機充電器＞ 

ダイヤル回線を使用してい
る方が、トーン（プッシュ）
信号を送りたいときに使い
ます。 

ダイヤルボタン 
ダイヤルするときや、文字
入力などに使います。 

… 

… 

キャッチホンを受けると
きに使います。 
簡易子機間通話の送受話
の切り替えに使います（子
機が2台以上ある場合の
み）。 

電話番号や文字の入力を
間違えたときに使います。 
電話を保留するときに使い
ます。 

… 

［通話］ボタン 
電話をかけるときや受け
るときに使います。 

… 

1回押す  
直前にかけた相手の電話
番号を表示させます。 

2回押す 
かかってきた相手の電話 
番号を表示させます（ナ
ンバー・ディスプレイ契約
時）。 

カーソルを左に移動させ
るときに使います。 

… 

電話帳に登録されている
相手先を選ぶときなどに
使います。 

… 

内線通話のときに使いま
す。 

… 

ディスプレイ表示について　 p10

各種音量を調整するとき
に使います。 

カーソルを右に移動させ
るときに使います。 

… 

各種設定や登録のときに
使います。 

よく電話をかける相手を
登録して、ワンタッチで電
話をかけるときに使いま
す。 

… 

通話を切るときや、登録・
設定を途中でやめるとき
に使います。 

… 

＜クイック通話ONのとき＞ ＜クイック通話OFFのとき＞ 

子機を充電器から取り上げたあと、以下の操作をして［通話］ボタンが消灯している状態を「待機中」
といいます。 

… 

… 

子機のボタンの名称と使いかた 

待機中の状態について 

子機の背面と子機充電器 

受話口 

送話口 
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本文中にあるディスプレイ画面は、操作上必要と思われるものだけを表記しています。 
各操作間の画面については省略されていますので、ご了承ください。 

… 

……… 

ダイヤル後、約10秒経つと表示され、相手が出ると再度0秒から表示し直されます。 親機 

［通話］ボタンを押すと通話時間表示が始まり、相手が出てからも続けて表示され
ます。また相手が出なくても表示されます。 

子機 

ピクト（絵 
表示）は全 
点灯時を表 
しています。 

… 内線で通話中に表示されます。 

・子機にはバックライトの機能はありません。 

＜子機＞ 
12桁×1行で文字を表示します。何も操
作をしていないときは、内線番号が表示
されています。 

… 外線で通話中に表示されます。 

… 過去にかかってきた電話番号を表示
させる操作をしたときに表示されま
す（ナンバー・ディスプレイ）。 

… バッテリが消耗したときに表示されます。 

… 同じ相手にもう一度電話をかける操作をし
たときに表示されます（リダイヤル）。 

… 呼出音が鳴らないようにしているときに表
示されます。 

 
電話中は、ディスプレイに通話時間が表示されます。表示される通話時間はあくまでも目安としてご利用ください。 
通話時間表示について 

・受話器や子機を戻したあとも約5秒間、通話時間が表示されます。 
・通話時間が59分59秒を超えたときは、0分00秒から表示し直されます。 

ディスプレイ表示について 

ツウワシ゛カン　　　　０’０５” 

　　　　　　　　０’０５ 

16桁×1行で文字を表示します。何も操作を
していないときは、日時と留守録の件数が表示
されています。 

＜親機＞ 

・バックライトは、機能選択中や、通話、ファクス通信、プリントなどの動作中に点灯し、動作終了後、約3秒で消
灯します。 
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本機を組み立て、使えるようになるまでの全体の
流れは、次のようになります。 

作業前の確認 

親機を組み立てる 

子機を 
組み立てる 

確認テストをする 

目的に応じた設定 

作業完了 

契約している 
サービスを確認する 

確認1　設置スペース p12 
確認2　電話コンセント p12

・梱包用テープ類をはがす p15 
・記録紙カセットを取り付ける p15 
・記録紙をセットする p16 
・受話器を取り付ける p16 
・電話回線に接続する p16 
・電源に接続する p17 
・アンテナを立ててのばす p17 
・時刻をセットする p17

・組み立ての確認をする p18 
・電話ができることを確認する p18

・梱包用テープ類をはがす p14 
・電池パックを取り付ける p14 
・子機を充電する p15

・ナンバー・ディスプレイ p50 
・キャッチホン p57 
・モデムダイヤルイン p57

・自分の電話番号の登録 p42 
・自分の名前（発信元）の登録 p42

本機を自由にご活用ください。 

記録紙について 作業の流れ 

・普通紙 
型名　　　　：FUJIFILM　熱転写用紙 
　　　　　　　ファクス用普通紙　 
　　　　　　　FAX　A4×100 
サイズ・数量：A4・100枚 

日光の当たる場所、湿気の多い場所、高温になる
場所を避け、乾燥した冷暗所に保管してください。
また記録紙カセットに長期間セットしたままにし
たり湿気を含むと、品質が劣化して先端が波打っ
た状態になります。 

本機にセットする前のインクフィルムは、袋に 
入れ、以下のことに注意して保管してください。 
・直射日光が当たらない場所に保管する 
・0℃～35℃で保管する 
・結露した場合は、乾燥後に使用する 

安定した品質・性能でお使いいただくために、記
録紙はA4サイズ、紙厚0.08mm～0.1mm（500
枚包みの場合、厚さ40mm～50mm）のもので、
表面にオーバーコートなどの処理をしていない普
通紙（コピー用紙）をお使いください。 
記録紙の種類によって、文字のかすれなど印字品
質が異なります。より鮮明な画質をお求めの場合
には、下記の記録紙もお使いいただけます。 

・記録紙の種類によっては、記録紙給紙不良や記録
紙づまりの原因となります。 
次のような記録紙は使用しないでください。 
－ オーバーコートされた普通紙 
－ 一度プリントした紙の裏面 
－ 湿っている紙 
－ 一度複数枚送りした紙 
－ OHPフィルム 
－ 薄い紙（紙厚0.08mmより薄い紙） 
－ 厚い紙（紙厚0.1mmを超える紙） 
－ しわ・折れのある紙 
－ 表面に光沢のある紙 

・記録紙の品質はメーカーにより異なり、プリント
した印字品質や記録紙給紙性能が異なる場合があ
ります。記録紙を大量に購入されるときは、一度
テストプリントすることをおすすめします。 

・記録紙を補充するときは、残っている記録紙をす
べて取り出し、追加する記録紙と合わせてよくさ
ばいたあと、先端をそろえてセットしてください。 

・感熱紙は使用できません。 

・品質が劣化した記録紙は使用しないでください。
記録紙給紙不良の原因となります。 

“キロクシガ　ツマリマシタ”と表示された  p61

記録紙の保管について 

インクフィルムの保管について 
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・親機は壁に掛けての使用はできません。 
・水平な場所に設置しないと、正常に使えないことがあ
ります。 

・次のような機器の近くに親機を設置したり、近くで子
機を使用したりしないでください。雑音や誤動作の原
因となることがあります。 
－ ビジネスホン、モデム、パソコン、ターミナルアダ

プタ、ルータ、ワープロ、無線機、コピー機、他の
コードレス電話機など 

－ 携帯電話、PHS、ポケットベル、充電器、ACアダ
プタなど 

－ テレビ、ラジオ、蛍光灯、CDプレーヤー、ヘアド
ライヤー、電子レンジ、ステレオ、電気こたつなど 

－ 自動車、オートバイ、ネオンサインなど 
・直射日光の当たる場所には置かないでください。送信/
コピー画質が薄くなったり、本機の故障や誤動作の原
因となります。 
※ p1～p3の「警告」「注意」の記載もご覧ください。 

INSネット64を利用している 　p60

パソコンやモデムと接続したい 　p60

ADSL回線を利用している 　p60

親機を置く場所には充分なスペースがありますか? 
操作や消耗品類の交換、日常点検などを行うため、必
要なスペースを確保してください。 

電話コンセントは、どのタイプですか? 
コンセントのタイプによって、そのまま接続できないことがあります。コンセントの形を確認してください。 

そのまま接続できます。 
カチッと鳴るまで差し込んで
ください。 

モジュラ式 

ブランチ接続（並列接続） 

このままでは親機を接続できません。 
NTT東日本またはNTT西日本の窓口な
どにご相談ください。 

直接配線（ネジ止め式） 

このままでは親機を接続できま
せん。 
市販のモジュラ付電話キャップ
をお買い求めください。 

3ピンプラグ式 

・接続工事には、工事担任者の資
格が必要です。 

・他の電話機と親機をブランチ接続（並列接続）にしな
いでください。 

・家の中に2つ以上電話コンセントがある場合、壁の中で
配線がブランチ接続になっていることがあります（右
図）。NTT東日本またはNTT西日本に確認してくださ
い。 
 
ブランチ接続をすると、こんなことが起こります。 

 
－ 電話がかかってきたとき、呼出ベルが途中で鳴り止

むことがあります。 
－ ファクスを送受信しているとき、ブランチ接続され

ている電話機の受話器を上げると、ファクスの画像
に異常が起きます。 

－ 相手がファクスを送信したとき、ファクスが受信で
きないことがあります。 

－ ダイヤルインサービスやナンバー・ディスプレイ 
サービスが利用できません。 

10cm以上 

後 5cm以上 

10cm 
以上 

10cm 
以上 

右 左 

2F

1F

電話 
コンセント 

電話 
コンセント 

壁の中でブランチ接続 
されていることがあり 
ます。 

他の 
電話機 

左図のような場合には、
1Fまたは2Fのどちらか
に親機を接続し、他の電
話コンセントには何も接
続しないでください。 

NTT東日本 
または 
NTT西日本 

親機 

上 

確認1　設置スペース 

確認2　電話コンセント 
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子機を組み立てる 

● 使用できる範囲は親機と子機の間に障害物がない状態で、
約100ｍです。子機と親機が離れすぎると、通話でき
なくなったり、呼出ベルが鳴らなくなったりします。 

● 親機と子機の間に何も障害物がなくても、次のような
場合は、電波の届く範囲が狭くなったり、通話に雑音
が入ることがあります。 

● 子機と子機で通話（簡易子機間通話：SPX-S21は子機
増設時のみ）するときも、お互い親機と通話できる範囲
でご使用ください（上記）。子機同士が近くても、どち
らかが親機と通話できる範囲から外れると、子機同士の
通話はできなくなります。 

● 建物内の異なる階層（上下）や屋外を経由すると、通
話できないことがあります。 

● 親機のアンテナは、まっすぐ立ててお使いください。
アンテナを倒した状態では、子機で通話できる範囲が
狭くなったり、通話に雑音が入ることがあります。 

● 親機と子機の間に、アルミサッシ、金属、鉄筋コンク
リートなどの障害物がある場合は、電波が届きません。 

・金属製家具の近くなど 

・蛍光灯などの電気製品
の近くなど 

・マンションなど鉄筋コ
ンクリートの壁や金属
製のドアなどが使用さ
れた建物の場合 

 

● 子機は電波を使っているため、通話中に雑音が入るこ
とがありますが、故障ではありません。 

● 子機は電波を使っているため、特殊な装置により盗聴
される恐れがあります。大切なお話は親機をご使用く
ださい。 

● 通話中に「ピーッ、ピーッ…」という音がしたとき
は、通話圏外まで離れています。親機に近づいてくだ
さい。通話圏外のままでいると、約15秒後に親機側で
保留になります。さらに1分経過すると電話が切れま
す。 

● 通話中に「ピッ、ピッ、ピッ、…」という音がしたと
きは、電池の充電残量が少なくなっています。このま
ま通話を続けると、約1分後に子機通話が切れ、親機側
で保留になります。さらに1分経過すると電話が切れま
す。電池の充電残量が少なくなる（電池電圧が約2.3V
以下になる）と子機は使用できなくなります。 

● 近隣で他のコードレス電話機を使っていると、まれに
誤動作する場合があります。子機で電話がつながらな
い、通話の途中で切れたなどの場合は、いったん切っ
てもう一度かけ直してください。 

● 車のダッシュボードなど、直射日光の当たるところに
放置しないでください。 

● 次のような機器の近くに親機を設置したり、近くで子
機を使用したりしないでください。雑音や誤動作の原
因となることがあります。 

 

・ビジネスホン、モデム、パソコン、ターミナルアダ
プタ、ルータ、ワープロ、無線機、コピー機、他の
コードレス電話機など 

・携帯電話、PHS、ポケットベル、充電器、ACアダ
プタなど 

・テレビ、ラジオ、蛍光灯、CDプレーヤー、ヘアドラ
イヤー、電子レンジ、ステレオ、電気こたつなど 

・自動車、オートバイ、ネオンサインなど 

● ふろ場やシャワールームなど、湿度の高いところで使
用しないでください。 

● 自動車やオートバイが近くを通ったときや、電気製品
や蛍光灯のスイッチを「入」「切」したときなど、雑音
が入ることがあります。 

● ぬれた手で子機を操作したり、子機に水をかけたりし
ないでください。本製品の子機には防水機能がありま
せんので故障の原因となります。 

ここでは、子機の通話範囲や、使用するときのご
注意、組み立てかたなどを説明しています。 

（見通し距離） 

約100 m

近くても話せません 

アルミサッシ 金属 鉄筋コンクリート 

通話範囲について 

子機使用上のご注意 
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充電器のプラグを電源コンセントに差し込む 

子機の溝に合わせて、奥に押し込みます。 

・テレビやステレオなどと同じコンセントに充電器
のプラグをつなぐと、雑音の原因となることがあ
ります。できるだけ、別のコンセントにつないで
ください。近くにコンセントがない場合は、テレ
ビやステレオなどから充電器を離してください。 

1 電池パックのコネクタを差し込む 

● コネクタの向きが合わない状態で、無理に差し込
まないでください。発煙、故障の原因になります。 

● 電池パックのコードを子機と電池カバーの間に 
はさまないようにしてください。断線・故障の原
因となります。 

注意 

● ぬれた手で充電器のプラグを抜き差ししないでく
ださい。漏電して、感電の原因となります。 

● 充電器および子機をぬらしたり、水につけたりし
ないでください。火災・感電・故障の原因となり
ます。 

警告 

注意 

● 電池パックの取り付けは充電器に置いたままで行
わないでください。故障の原因となります。 

注意 

● 子機の充電は、子機専用の充電器を使用してくだ
さい。その他の充電条件で充電すると、電池パッ
クの液漏れによる周囲の汚染や発熱による火災、
破裂によるけがの原因となることがあります。 

● 電池パックを単体では充電しないでください。電池
パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 

● 専用の電池パックを使用してください。また、専
用の電池パックは他の機器には使用しないでくだ
さい。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原
因となります。 

● 電池パックを水や火の中に投入したり、加熱しな
いでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂
させる原因となります。 

● 電池パックに直接はんだ付けしないでください。
電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因とな
ります。 

● 電池パックのコネクタの赤（プラス）・黒（マイナス）
を針金などの金属類で接触しない（ショートさせ
ない）でください。火災・感電の原因となります。 

● 電池パックを分解・改造しないでください。電池
パックの発熱、破裂の原因となることがあります。 

● 電池パックのビニールカバー（チューブ）は、は
がさないでください。電池パックを液漏れ、発熱、
破裂させる原因となります。 

● 万一、電池パックが液漏れして、液が目に入った
ときは、失明の恐れがありますので、こすらずに
すぐにきれいな水で洗ったあと、ただちに医師の
治療を受けてください。また、漏れた液が皮膚や
衣服に付いたときは、きれいな水で洗い流してく
ださい。皮膚がかぶれたりする原因になります。 

● 電池パックを使用中や充電中、または保管中に異
臭を発したり、発熱したり、変色・変形その他、
今までと異なることに気がついたときは、子機か
ら電池パックを取り外し、使用を中止してください。 

危険 

2 電池パックを取り付ける 

3 電池カバーを取り付ける 

 
電池カバーを下に押しながら、手前に引くと外れます。 
電池カバーを外したい 

電池パックを取り付ける 

充電器を電源に接続する 

充電部分 

AC100V
黒 赤 

コードを 
溝に収める

子機と付属品をビニール袋から取り出し、貼り付
けてあるテープ類をはがします。 

梱包用テープ類をはがす 
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ボタンを押したときに「ピッ」と鳴る音を、キー
タッチトーンといいます。ボタン操作が確実に行
えていることが、この音で確認できます。この
キータッチトーンを鳴らさないよう、子機ごとに
設定できます。 

 
・初めてご使用のときは、10時間以上充電してください。

十分に充電されていないと、使用時に「ピーッ、ピピッ」
という音がして子機が使えません。このときは、しば
らくの間充電すると使えるようになります。 

・子機のディスプレイに 　　が表示されているときは、
電池残量が足りないため、お使いになれません。 

充電時間について 

 
・連続通話時：約6時間　・連続待受時：約200時間 
子機の使用可能時間（フル充電時） 

 
充電器に置いている間は赤く点灯しています。過充電
になることはありません。 

［切］ボタンがずっと赤く点灯している 

子機を使わないときは、できるだけ充電器に戻し
ておいてください。 

●  充電器の充電部分に、金属物をのせないでください。
発熱・やけどの原因となります。 

注意 

裏返しに置くと、正しく
充電されません。 

お買い上げのとき：充電されていません 

お買い上げのとき：鳴る 

1 ボタン面が前になる 
ように置く 

2 ［切］ボタンが赤く点灯し、充電が始まる 

 
旅行や引越しなどで、子機を長時間使わない、または
充電できないときは、子機の電池パックのコネクタを
抜いて保管してください。充電器のプラグをコンセン
トから抜いておいたり、子機を充電器から外して充電
しないまま放置すると、電池パックが劣化して使えな
くなることがあります。 

子機を長時間使わないときは 

電池パックの寿命かもしれません。交換してください。 
電池パックの寿命は、使用の有無にかかわらず約2 年です。 

電池パックを交換する　 p66

充電しても、すぐ電池がなくなって使えなくなる 

子機を増設したい 

子機を充電する 

子機のキータッチトーンを設定する 
p66

・キータッチトーンを「OFF」に設定すると、エラー
を知らせる音や、設定終了を知らせる音が鳴らな
くなります。ただし、キータッチトーンのON／
OFFを設定したときの音は鳴ります。 

・親機のキータッチトーンを鳴らさない設定にする
ことはできません。 

親機を組み立てる 

記録紙カセットの片側を先に親機の穴に差し込み、
そのあと逆側を差し込みます。取り付けたあと、
記録紙カセットを前後に動かして、外れないこと
を確認してください。 

記録紙カセットを取り付ける 

安全に正しくご使用いただくために　 p1

●  特に湿気の多い場所で
親機を使用する場合
は、必ずアース接続を
してください。アース
線は別売品となりま
す。 

注意 

アース接続は、親機を裏
返して行います。その際、
記録紙カセットを取り外
し、親機およびディスプ
レイに無理な力がかから
ないように、座布団など
を敷いてください。 
プラスドライバとアース
線を準備してください。 

アース端子 

本機と付属品をビニール袋から取り出し、貼り付
けてあるテープ類をはがします。 

梱包用テープ類をはがす 

タッチトーン ON：鳴らす 
タッチトーンOFF：鳴らさない 

“タッチトーン”を 
表示させる 
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回線 受話
器 

受話器 

・必ず普通紙をセットしてください。感熱紙をセッ
トすると故障の原因になることがあります。 

1 記録紙カバーを前に倒す 

2

記録紙をセットする 記録紙カバーをおこす 4

3
記録紙の先端をそろえて、そっと置いてください（奥
まで差し込まないでください）。記録紙の上端が記
録紙カセット上側の「記録紙セットの目安範囲」に
あることを確認してください。 

記録紙を入れる 

・セットできる枚数は、20枚までです。 
・ファクスを受信するとき、送られてきた原稿が1
枚でも、原稿の長さによっては、2枚以上の記録
紙に分割してプリントされることがあります。こ
のとき、記録紙が1枚しかセットされていない場合、
プリントを終了することができず、さらに記録紙
を1枚だけ補充しても、また1枚目からプリントさ
れてしまいます。ファクス受信した文書をプリン
トする場合は、常に多めに記録紙をセットしてお
いてください。 

・記録紙を補充するときは、記録紙カセットに残っ
ている記録紙をすべて取り出し、追加する記録紙
と合わせてよくさばいてから、先端をそろえてセッ
トしてください。 

・プリント中は記録紙を追加しないでください。 
・記録紙を長期間記録紙カセットにセットしたまま
にしないでください。記録紙が湿気などを含み、
劣化する原因となります。劣化した記録紙をその
ままお使いになると、記録紙づまりの原因となり
ます。 

・記録紙カバーは必ず取り付けて、おこした状態で
使用してください。 

記録紙をさばく 
・記録紙をさばかずにセットすると、1度に複数枚
の記録紙が送られることがあります。 

よくさばく さばいた側を下にして 
そろえる 

受話器端子に受話器用コードを「カチッ」と音が
するまで差し込みます。 

レバーを押さえながら引き
抜いてください。 
受話器用コードを抜きたい 

受話器を取り付ける 

レバー 

受話器端子 

INSネット64を利用するには 

付属の電話回線接続コードの片方を親機背面の回
線端子に差し込み、もう片方を電話コンセントに
差し込みます。 

　p60

パソコンやモデムにつなぐには 　p60

ADSL回線を利用するには 　p60

電話回線に接続する 

電話コンセント 

回線端子 
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回線 

’０３　　１／　１　　０：００ 

’０３　１０／２３　１３：３０ 

時計を合わせる 　p41

・電源を先に接続してから回線接続をせずに10分以
上経過すると、デモモード（宣伝用自動表示）が
始まります。その場合、電話回線に接続するとデ
モモードは終了します。 

電話回線に接続する　 p16

電源プラグを電源コンセントに差し込む 
電源に接続する 

AC100V

電源プラグをコンセントに差し込むと、ディスプ
レイに“シバラク　オマチクダサイ”と表示され
た後、“デンワカイセン　カクニンチュウ”と表
示され、本機が自動的に回線種別（プッシュ回線
／ダイヤル回線）を選びます。終了すると時刻設
定画面を表示します。 

手動で回線種別の設定を行ってください。ISDNターミ
ナルアダプタに本機を接続している場合など、回線に
よって自動設定できないことがあります。 

回線種別の自動／手動設定　 p41

“カイセンセッテイ　シテクダサイ”と表示された 

時刻を設定し直すときは 

回線種別の自動設定が終わると、ディスプレイに“ジ
コクセッテイ　シテクダサイ”と表示されます。 
続いて、現在の時刻をセットしてください。 

カンリョウ 

1 　　    を押す 

2 年月日・時刻を入力 
する 

この下線（カーソル） 
位置の文字を修正できます。 

この例では 
「0310231330」と 
入力します。 ・年　：西暦の下2桁 

・月日：1～9は01～09
と入力 

・時刻：24時間制 
0～9は00～09
と入力 

親機のアンテナをまっすぐ立て、のばしてください。 
アンテナを倒したままでは、子機の通話範囲が狭
くなったり、通話中に雑音が入ることがあります。 

3 　　    を押す 

［＜］または［＞］を押し、間違えた文字
の下にカーソルを移動させて、入力し直してください。 
入力を間違えた 

アンテナを立ててのばす 

時刻をセットする 

回線種別の設定 

設定が必要です。  
キャッチホン・ディスプレイを設定する　 p56

NTTサービスなどを契約している方は、設定が必
要な場合があります。　 にチェック“　 ”し、設
定が必要なときは該当ページを見て設定してくだ
さい。 

・キャッチホン …………………………… 

・ナンバー・ディスプレイ ……………… 

・モデムダイヤルイン …………………… 

設定が必要です。 ナンバー・ディスプレイの設定　 p51 
※ ネーム・ディスプレイには対応していません。 

設定が必要です。 ダイヤルインの登録　 p59 
※ PB信号方式のダイヤルインには対応していません。 

設定の必要はありません。  
キャッチホンを利用する　 p57

・キャッチホン・ディスプレイ ………… 

契約しているサービスを確認する 

NTTサービスの契約をしていますか？ 
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原稿の裏・表を、逆にセットしたことが考えられます。
コピーする面を必ず「裏向き」にセットし、もう一度
コピーしてみてください。 

白紙が出てきたとき 

 
“ゲンコウガ　ツマリマシタ”と表示されたとき p62 
“キロクシガ　ツマリマシタ”と表示されたとき p61

紙がつまったとき 

B4の原稿をコピーすると 　 p34

 
［ストップ］ボタンを押してください。 
途中でコピーをやめたい 

原稿、記録紙が排出された後、
「ピー」という音がして、コピーが終了します。 
コピーが終わると 

4［スタート／コピー］ 
ボタンを2回押す 

［ストップ］ 
ボタン 

ダスト 
カバー 

原稿セット 
ガイド 

3 コピーする面を 
「裏向き」にする 

2 原稿セット 
ガイドを 
合わせる 

1 ダスト 
カバーを 
開ける 

お買い上げ時の本機は、ファクスを自動で受けら
れるように設定されています。 

自動で受ける　 p32

・親機の場合 

・子機の場合 

［ストップ］ボタンを押すと、操作／設
定がキャンセルされ、待機状態に戻りま
す。 

充電器に戻すか［切］ボタンを押してく
ださい。 

電話をかけたり、受けたりできることを確認して
ください。 

 
機能設定／登録早見表 　p8 1

お買い上げ時の本機の設定状態については 

電話をかけられない 困ったときは　 p68

 
ナンバー・ディスプレイの契約と設定が一致している
かどうかを確認してください。 
・契約している場合　　「利用する」（お買い上げの

　ときのまま） 
・契約していない場合　 「利用しない」に変更が必要 

ナンバー・ディスプレイの設定　 p5 1 
 
ダイヤルインを契約している場合は、ナンバー・ディ
スプレイの契約にかかわらず、ナンバー・ディスプレ
イの設定を「利用する」にしてください。 

電話をかけられるが、受けられない 

お買い上げ時の状態について 

操作を間違えたときは 

電話ができることを確認する 

4 　　　 を2回押す 

3 コピーする面を「裏向き」にして、原稿を 
軽く差し込む 

2 原稿セットガイドを原稿の幅に合わせる 
1 ダストカバーを開ける 

確認テストをする 
組み立て、接続が正しくできたか、確認のための
動作テストを行います。 

コピーを取って、テストをしましょう。 

原稿が数cm引き込まれます。 

組み立ての確認をする 
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クイックツウワ ON 
クイックツウワOFF

“クイックツウワ”を 
表示させる 

ここでは、電話のいろいろな使いかたを説明して
います。 

通話 

相手の 
電話番号 通話 

相手の 
電話番号 

ディスプレイ 
で確認 

受話器を 
置いたまま 

相手の 
電話番号 

ツー… 

・子機を使用中には、“ナイセン2　シヨウチュウ”
などが表示されます。親機で電話はできません。 

・ファクス受信中やコピー中は電話をかけられません。 
・コピーやファクスを送受信したあと、受話器が温
かくなることがあります。 

通話 

相手の 
電話番号 通話 

受話器を取ってかける 

・親機を使用中には、「ピーピーピー」と音が鳴り、
電話できません。 

・通話中に親機の［スタート／コピー］ボタンが押
されると、通話が切れて、ファクス受信状態にな
ります。 

〈オンフックダイヤル〉 

または 

電話をかける 

子機で 

相手の声を大きくしたい 受話音量　 p29、p45

［オンフック］ボタンの使いかた 
・［オンフック］ボタンを押すと、受話器を持たずに電
話がかけられます（オンフックダイヤル）。 

・親機で通話中に［オンフック］ボタンを押してから受
話器を戻すと、通話が切れずにスピーカから相手の声
が聞こえます。 

・オンフック中は、こちらの声は相手に聞こえません。 

受話器を置いたままかける 

電話として使うには 

番号を確認してからかける 

充電器から取ってかける 

［消去］ボタンまたは［ストップ］
ボタンを押し、最初から入力し直してください。 
番号を間違えたら 

［切］ボタンを押してから［通話］
ボタンを押し、「ツー…」という音が聞こえたら、相手
の電話番号をダイヤルしてください。 

番号を間違えたら 

もう一度［切］ボタンを
押してから［通話］ボタンを押してください。 
「ツー…」と聞こえないとき 

［オンフック］ボタンを押し、最初
からやり直してください。 
番号を間違えたら 

“クイックツウワ”を表示させたあと、“クイックツウ
ワ　ON／OFF”を選びます。 
ON／OFFの設定は、子機ごとに行えます。 

［保留／消去］ボタンを押すごとに、
1文字ずつ取り消すことができます。間違えた番号まで
戻って入力し直してください。 

番号を間違えたら 

そのまま相手の電話番号を
ダイヤルし、確認してから［通話］ボタンを押します。 
充電器に置いていないとき 

ツー… 

ツー… 

・ONのとき  
充電器に置いてある子機を取ると［通話］ボタンを押
さずにダイヤルできる状態になります。または、か 
かってきた電話に出られます。 

クイック通話は子機の機能です。充電器に置いて
ある子機を取るだけで、ダイヤルができる状態に
なります。電話がかかってきたときも、充電器か
ら子機を取るだけで電話に出られるようになります。 

・OFFのとき  
［通話］ボタンを押して、相手の電話番号をダイヤル
します。または、かかってきた電話に出られます。 

お買い上げのとき：OFF

クイック通話のON／OFFの切り替えかた 

以前かけた相手や、ファクスを送った相手、話中で通話
できなかった相手などを、最大10件まで記憶できます。 

・子機で電話をかけた相手に、親機でかけ直すこと
はできません。 

・リダイヤルできる桁数は40桁までです。 

同じ相手にもう一度かける 
リダイヤル 

相手先を表示 
（押し続けると早送りされます） 

通話 

受話器を取ったあと、または［オンフック］ボタンを押
してから　（リダイヤル）ボタンを押したときは、最後
に電話をかけた相手に自動的にリダイヤルします。 

かけかた 

クイック通話とは 

［通話］ボタンを押し、 
「ツー…」という音が聞こえたら、相手の電話番号をダ
イヤルしてください。 

充電器に置いていないとき 

通話 相手の 
電話番号 

表示を 
確認 

番号を確認してからかける 

または 

親機で 

親機で 
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表示で確認 
相手先を表示 

（押し続けると早送りされます） 

相手先を表示 
（押し続けると早送りされます） 

相手先を表示 
（押し続けると早送りされます） 

相手の声を大きくしたい 

通話 

最大10件まで記憶できます。 

・親機を使ってかけた相手やファクスを送った相手
には、子機でかけ直すことはできません。 

・リダイヤルできる桁数は20桁までです。 

・10分以上保留にしたままでいると電話は切れます。
・内線通話の保留はできません。 

子機で 

［ストップ］ボタンを押し
てください。 
途中で操作をやめたいとき 

消去したい相手を表示させてから［消去］ボタンを押し、
表示の内容を確認して消去してください。 

以前にかけた電話番号を消したい 

 
原稿をセットしてから、送信したい相手を表示させ、［ス
タート／コピー］ボタンを押してください。 

ベルが鳴っているときに［通
話］ボタンを押すと、電話に出られます。 
充電器に置いていないとき ファクスを送信したい 

受話音量　 p29、p45

消去したい相手を表示させてから［保留／消去］ボタンを
押し、表示の内容を確認して消去してください。 

以前にかけた電話番号を消したい 

かけかた 

表示で確認 

・子機のベルは、親機より少し遅れて鳴り、このと
き［通話］ボタンが点滅します。 

・通話中に親機の［スタート／コピー］ボタンを押
されると、通話は切れます。 

子機で 

充電器から取って受ける 

ベル音量　 p29ベルの音量を変えたい 

 
ベルの音色／メロディを変える　 p4 3

ベルの音を変えたい 

ポーポーという音が聞こえたら 
・「ファクシミリを受信します。受話器を置いてお待ち
ください」というメッセージが流れたら、受話器を戻
してください。 
子機の場合は［切］ボタンを押す、または充電器に戻
してください。 

・ファクスかんたん受信を「しない」に設定したときは、
メッセージが流れません。このときは、下記の「無音
だったら」と同じ操作をしてください。 

無音だったら 
・ファクスかもしれません。親機の［スタート／コピー］
ボタンを押してください。子機の場合は［内線］ボタ
ンを押してから［6］を押してください。 

電話は切れません。受話器を
取ると保留が解除され、話ができます。 
保留中に受話器を戻すと 

確認のメッセージを表示中
に［▲］または［▼］を押し、“チュウシ　シマスカ？”
が表示されたら［メニュー］ボタンを押してください。 

途中で操作をやめたいとき 

電話を受ける 

ベルが鳴る 通話 

保留する 

通話中 通話中 もう一度 
話すとき 

通話の途中で相手を待たせるときに、メロディ音
を流すことができます。メロディ音が流れている
間は、こちらの声は相手に聞こえません。 

保留 

 
親機で保留したあと、受話器を戻して子機を取り［通話］
ボタンを押すと、子機で話ができます。 

保留のあと子機で話をするとき 

 
保留中のメロディは「聖者の行進」または「茶色の小
瓶」のうち、いずれかを選べます。  

保留メロディを変える　 p4 4

保留中のメロディを変えたい 

ベルが鳴る 通話 または 

通話中 通話中 保留 もう一度 
話すとき 

子機で 

 
子機で保留したあと、充電器に戻して親機の受話器を取
ると、親機で話ができます。 

保留のあと親機で話をするとき 

電話は切れません。クイッ
ク通話がONのときは、充電器から取ると保留が解除され、
クイック通話がOFFのときは、充電器から取り［通話］
ボタンを押すと保留が解除され、話ができます。 

保留中に充電器に戻すと 

または 

親機で 

親機で 
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外線が保留され、相手
にメロディ音が流れま
す。 

2 　　　 を押す 

子機が2台以上ある場合
は、該当する内線番号
を押します。 
内線番号について    

上記 

3 　　　を押す 

用件を伝えます。 

4 子機と通話 

5 受話器を戻す 

親機と通話 

外線と通話 

ベルが鳴る 

子機 

＊
 

転送する 
かかってきた電話を親機から子機に、または子機
から親機に転送できます。 

内線番号について 
親機や子機には、内線番号が割り当てられています。 
・内線1 ：親機 
・内線2 ：付属子機1台目 
・内線3 ：増設子機1台目（S21Wの場合は付属子機2台目） 
・内線4 ：増設子機2台目（S21Wの場合は増設子機1台目） 
子機を2台以上お使いの場合、内線番号の代わりに［　］
を押すと、すべての内線を呼び出すことができます。 

1 外線と通話中 

 
［保留／内線］ボタンを押すと、外線との通話に戻れ
ます。 

子機が出ない 

 
外線と通話中に［保留／内線］ボタンを押し、受話器
を戻してから子機を取り［通話］ボタンを押すと、子
機で外線と通話ができます。 

子機に切り替えたい（1人で転送したい） 

 
［内線］ボタンを押すと、外線との通話に戻れます。 
親機が出ない 

 
外線と通話中に［保留／消去］ボタンを押し、子機を
充電器に戻すか、［切］ボタンを押したあと、親機の
受話器を取ると、親機で外線と通話ができます。 

親機に切り替える（1人で転送したい） 

子機から子機に転送する 子機から子機に転送する 

用件を伝えます。 

4

5

親機と通話 

または 

子機と通話 

外線と通話 

外線が保留され、相手
にメロディ音が流れま
す。 

子機 

1 外線と通話中 

2 　　  を押す 

3 　    を押す ベルが鳴る 

受話器を取る 

子機 

1 外線と通話中 

2 　　  を押す 

子機を2台以上お使いの場合、子機と子機でトラン
シーバー方式の会話ができます。 

・相手と同時に話すことはできません。送話側が話
したあと［キャッチ］ボタンを押すと、送話と受
話が切り替わります。 

・送受話の切り替えおよび転送は、送話側の子機の
み行えます。 

・送話側が話せる時間は、最大50秒間です。50秒
を過ぎると、自動的に外線が受話側に転送されます。 

子機 

内線番号について 
本ページ左側 

外線が保留され、相手
にメロディ音が流れま
す。 

3 該当する子機の 
内線番号を押す 

ベルが鳴る 

送話側 

ナイセン　ソウシン 
受話側 

ナイセン　シ゛ュシン 

 
［内線］ボタンを押すと、外線との通話に戻れます。 
子機が出ない 

4

5

「ピポ」と鳴った 
ら用件を伝える 

または 

用件を聞く 

外線と通話 

※ 以後、送受話を切り替えるときは、送話側が 
［キャッチ］ボタンを押します。 

親機から子機に転送する 

子機から親機に転送する 

親機 

親機 
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親機と子機で通話する 

親機と子機で通話をすることができます。 

内線呼出音の鳴りかた 

1秒 1秒 1秒 1秒 

（無音） （無音） 

1秒 

ピピッピピッ ピピッピピッ ピピッピピッ 

・内線通話は保留できません。 
・どちらかが外線で通話中のときは、内線通話はで
きません。 

・内線の呼び出しや、内線通話中に外線がかかって
くると、内線の呼び出しや内線通話が中断し、外
線のベルが鳴ります。外線に出るときは、親機は 
いったん受話器を戻し再度取ってください。子機
は［通話］ボタンを押すと外線に出ることができ
ます。 

内線通話 

子機が2台以上ある場合
は、該当する内線番号
を押します。 
内線番号について 

p21

1 　　   を押す 

2 　　   を押す 

3 受話器を取って 
子機と通話 

親機と通話 

子機 

ベルが鳴る 

子機と子機で通話する 

子機を2台以上お使いの場合、子機と子機でトラン
シーバー方式の会話をすることができます。 

・簡易子機間通話は保留できません。 
・親機または子機で外線通話中のときは、簡易子機
間通話はできません。 

・内線の呼び出しや、内線通話中に外線がかかって
くると、内線の呼び出しや内線通話が中断し、外
線のベルが鳴ります。 

・三者通話はできません。 
・相手と同時に話すことはできません。送話側が話
したあと［キャッチ］ボタンを押すと、送話と受
話が切り替わります。 

・送受話の切り替えおよび終話は、送話側の子機の
み行えます。 

・送話側が話せる時間は、最大50秒間です。50秒
を過ぎると、簡易子機間通話が自動で終了します。 

簡易子機間通話：トランシーバー方式 

1 待機中 

2 　　  を押す 

3 　　  を押す 

4 親機と通話 

受話器を戻す 5
子機と通話 

　 p9

ベルが鳴る 

受話器を取る 

または 

子機 

子機 

2 　　  を押す 

子機 

内線番号について 
p21

3 該当する子機の 
内線番号を押す 

ベルが鳴る 

送話側 

ナイセン　ソウシン 
受話側 

ナイセン　シ゛ュシン 

1 待機中 
　 p9

4 受話器を戻す または 4 「ピポ」と鳴った 
ら用件を伝える 

用件を聞く 

親機から子機にかける 

子機から親機にかける 

受話側 

ナイセン　シ゛ュシン 
送話側 

ナイセン　ソウシン 

送受話を切り替えます。 

5 　　  を押す 

6 用件を聞く 

7 充電器に戻す または 

「ピポ」と鳴ったら 
用件を伝える 

※ 以後、送受話を切り替えるときは、送話側が 
［キャッチ］ボタンを押します。 

親機 

親機 
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2 　　   を押す 

3 相手の名前を入力する 

4 　　　 を押す 

＊
 

ワンタッチダイヤルに登録する 
よく電話やファクスを送る相手先の名前や電話番
号をワンタッチダイヤルに登録しておくと、簡単
に電話やファクス（親機のみ）ができます。親機
に登録したワンタッチダイヤルは、らくらく電話
帳に登録されます。 

 
必ず市外局番から登録してください。また［　］［＃］ 
［－］（ポーズ）は入力しないでください。 

ナンバー・ディスプレイを利用している方は 

登録できる相手先は3件です。相手先名は12文字、
電話番号は32桁まで登録できます。 

トウロク：ナマエ？ 

手順4に進んでください。 電話番号だけ入力したい 

［＜］または［＞］で間違えた文
字にカーソルを合わせ［消去］ボタンを押してください。 
文字入力を間違えた 

文字入力一覧表 　本書の最終ページ 

ナマエ：オトウサン 

5 相手の電話番号を市外 
局番から入力する 

［ストップ］ボタンを押してく
ださい。 
途中で登録をやめたい 

6 　　　 を押す 

2 　　　 を押す 

3 　　　を押す 

4 　 　　    を押し、変更したい文字にカー 
ソルを合わせる 

手順6に進んでください。 名前を変更しないとき 

5 名前を入力し直す 

6 　　　  を押す 

9 　　　  を押す 

1 　　　 を押す 

3 　　　 を押す 

2 　 　　 を押し、“ワンタッチ　 
ダイヤル”を表示させる 

7 　 　　    を押し、変更したい数字にカー  
ソルを合わせる 

8 番号を入力し直す 

 
手順3で［1］（ショウキョ）を押すと“1：ジッコ ウ
　2：トリケシ”と表示されるので［1］を押してく だ
さい。 

登録内容を消去したい 

手順9に進んでください。 電話番号を変更しないとき 

手順5に進んでください。 電話番号だけ入力したい 

［消去］ボタンを押すと、カーソルの文字が1文字
消えます。 

［消去］ボタンを押すと、表示されているすべての
数字が消えます。 

4 相手の名前を入力する 
文字入力一覧表 　本書の最終ページ 

ヒロシクン 
 

　ナマエ？ 
 

ヘンコウ　シマシタ 

登録できる相手先は1件です。相手先名は12文字
まで、電話番号は16桁まで登録できます。 

ワンタッチタ゛イヤル 
 

［保留／消去］ボタンを押し、入
力し直してください。［保留／消去］ボタンを2秒以上
押し続けると、表示されているすべての文字が消えます。 

文字入力を間違えた 

親機のワンタッチダイヤルに登録する 

子機のワンタッチダイヤルに登録する 

1 変更したいワンタッチ 
ダイヤルボタンを押す 

親機のワンタッチダイヤルの登録内容を変更する 

・ワンタッチダイヤルが登録されていないときに［ワ
ンタッチ］ボタンを押すと、手順3の表示になり、
登録することができます。 

・12桁を超えて入力したときはスクロール表示され
ます。 

・ポーズを入れるときは［キャッチ］ボタンを押し
てください。 

5 　　　 を押す 

7 　　　 を押す 

6 相手の電話番号を市外局番から入力する 

　テ゛ンワハ゛ンコ゛ウ？　 
 

1 　　　　　　　  を押す トウロクサレテイマセン 

ＴＥＬ：０６１２３４５６７８ 

１：トウロク　２：トリケシ （どれか1つ） 

ＴＥＬ：？ 

ＴＥＬ：０６１２３４５６７８ 

トウロク　シマシタ 

アイテ：オトウサン 

１：ショウキョ　２：ヘンコウ 

ナマエ：オトウサン 
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登録と同じ手順で行います。手順3と手順5で、すでに
登録されている相手の名前と電話番号が表示されるので、
［保留／消去］ボタンを押し、それぞれ入力し直して
手順を進めてください。 
それぞれを空白にすれば、削除したことになります。 

登録内容を変更・削除したい 

待機中 
　　 p9 通話 

＊
 

らくらく電話帳に登録する 
よく電話やファクスを送る相手先を登録できます。 

ヒロシクン 

ワンタッチダイヤルで電話をかける 
あらかじめワンタッチダイヤルに登録しておくと、
ボタンを押すだけで電話をかけたりファクス（親
機のみ）を送ることができます。 

ワンタッチダイヤルに登録する　 p23

・ナンバー・ディスプレイを利用している方は、必ず
市外局番から登録してください。また［　］［＃］ 
［－］（ポーズ）は入力しないでください。 

1 　　　 を押す 

2 相手の名前を入力する 

トウロク：ナマエ？ 

手順3に進んでください。 電話番号だけ入力したい 

［＜］または［＞］で間違えた文
字にカーソルを合わせ［消去］ボタンを押してください。 
文字入力を間違えた 

文字入力一覧表 　本書の最終ページ 

登録できる件数は197件までです。相手先名は12
文字まで、電話番号は32桁まで登録できます。 

ナマエ：ニッホ゜ンテ゛ンキ 

5 　　　 を押す 

3 　　　 を押す 

手順2からくり返してください。 続けて登録したい 

6 登録を終了するときは　　 を押す 

 
親機の電話帳の登録内容をプリントする　 p4 7

登録した内容を確認したい 

 
親機の電話帳を子機に転送する　 p2 6

親機の電話帳を子機で使いたい 

 
相手先が197件登録されています。不要な相手先を消
去してから、新しい相手先を登録してください。 

親機の電話帳の登録内容を消去する　 p2 5

“デンワチョウ　フル”と表示された 

［消去］ボタンを押すと、カーソルの文字が1文字
消えます。 

［消去］ボタンを押すと、表示されているすべての
数字が消えます。 

1 　　　　 を押し、変更したい相手を表示させる 

2 　　　 を押す 

6 　　　 を押す 

3 　　　 を押す 

5 名前を入力し直す 

4 　　　　 を押し、変更したい文字にカー 
ソルを合わせる 

7 　　　　 を押し、変更したい数字にカー 
ソルを合わせる 

8 番号を入力し直す 

手順6に進んでください。 名前を変更しないとき 

手順9に進んでください。 電話番号を変更しないとき 

ヘンコウ　シマシタ 9 　　　 を押す 
・手順1の操作では、ワンタッチダイヤルで登録した
相手も表示されます。その際、登録内容を変更／
消去した場合、ワンタッチダイヤルの登録内容も
同時に変更されます。 

親機に登録する 

親機の電話帳の登録内容を変更する 

4 相手の電話番号を市外 
局番から入力する 

［ストップ］ボタンを押してく
ださい。 
途中で登録をやめたい 

通話 

かけたい相手が登録されているワンタッチダイヤルボタ
ンを押して、受話器を上げてください。 

子機で 

親機で 

アイテ：オトウサン 

ＴＥＬ：？ 

ＴＥＬ：０３１２３４５６７８ 

トウロク　シマシタ 

１：ショウキョ　２：ヘンコウ 

ナマエ：ニッホ゜ンテ゛ンキ 

ＴＥＬ：０３１２３４５６７８ 
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手順2で［▲］または［▼］を押し“チュウシ　シマス
カ？”を表示させたあと、［メニュー］ボタンを押し
てください。 

途中で消去をやめたい 

2 　　  を押す ショウキョ　シマスカ？ 

3 　　  または　　　を押す ショウキョ　シマシタ 

1 　　    を押し、消去した 
い相手を表示させる ニッホ゜ンテ゛ンキ 

4 　　　 を押す 

1 　　　　 を押し、変更したい相手を表示させる 

2 　　　 を押す 

1 　　  を押す 

2 　　  を押す 

3 　　　 を押す 

 
手順4で［2］（トリケシ）を押し、［ストップ］ボタ
ンを押してください。 

途中で消去をやめたい 

 
相手先が80件登録されています。不要な相手先を消去
してから、新しい相手先を登録してください。 

子機の電話帳の登録内容を消去する　 本ページ右側 

“デンワチョウ　フル”と表示された 

 
待機中に［＜］を押し、［▲］または［▼］を押して
登録したいリダイヤルデータを表示させたあと、上記
の手順2に進みます。 
リダイヤルデータの登録は、子機でのみ行うことがで
きます。 

リダイヤルに記録されている電話番号を登録したい 

途中で登録をやめたい 

登録できる件数は80件までです。相手先名は12
文字まで、電話番号は16桁まで登録できます。 

ショウキョ　シマシタ 

テ゛ンワチョウ　トウロク 

　ナマエ？ 

ニッホ゜ンテ゛ンキ 

文字入力一覧表 　本書の最終ページ 

3 相手の名前を入力する 

4 　　  を押す 

6 　　  を押す 

　テ゛ンワハ゛ンコ゛ウ？　 

・12桁を超えて入力したときはスクロール表示され
ます。 

・ポーズを入れるときは［キャッチ］ボタンを押し
てください。 

5 相手の電話番号を市外局番から入力する 

［保留／消去］ボタンを押し、入
力し直してください。［保留／消去］ボタンを2秒以上
押し続けると表示されているすべての文字が消えます。 

文字入力を間違えた 

・各ボタンは60秒以内に操作してください。60秒
経過すると「ピーピーピー」という音がして登録
が中断されます。中断されたときは、手順1からや
り直してください。 

・複数の子機をご利用の場合は、子機ごとに消去の
操作を行ってください。すべての子機の登録内容を、
一括して消去することはできません。 

8 　　  を押す 

2 　　  を押す 

3 　　     または　　      を押し、変更した  
い文字を点滅させる 

4 名前を入力し直す 

ニッホ゜ンテ゛ンキ 

1 　　    を押し、変更した 
い相手を表示させる 

 途中で変更をやめたい 

［保留／消去］ボタンを押すと、点滅している文字
が1文字消えます。［保留／消去］ボタンを2秒以上
押し続けると、表示されているすべての文字が消え
ます。 

6 　　     または　　      を押し、変更した  
い数字を点滅させる 

7 番号を入力し直す 
［保留／消去］ボタンを押すと、点滅している数字
が1文字消えます。［保留／消去］ボタンを2秒以上
押し続けると、表示されているすべての数字が消え
ます。 

手順5に進んでください。 名前を変更しないとき 

5 　　  を押す 
手順8に進んでください。 電話番号を変更しないとき 

ニッホ゜ンテ゛ンキ 

０３１２３４５６７８ 

親機の電話帳の登録内容を消去する 子機の電話帳の登録内容を変更する 

子機に登録する 

子機の電話帳の登録内容を消去する  

［切］ボタンを押してください。 

［切］ボタンを押してください。 

１：ショウキョ　２：ヘンコウ 

１：シ゛ッコウ　２：トリケシ 
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7 　　　を押す 

8 　　　を押す 

9 子機の電話帳の内容を見て、正しく転送さ 
れたことを確認する 

5 　　　を押す 

6 　　　を押す 

4 　　　を7回押す 

1 　　　を押す 

2 　　　を押す 

3 　　　を押す 

転送しようとした相手先電話番号の中に17桁以上の
番号が混ざっていると、その番号は転送されません。
転送されなかった件数を表示します。手順9のあと、
転送されなかった番号を修正して、1件ずつ転送（個
別転送）するか、一度に転送（一斉転送）し直してく
ださい。　　　　　　　　　 個別転送　 本ページ右側 

“○○ケン　テンソウデキマセン”と表示されたとき 

 
手順6のあと［＜］または［＞］を押し、転送したい子
機の内線番号を表示させてください。  

内線番号について　 p2 1

子機が2台以上あるとき 

「転送件数／登録件数」が
数字で表示されます。 

待機中に［▲］または［▼］を押すと、登録してあ
る電話帳が表示されます。 

 
転送しようとした相手先電話番号がすべて17桁以上の
場合に表示され、番号はすべて転送されません。電話
帳の内容を修正して、転送し直してください。 

“テンソウ　デキマセン”と表示されたとき 

“デンワチョウ　フル”と表示されたとき 

キノウセンタク　シテクタ゛サイ 

テ゛ンワ　キノウ 

イッセイ　テンソウ 

テンソウサキ　ナイセン２ 

セイシ゛ョウ　シュウリョウ 

テ゛ンワチョウ　テンソウ 

電話帳転送 
電話帳の転送のしかたには、次の2つがあります。 
・電話帳の内容を一度に全部転送する〈一斉転送〉 
・1件ずつ転送する〈個別転送〉 
転送した内容は、子機の電話帳に追加されます。 

・子機に同じ相手先名と電話番号が登録されている
ときは転送されません。 

・子機の電話帳がすでに80件登録されていると、転
送できません。また登録数が80件になった時点で
転送は終了します。 

・17桁以上の電話番号は、転送できません。 
・転送中に着信があったり、エラーが発生したときは、
その時点で転送を終了します。 

・転送中、相手の子機は使用できません。ディスプ
レイに“テンソウチュウ”と表示されます。 

〈一斉転送〉 
一度に転送する 

8 　　　を押す 

11 　　　 を押す 

12 終了するときは　　 を押す 

13 子機の電話帳の内容を見て、正しく転送 
されたことを確認する 

5 　　　を押す 

7 　　　を押す 

6 　　　　  を押し、 
“コベツ　テンソウ” 
を表示させる 

9 　　　　 を押し、転送したい登録内容を 
表示させる 

4 　　　を7回押す 

1 　　　を押す 

2 　　　を押す 

3 　　　を押す 

キノウセンタク　シテクタ゛サイ 

テ゛ンワ　キノウ 

イッセイ　テンソウ 

テンソウサキ　ナイセン２ 

コヘ゛ツ　テンソウ 

セイシ゛ョウ　シュウリョウ 

テ゛ンワチョウ　テンソウ 

10 　　　 を押す 

〈個別転送〉 
1件ずつ転送する 

手順9からくり返してください。 続けて転送したい 

親機の電話帳を子機に転送する 

スタート　ヲ　オシテクタ゛サイ 
アイテ：ニッホ゜ンテ゛ンキ 

スタート　ヲ　オシテクタ゛サイ 

テンソウ　チュウ 

アイテ：ニッホ゜ンテ゛ンキ 

テンソウ　チュウ　　　１／　４５ 

 
すでに子機の電話帳に80件登録されています。子機の
電話帳から不要な相手先を消去してから転送し直して
ください。 子機の電話帳の登録内容を消去する　 p2 5
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通話 

待機中 
　　p9

通話 

 
相手先を表示させたあと［スタート／コピー］ボタン
を押すとかけられます。ただし［スタート／コピー］
ボタンを押すまでに時間がかかると、電話をかけられ
ない場合があります。受話器を置いたまま、先に相手
先を表示させてからかけることをおすすめします。 

［電話帳］ボタンを押す前に受話器を取った 

親機 子機 

電話帳の相手先名は50音順に表示されます 
登録するとき相手先名の前に空白を入れたり、アル 
ファベットや数字などを入力すると次の順で表示され
ます。 
空白＋文字 → 数字 → カナ（50音順）→ アルファ 
ベット → 記号 → 相手先名のない電話番号 

例：「イトウ」「カトウ」「タナカ」が登録されているとき 

「イトウ」　 「カトウ」　 「タナカ」 

ここからスタート 

［▼］ ［▼］ 

［▼］ ［▲］ ［▲］ ［▲］ 

［電話帳］ボタンの使いかた 

［▲］［▼］…登録されている先頭の相手先が表示され、
押すごとに相手先が切り替わります。押
し続けると、早送りされます。 

らくらく電話帳で電話をかける 
あらかじめ電話帳に登録しておくと、簡単に電話
やファクス（親機のみ）ができます。 

らくらく電話帳に登録する　 p24

ディスプレイ 
で確認 通話 

・子機に登録してある電話帳は使用できません。 

相手先を確認してからかける 

通話 

待機中 
　　p9

・親機に登録してある電話帳は子機の電話帳に転送
しなければ、子機では使用できません。 

電話帳転送　 p26

・該当する行に一人も登録されていないときは、ダ
イヤルボタンを押しても表示は変わりません。 

・ディスプレイに相手先が表示されているときにダイヤル
ボタンを押すと、ボタンに割り当てられているカナの行
の名前が表示されます。 
（例：［3（サ）］を押すと“サトウ”） 
また、ダイヤルボタンを押すたびに、その行の相手先が
順番に表示されます。 
（例：［3（サ）］を押すたびに“サトウ”“スズキ”…） 

・相手先名が記号で始まる場合は［0］を押すと、“－”
や“（”、“＊”などで始まる相手先名が表示されます。 

・該当する行に一人も登録されていないときは、ダ
イヤルボタンを押しても表示は変わりません。 

・ディスプレイに相手先が表示されているときにダイヤル
ボタンを押すと、ボタンに割り当てられているカナの行
の名前が表示されます。 
（例：［3（サ）］を押すと“サトウ”） 
また、ダイヤルボタンを押すたびに、その行の相手先が
順番に表示されます。 
（例：［3（サ）］を押すたびに“サトウ”“スズキ”…） 

・相手先名が記号で始まる場合は［0］を押すと、“－”
や“（”、“＊”などで始まる相手先名が表示されます。 

相手先を素早く探してかける 

相手先を素早く探してかける 

50音順で探してかける 

該当する行の 
ダイヤルボタンを何度か 
押し、相手先を表示させる 

子機で 

該当する行の 
ダイヤルボタンを何度か 
押し、相手先を表示させる 

親機で 

アイテ：ニッホ゜ンテ゛ンキ 

アイテ：ニッホ゜ンテ゛ンキ 

 
電話番号が17桁以上の相手を転送しようとすると、手
順10で［登録／セット］ボタンを押したあと“テンソ
ウ　デキマセン”と表示されます。 

“テンソウ　デキマセン”と表示されたとき 

 
すでに子機の電話帳に80件登録されています。子機の
電話帳から不要な相手先を消去してから転送し直して
ください。 子機の電話帳の登録内容を消去する　 p25

“デンワチョウ　フル”と表示されたとき 

 
手順7のあと［＜］または［＞］を押し、転送したい子
機の内線番号を表示させてください。 

内線番号について　 p21

子機が2台以上あるとき 
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6 5

「切」 

［オンフック］ボタンを押し「ツー」という音が聞こえて
いる状態、または用件再生中などに操作します。 
［音量］ボタンを押すと、次の順番で音量が変わります。 

モニタスピーカと留守電の再生音量 

「小」 「中」 「大」 
■■□□□□ 

「切」 
□□□□□□ ■■■■□□ ■■■■■■ 

モニタ　オンリョウ　■■■■□□ 

通話中 再生 

サイセイチュウ　　　　　１／　１ 

再生を終了 
するとき 

録音を終了 
するとき 通話中 

・録音開始時の「ピー」という音は、相手側にも聞
こえます。これは、無断で通話を録音すると、プ
ライバシーの侵害となることがあるためです。 

・子機で通話中のときは、再生できません。 

通話中の会話を録音する 
通話録音 

・子機で通話中の会話は、録音できません。 
・録音できる時間は最大約15分です。ただし、自分
で録音した応答メッセージや留守電の用件、受信
したファクスの内容が残っていると、録音できる
時間が少なくなります。 

・通話録音の1件は留守電の用件1件分としてカウン
トされます。留守電の用件と合わせた合計が、約
15分または最大30件まで録音できます。 

・留守電の用件が30件録音されているときや、残り
の録音時間が約20秒以内のときは、通話録音でき
ません。 

・内線通話は、通話録音できません。 

親機で通話中の会話を録音することができます。
注文受付やインタビューなど、メモの代わりにご
利用ください。また、録音した用件を相手に聞か
せることもできます。 

ピー 

ツウワ　ロクオン　チュウ 

 
通話録音中は保留できません。通話録音を中止してか
ら保留してください。 

通話を保留したい 

 
「メモリがいっぱいです」というメッセージが流れま
す（メッセージは相手側にも聞こえます）。このとき、
親機のディスプレイに“メモリガ　イッパイデス”と
表示され、録音が中断されます。 

メモリがいっぱいになった 

　  p37親機で再生中のボタン操作 

 
通話録音した内容は、留守電の用件を聞くときと同じ
操作で、再生や消去ができます。 

録音された用件を聞く　 p36 
不要な用件を消す　　　 p37

録音した内容を聞きたい 

通話録音した内容を再生し、相手に聞かせること
ができます。このとき、留守電に録音されている
用件があると、その内容も再生されます。 

音量を調整する 
操作後、目的の音量が鳴った時点で設定されます。 
外線と内線に共通の設定です。 

通話中に操作します。 
受話音量 

待機中に操作します。 
［音量▲］または［音量▼］ボタンを1回押すと、現在の
ベル音量が鳴り（「切」に設定してあるときは鳴りません）、
もう一度［音量▲］または［音量▼］ボタンを押すと切り
替わります。 

ベル音量 

通話中の相手に録音内容を聞かせる 

「小」 「標準」 「大」 

■□□□□□ □□□□□□ ■■□□□□ 

■■□□□□ 

■■■□□□ 

■■■■□□ 

■■■■□□ 

■■■■■□ ■■■■■■ 

■■■■■■ 

ヘ゛ル　オンリョウ　■■□□□□ 

シ゛ュワオンリョウ　■■■■□□ 

親機で 

親機で 

親機で 
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「標準」 「大」 「特大」 

ヘ゛ルオンリョウ　ＯＦＦ 

オンリョウ　 オンリョウ　 オンリョウ　 

ヘ゛ルオンリョウ　ショウ ヘ゛ルオンリョウ　タ゛イ 

「鳴らさない」 「小」 「大」 

待機中に操作します。 
［＞］ボタンを2秒以上押すたびに「ピッ」または 
「ピー」（OFFのとき）と音がして、次の順番で音量が変
わります。 

ベル音量 

［通話］ボタンを押し「ツー」という音が聞こえている状
態で操作します。 
［＞］ボタンを押すたびに、次の順番で音量が変わります。 

受話音量 

子機で 

 
通話状態のまま［＞］ボタンを押してください。押すた
びに音量が変わります。 

通話中に受話音量を調整したい 

 
受話音量を全体的に大きくすることができます。 

子機の受話音量を全体的に大きくする　 p45

音量を「特大」にしても音が小さい 

トーン信号に切り替える 
ダイヤル回線をご利用の方だけお読みください。 
テレホンサービスやファクス情報サービスなどを
利用するときに操作してください。 

・この操作は、一時的にトーン（プッシュ）信号を
送出するための操作です。電話を切ると元に戻り
ます。 

あとのダイヤルは 
トーン信号で送られます 

親機は 

子機は 
電話をかける 
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ここでは、ファクスやコピーの使いかたなどを説
明しています。 

・記録した文書が記録紙排出口に残っている場合は、
取り除いてから原稿をセットしてください。 

・クリップやホチキスの針は必ず取り除いてください。
故障の原因となります。 

・インクや修正液、ノリなどが付いた原稿は、完全
に乾かしてからセットしてください。 

・幅や厚さが異なる原稿を一緒にセットしないでく
ださい。原稿がつまったり、送信もれが出たりす
る原因となります。 

ファクス／コピーの前に 

ファクスやコピーとして使うには 

1枚だけセットする場合と2枚以上セットする場合で、
読み取れる原稿の長さと厚さが異なります。 

原稿セットガイドは、原稿の幅にきちんと合わせて
ください。原稿が斜めに入ったり、つまったりする
原因になります。 

一度にセットできる原稿枚数は、5枚 までです。た
だし、原稿のサイズや紙質により、5枚以下となる
場合があります。 
1番下の原稿が自動的に数cm引き込まれます。これ
で原稿がセットできました。 

ファクスを送る　 p31 
コピーを取る　 p34

最大 

1枚だけセットする場合 
（幅×長さ） 

2枚以上セットする場合 
（幅×長さ） 

最小 

厚さ 

257 × 1000 mm

128 × 128 mm

0.05 ～ 0.15 mm

257 × 364 mm 
（B4サイズ） 

128 × 128 mm

0.065 ～ 0.10 mm

＊ファクス送信時のサイズです。 
コピーの場合は、A4記録紙に入りきらない部分は、プ
リントされません。 

コピーを取る　 p34

この取扱説明書本文の紙の厚さは、約0.08mmです。 

次のような原稿は、あらかじめ普通紙に複写機で
コピーしておいてください。  

原稿の縁から10mm以
内の範囲にある文字な
どは、読み取れない場
合があります。 

10mm

10mm

10mm10mm

1 ダストカバーを開ける 
2 原稿の幅に原稿セットガイドを合わせる 

3 読み取る面を「裏向き」にして、原稿を 
軽く差し込む 

 
［ストップ］ボタンを押すと、原稿が排出されます。
無理に原稿を引き抜かないでください。原稿読み取り
面に傷がつく場合があります。 

セットした原稿を取り除きたい 

 
何回かに分けて送ってください。コピーやファクス送
信中に原稿を追加すると、原稿がつまったり送信もれ
が出たりする原因となります。 

6枚以上の原稿を送りたい 

 
個人で使用する目的でも、法律でコピーが禁止されてい
るものがあります。　p34

コピーしてはいけないもの 

読み取れる原稿のサイズと厚さ 

そのままでは読み取れない原稿 

読み取れる範囲 

原稿セットのしかた 

＊ 

［ストップ］ 
ボタン 

ダスト 
カバー 

原稿セット 
ガイド 

3 コピーする面を 
「裏向き」にする 

2 原稿セット 
ガイドを 
合わせる 

1 ダスト 
カバーを 
開ける 

・フィルムやトレーシングペーパーのような透明なもの 
・破れたり、しわが入ったり、丸まった紙 
・感熱紙、感圧紙、裏カーボン紙などの化学処理した紙 
・ノリやテープで貼り合わせた紙 
・小さすぎる紙（128×128ｍｍ未満） 
・薄すぎる紙（0.05ｍｍ未満） 
・厚すぎる紙（0.15ｍｍを超える） 

読み取れない原稿 
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・「コマカイ」「シャシン」に設定すると「フツウ」
や「チイサイ」に比べ送信に時間がかかります。 
また、黒い部分が多い原稿や色地の原稿、縦の罫
線のある原稿は送信に時間がかかります。 

・色地の原稿を送るときは「フツウ」または「チイ
サイ」に設定してください。「コマカイ」「シャシン」
で送ると送信時間が極端に長くなることがあります。 

・「コマカイ」に設定した場合、相手機種によっては「チ
イサイ」で送信することがあります。 

・「シャシン」に設定したとき、白い部分にゴマ模様
の記録が出たら、読み取り濃度を薄くしてみてく
ださい。 
ファクスやコピーの読み取り濃度を変える　 p45

フツウ 
（普通） 

画質モード 原稿の状態 

チイサイ 
（小さい） 

文字がこのくらいの大きさ 

文字がこのくらいの大きさのとき 

コマカイ 
（細かい） 文字がこのくらいの大きさのときに 

シャシン 
（写真） 

 

写真のとき 

お買い上げのとき：フツウ 

文字の小さい原稿や、写真のように濃淡のある原
稿を鮮明にファクスしたりコピーをとったりする
ことができます。送信やコピーの前に、画質モー
ドを設定してください。 

下の表を参考に、画質モードを決めてください。 

現在の画質モードが表示
されています。 

フツウ チイサイ 

シャシン 

コマカイ 

画質モード 

64階調 
ハーフ 
トーン 

画質モードの決めかた 

画質モードを選ぶ 
・コピーのときは「フツウ」に設定しても「チイサイ」
でコピーされます。 

1 原稿をセットする 

2 　  を押すごとにモードが切り替わる 

前ページを参照してください。 原稿セットのしかた 

写真や小さい文字の原稿のとき 
いろいろなファクスの送りかたがあります。 

画質モード 
を選ぶ 

自動送信 

・原稿は自動的に排出されます。一時的に止まるこ
とがありますが、無理に引き抜かないでください。 

・相手がA4サイズの記録紙を使用している場合、
B4サイズの原稿を送信すると、A4サイズに縮小
して送信されます。 

・相手の機種によっては送信時間が長くかかること
があります。 

ファクスを送る 

［消去］ボタンを押し、相手の電話
番号を入力し直してください。 
番号を間違えたら 

 
相手の電話番号を入力する代わりに、ワンタッチダイヤ
ルボタンを押してください。ワンタッチダイヤルボタン
を使った場合は、［スタート／コピー］ボタンを押さな
くても送信が始まります。 

ワンタッチダイヤルで電話をかける　 p2 4

ワンタッチダイヤルを使って送信したい 

 
［ストップ］ボタンを押してください。もう一度押すと、
原稿が排出されます。排出されないときは、もう一度押
してください。 

途中で送信をやめたい 

 
オートリダイヤルが働き、1分間隔で5回まで自動的に
かけ直します。それでも送信できないときは不達レポー
トがプリントされます。 送信できなかった　 p3 2

“サイハッコ　マチ　1カイメ”と表示された 

発信元記録　 p4 2
自分の名前や電話番号などを相手の記録紙にプリントする 

相手の電話番号を入力する代わりに［電話帳］ボタンの
［▼］［▲］または　（リダイヤル）ボタンを押して相
手先を選びます。 

同じ相手にもう一度かける　 p1 9 
 らくらく電話帳で電話をかける　 p2 7

電話帳またはリダイヤルを使って相手先を選びたい 

海外にファクスを送りたい  
海外にファクスを送るとき　 p4 6

原稿 
セット 

相手の 
電話番号 

送信 
完了 送信 

ファクスを自動で送る 

　　　　　　　　　　　　　フツウ 
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ツウシン　ケッカ 

ハナシチュウ 

プリント例 

・相手先が通話中である 

・相手先から通話予約などで呼び出しを受けた 

エラーコードが表示されたとき　 p67

・相手先が受信できない状態になっている 
・相手先が電話に出ない 
・電話回線が正しく接続されていないか、電話回線
接続コードが断線している恐れがある 

ハナシチュウ 
 

ヨビダシ 

ムオウトウ 

××（2桁の英数字） 

不達レポートの通信結果の意味 

フタツ　　レホ゜ート 

２００３．１０．２３　　１４：３３ 

ツウシン　カイシ　ニチシ゛ ツウシン　シ゛カン ア　イ　テ　サ　キ 

１０．２３　　１４：３３ 　　　０′１６″ カトウ 

モート゛ 

Ｇ３ 

マイスウ 

０ 

ツウシン　ケッカ 

ハナシチュウ 

ニッホ゜ンテ゛ンキ 

相手が受信操作をすれば送信できます。 
相手が受信操作するより先に［スタート／コピー］ボタンを押した 

 
自動で不達レポートがプリントされます。不達レポート
を出力「する」「しない」を設定できます。　 p46

送信できなかった（不達レポート） 

相手のファクスが自動受信になっています。 
そのまま［スタート／コピー］ボタンを押せば送信でき
ます。 

相手が電話に出ず、受話器から「ピーヒョロヒョロ」という音がした 

ファクスは、設定によって自動で受けたり、通話
のあとに手動で受けたりすることができます。 

本機が自動で電話をつなぎ、相手が電話かファク
スかを判断します。ファクスのときは自動的に受
信します。電話のときは呼出ベルが鳴ります。 

・電話のとき… 
そのまま話ができます。 

・ファクスのとき… 
「ポー・ポー…」のあとメッ
セージが流れます。受話器を
置くとファクスを受信します
（ファクスかんたん受信を「す
る」に設定しているとき）。 

・無音のとき… 
ファクスかもしれません。 
手動受信を行ってください。 

p33

電話／ファクス自動切替のしくみ 

・電話のとき… 
この間に受話器を取れば、話
ができます。 

・手動ファクスのとき… 
相手が送信操作をすれば、受
信します。 

「ファクシミリの方はそのまま
送信してください。電話の方は
恐れ入りますが、のちほどおか
け直しください」という固定メ
ッセージのあと、信号音が30
～40秒流れます。 
・電話のとき… 
回線が切れます。 

・手動ファクスのとき… 
相手が送信操作をすれば、受
信します。 

※上記固定メッセージは変更・
消去できません。 

自動的に回線を接続し、相手が
電話かファクスか判断します。 
この時点から相手に通話料金が
かかります。 

ファクスを 
受信します。 

ベルが鳴ります。 

ファクス 

電話 
または 

手動 
ファクス 

この間に受話器を取ったら…… 

着信ベルが6回鳴ったら…… 

呼出ベルが10回鳴ったら…… 

手動 
ファクス 

着
信
ベ
ル
が
６
回
鳴
り
ま
す
。 

呼
出
ベ
ル
が
鳴
り
ま
す
。 

自動応答 

・記録した文書は、記録紙排出口に10枚以上ため な
いでください。また、記録紙カバーに、シールな
どを貼り付けないでください。記録紙づまりの原
因になります。 

ファクスを受ける 

お買い上げのとき：電話／ファクス切替する 

手動送信 

受話器を戻さないで
ください（相手も）。 
送信したあと、続けて話をしたい 

原稿 
セット 

電話を 
かける 

相手が 
受信操作 通話 

相手と話してから送る 

自動で受ける 

・中断操作をした場合、不達レポートは出力されま
せん。 
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「ファクシミリを受信します。受話器を置いてお待ちください」
というメッセージが流れるときは、ファクスかんたん受信が働い
ています。自動でファクスを受信しますので、受話器または子機
を戻してください。お買い上げ時はファクスかんたん受信を「する」
に設定されています。 　　　　　ファクスかんたん受信　 p46

・着信ベルの回数は、ベルの音色を“ベル（ヒョウ
ジュン）”に設定しているときでの回数です。 

ベルの音色／メロディを変える　 p43 
・「留守」に設定したときは、電話のつながりかた
やベルの鳴りかたが異なります。 

「留守」を設定すると　 p35 
・電話がつながると、相手の受話器から聞こえる呼
出音が少し変わり、ここから相手に通話料金がか
かります。 

ファクスかんたん受信を「しない」に設定したと
きは、手動で受信してください。 

ポー・ポー… 

ポー・ポー… 

・不要な用件を消す　 p37  
・メモリ受信を「しない」に設定する　 p47

 
着信ベル回数を変える　 p44 
呼出ベル回数を変える　 p44

ベルの回数を変えたい 

 
着信モードを切り替えてください。 着信モード　 p43
自動切替をやめたい 

本機は、ファクス受信中にインクフィルムや記録紙がな
くなってもメモリ代行受信が働くように、いったんメモ
リに蓄積しながらプリントしています。ただし、受信で
きるメモリ容量を超えるデータ量の原稿が送られてくると、
メモリオーバーとなり受信できません。このようなこと
がひんぱんに起こるときは、以下の操作を行ってください。 

メモリオーバーによる通信異常が多発するとき 

 
着信ベルの回数を、0回にしてください。 

着信ベル回数を変える　 p44

ベルを鳴らさないで受信したい 

ファクスかんたん受信とは… 
電話に出たとき、相手がファクスだった場合には「ファクシ
ミリを受信します。受話器を置いてお待ちください」という
メッセージが流れます。メッセージに従い受話器を置くと、
自動的にファクスを受信できる機能です。メッセージが流れ
る前に受話器を置くと、回線が切れて受信できません。メッ
セージが流れてから受話器を置いてください。 
ただし、以下の場合には、ファクスかんたん受信できません。 
手動で受信してください。 
・相手が無音のとき 
・こちらから電話をかけたとき 

ファクスかんたん受信　 p46

ファクスがかかってきたとき 

話をしてから受信するとき 
相手が 
送信操作 通話 

受話器を戻さないで
ください（相手も）。 
受信したあと、続けて話をしたい 

ポー・ポー… 

こんなときにメモリが代わって受信します。 
・記録紙がセットされていない　 
・インクフィルムがない　　　・記録紙がつまっている 
・サーマルヘッドが過熱した　・操作パネルが開いている 

メモリ代行受信 

記憶された文書は、新しい記録紙をセットしたり、
紙づまりを直すと、自動的にプリントされます。 

メモリ代行受信されると、ディスプレイには下記
のように表示されます。 

フツウシヲ　イレテクタ゛サイ メモリシ゛ュシンフ゛ンショ　アリ 

表示例 交互に表示 

親機で受信し
ます。 

子機で 
・受信したあと、続けて話をすることはできません。

ファクスがかかってきたとき 

または 

ポー・ポー… 

親機で受信し
ます。 

話をしてから受信するとき 

または 

相手が 
送信操作 通話 

相手の機種によっては聞こえないことがあります。上記の「ファ
クスがかかってきたとき」の操作をしてみてください。 

「ポー・ポー…」という音が聞こえない 

 
相手が送信操作をすれば、受信できます。 
相手が送信する前に受信操作をした 

「ポー・ポー…」のあとメッセージが流れる 

・メモリの残りが少ないと、文書を記憶できないこ
とがあります。 

・メモリがいっぱいのときは着信ベルが鳴り続け、
メモリ代行受信できません。不要な用件などを消
してください。 不要な用件を消す　 p37 

・メモリ受信中にメモリがいっぱいになってしまっ
た場合、通信異常となります。ただし、メモリに
記憶することができたページまでは、プリントす
ることができます。 

相手が画質モードを「普通」で送信した
とき、A4（700文字程度）の原稿を約25枚（最大10文書）記憶で
きます。ただし、原稿の内容によっては少なくなることがあります。 

記憶できる文書量 

送られてきた文書をメモリが記憶する 

手動で受ける 
手動受信 

親機で 
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色々な情報をファクスで取り寄せることができます。 

ファクスシ゛ョウホウ　サーヒ゛ス アテサキ　シテイシテクタ゛サイ 

ガイダンス方式には、次の2つの利用方法があります。 
・ガイダンスが流れている間に情報番号などを入力でき
る方法 

・ガイダンスのあと「ピッ」という音が聞こえてから情
報番号などを入力する方法 

利用するファクス情報サービスの利用方法に合わせて入
力してください。 

ポーリング方式のとき 

ガイダンス方式のとき 

受信 

受信 

受話器を 
置いたまま 

相手の 
電話番号 

相手の 
電話番号 

ガイダンスに 
従う 

ファクス情報サービスを利用する 

・ファクス情報の内容や情報の提供方式については、
各サービスの提供元にお問い合わせください。 

ポーリング方式とは… 
相手先にあらかじめ用意されている原稿を、受信側から
操作して受信する機能です。 

 
情報番号などをトーン（プッシュ）信号で入力する必要
があるときは、トーン信号に切り替えてください。 

トーン信号に切り替える　 p29

ダイヤル回線を使っている 

 
マルチモードコピーを使ってコピーしてください。 

　 本ページ右側 

B4→A4に縮小したい 

この状態で約5秒間何もしないと、自動的にコピー
を開始します。 

・プリント中に記録紙カバーや記録紙カセットを取
り外さないでください。記録紙づまりの原因とな
ります。 

・原稿は自動的に排出されますので、無理に引き抜
かないでください。 

シングルモードコピー 

コピーを取る 

1 原稿をセットする 

2 　  を押し、画質モードを選ぶ 

3 　 　　を押す 

4 もう一度　 　　を押す コヒ゜ーチュウ　　　　　　Ｐ０１ 

コヒ゜ーフ゛スウ　　　　＝　－－ 

コピー部数
1～20部まで入力できます。 
入力後、約5秒間何もしないと、 
自動的にコピーを開始します。 

個人で使用する目的でも、法律でコピーが禁止さ
れているものがあります。 
 
・貨幣、紙幣、公債証書、政府発行の有価証券、郵便切手、

印紙などは、外国で発行されたものも含め、法律でコ
ピーが禁止されています。絶対にコピーしないでくだ
さい。 

・書籍、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画、写真の
著作物は、個人的にまたは家庭内などの限られた範囲
内で使用するなど、著作権法で認められている場合を
除き、基本的にコピーが禁止されています。 

・パスポートや免許証、民間発行の有価証券（株券、手 
形、小切手など）、定期券、回数券、通行券、身分証
明書、食券などのコピーも政府の指導により注意が呼
びかけられています。 

マルチモードコピー 

4 ダイヤルボタンを押し、 
コピー部数を入力する 

1 原稿をセットする 

2 　  を押し、画質モードを選ぶ 

3 　 　　を押す 

5 　　　 を押す 

コヒ゜ーフ゛スウ　　　　＝　－－ 

コヒ゜ーフ゛スウ　　　　＝　０３ 

ケ゛ンコウヨミトリチュウ　Ｐ０１ 

コヒ゜ーチュウ　　　　　　Ｐ０１ 

 

 
＜シングルモードコピーのとき＞ 
　下図の部分がコピーされます（B4→A4の縮小は行
　われません）。 

＜マルチモードコピーのとき＞ 
　B4→A4に縮小してコピーされます。 

B4の原稿をコピーすると 

A4

コピーされる部分 

B4

コピーされない部分 

A4／B4の定型を超える長さの原稿の場合 

 
［ストップ］ボタンを押してください。 

 
定型を超えた部分はプリントされません。 

途中でコピーをやめたい 

コピーしてはいけないもの 
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ここでは、留守電のいろいろな使いかたについて
説明しています。 

「留守」を設定すると 

留守電を使うには  
・トールセイバを「する」のとき 
用件が録音されていると、2回鳴って留守電機能が働
きます。用件が録音されていないと、5回鳴って留守
電機能が働きます。 

・トールセイバを「しない」のとき 
録音されている用件の有無にかかわらず、設定されて
いる回数だけ鳴ります。 
着信ベル回数を0回に設定していると、着信ベルは鳴
りません。また着信モードを「デンワセンヨウ」でお
使いのときは、5回鳴って留守電機能が働きます。 

トールセイバ　　　　　 p4 0 
着信モード　　　　　　 p4 3 
着信ベル回数を変える　 p44

着信ベルの鳴る回数は 

 
外出先から「留守」を設定する　 p3 8 
外出先から用件を聞く　　　　　 p3 9

外出先から操作したい 

 
用件が録音されたら外出先に転送する　 p3 9

用件が録音されたら、すぐ知りたい 

・電話のとき… 
相手の用件が録音されます。
この間に受話器を取れば話
ができます。録音が終わる
と［留守］ボタンが点滅し
ます。 

・手動ファクスのとき… 
相手が送信操作をすれば受
信します。 

 
1件につき最大3分、合計で約15分まで録音できます（通
話録音を含め合計15分を超えない限り最大30件）。
この時間には、自分で録音した応答メッセージの時間
も含まれます。 

録音できる時間 

 
トールセイバを「する」に設定しているときや、着信
モードを「ファクスセンヨウ」に設定しているときは、
本ページ左側の動作になります。 

留守を設定すると 

 
応答メッセージは、電話がかかってきたときの本機の
状態によって異なります。 
・通常 
「ただいま留守にしております。電話の方は、ピーと
いう音のあとに、お名前とご用件をお話しください。
ファクシミリの方は、そのまま送信してください」 

 

通常の応答メッセージだけは、自作応答メッセージに
変えることができます。 

応答メッセージを録音／消去する　 p3 7 
 
以下の応答メッセージは固定応答メッセージのため、
変更・消去できません。 
 

・用件は録音できないが、ファクスは受信できるとき 
（用件がいっぱいのとき） 

「ただいま留守にしております。ファクシミリの方は、
そのまま送信してください。電話の方は、恐れ入り
ますが、のちほどおかけ直しください」 

・用件は録音できるが、ファクスは受信できないとき 
「ただいま留守にしております。電話の方は、ピーと
いう音のあとに、お名前とご用件をお話しください。
ファクシミリの方は、恐れ入りますが、のちほどお
かけ直しください」 

・用件の録音も、ファクスの受信もできないとき 
（メモリがいっぱいのとき） 

「ただいま留守にしております。恐れ入りますが、の
ちほどおかけ直しください」 

本機の固定応答メッセージの種類 

外出していて電話に出られないときなどに、相手
の用件を録音することができます。 
相手がファクスのときは自動で受信できます。 

・電話のとき… 
そのまま話ができます。 

・ファクスのとき… 
「ポー・ポー…」のあと 
メッセージが流れます。受
話器を置くとファクスを受
信します（ファクスかんた
ん受信を「する」に設定し
ているとき）。 

・無音のとき… 
ファクスかもしれません。 
手動受信を行ってください。 

p33

相手に留守番電話の応答メッ
セージが流れます。 
 

*留守設定時の着信ベルが鳴る
回数は、トールセイバの設定
により変わります。 
・トールセイバ「しない」… 
お買い上げのときの状態で
す。 
いつも着信ベル回数で設定
した回数だけ鳴ります。 

・トールセイバ「する」… 
用件が録音されていると2
回、用件がないと5回鳴り
ます。 

ファクスを受信します。 

自動応答 

ファクス 

電話 
または 

手動 
ファクス 

この間に受話器を取ったら…… 
 
 

着信ベルが設定回数*鳴ったら…… 

手動 
ファクス 

 

着
信
ベ
ル
が
鳴
り
ま
す
。 
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用件の件数 

・録音された用件が自動で再生されます。 
・用件が1件再生されるごとに、録音された月日と時間が
音声で流れます（タイムスタンプ）。 

・用件が全部再生されると、自動的に止まります。途中
で止めたいときは［ストップ］ボタンを押してください。 

1秒ごとに“＊”が表示されます。 

録音された用件は、消去するまで何回でも聞くこ
とができます。 
通話録音した内容も、同時に再生されます。また、
留守設定中でも用件を聞くことができます。 

オウトウメッセーシ゛　　　コテイ ルスセッテイ　　　　　　　　　０ 

ヨウケン　サイセイ ルスセッテイ　　　　　　　　　２ 

サイセイチュウ　　　　　１／　２ サイセイシュウリョウ＊＊＊・・・ 

リモコンチュウ リモコンソウサ 

サイセイチュウ　　　　　２／　３ 

サイセイシュウリョウ＊＊＊・・・ 

・子機で「留守」設定するときは、自作応答メッ 
セージを変更することはできません。 

「留守」の設定／解除 

「用件がいっぱいです。不要な用件を消去してください」
と流れたときは「留守」を設定することができません。 

「メモリ残量が少なくなっています。不要な用件を消去
してください」と流れたときはすぐに用件がいっぱいに
なります。不要な用件を消去してください。 

不要な用件を消す　 p37

「留守」を設定しようとしたらメッセージが流れる 

「留守」を設定する 

[留守]ボタンが点灯し、  
応答メッセージが聞こえる 
用件が残っていると点滅します。 

・用件再生時の音量が「切」になっていませんか？ 
モニタスピーカと留守電の再生音量　 p28 

・自作応答メッセージが正しく録音されていないことが
考えられます。もう一度録音し直してください。 

応答メッセージを録音／消去する　 p37 
・着信中に［留守］ボタンを押した場合は、留守設定さ

れますが、スピーカからはメッセージが聞こえませ
ん。 

［留守］ボタンを押してもメッセージが聞こえない 

 
本機の固定応答メッセージ、自分で録音した2種類の応答
メッセージのいずれかを選びたいときは、応答メッセー
ジが流れている間に［＜］または［＞］を押し、応答メ
ッセージを選びます。 

応答メッセージを選びたい 

 
電話帳に登録している相手にだけ自作メッセージで応答
する　 p51

ナンバー・ディスプレイを利用している方は 

「留守」を解除する 

用件があると 
[留守]ボタンが  
点滅しています 

「留守設定を 
しました」 

「用件は○件です」 
用件が再生される 

用件が再生される 

「用件は以上です」 

［留守］ボタンが消灯します。 

「用件はありません」というメッ 
セージが流れます。 
用件がないときは 

ナンバー・ディスプレイをご利用
の場合、表示画面が異なります。  p55
再生中の画面が違う 

子機で 

「留守」を設定する 

20秒以内に押す 

または 

リモコンチュウ リモコンソウサ 

待機中 
 　p9

「留守設定を 
　解除しました」 

「留守」を解除する 

20秒以内に押す 

または 

親機が使用中です。しばらくしたら最初から操作し直し
てください。また［メニュー］ボタンを押してから20
秒以内に［7］を押してください。 

［7］を押す前に「ピーピーピー」と音がして待機中に戻った 

親機が使用中です。しばらくしたら最初から操作し直し
てください。また［メニュー］ボタンを押してから20
秒以内に［9］を押してください。 

［9］を押す前に「ピーピーピー」と音がして待機中に戻った 

録音された用件を聞く 

・モニタスピーカ音量が「切」になっていると聞こ
えません。 

モニタスピーカと留守電の再生音量　 p2 8

 
通話中の相手に録音内容を聞かせる　 p2 8

通話中の相手に用件を聞かせたい 

待機中 
 　p9

親機で 

親機で 

ナンバー・ディスプレイをご利用
の場合、表示画面が異なります。  p55
再生中の画面が違う 
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・一度も再生していない用件もすべて消去されます。 

再生終了後“＊”が 
表示（6秒間）中に  

「再生済みの用件を 
　消去しました」 

「消去しました」 

消去したい 
用件を再生中 「消去しました」 

子機で 

子機で 

すべての用件を一度に消す 

再生 

20秒以内に押す 

または 

応答メッセージを録音／消去する 

 
相手に応じて応答メッセージを変えることができます。 

電話帳に登録している相手にだけ自作メッセージで応答する　 p5 1

ナンバー・ディスプレイを利用している方は 

親機で再生中のボタン操作 

ボタン 本機の動き 
再生速度を切り替
えます。 

1回押すと、再生中の用件を初めから再生します。
続けて2回押すと、ひとつ前の用件を再生します。 

1回押すと、次の用件を再生します。続けて押
すと、さらに次の用件を再生します。 

再生を止めます（そのあとに［再生］ボタンを
押すと、1件目から再生します）。 

再生中の用件を消去します。その用件を再生終了
後「消去しました」というメッセージが流れます。 

子機で再生中のボタン操作 

ボタン 本機の動き 
1回押すと、再生中の用件を初めから再生します。
続けて2回押すと、ひとつ前の用件を再生します。 

1回押すと、次の用件を再生します。続けて押
すと、さらに次の用件を再生します。 

再生中の用件を消去します。その用件を再生終了後、
「消去しました」というメッセージが流れます。 

再生を止めます（そのあとに［2］を押すと、
1件目から再生します）。 

一度も再生しなかった用件は消去されません。少しでも
再生した用件は消去されます。 

用件は、消去するまで何回でも聞くことができます。
ただし、用件を残したままにしておくと、録音できる
時間が短くなります。不要な用件は消去してください。 

「留守」を設定したとき、相手に流す応答メッセー
ジを自分で録音したり、消去したりできます。 
 

・2種類の応答メッセージを録音できます。録音
時間は、それぞれ最大20秒までです。 

・留守設定中でも応答メッセージを録音できます。 
・録音していないときは、本機の固定応答メッ 
セージが流れます。　p35

サイセイチュウ　　　　　３／　５ サイセイチュウ　　　　　３／　４ 

ルスハ゛ンテ゛ンワ　キノウ セ゛ンヨウケン　ショウキョ 

サイセイシュウリョウ＊＊＊・・・ 

再生速度を切り替え
ます。 

通常 高速 低速 

通常 高速 低速 

不要な用件を消す 

特定の用件だけを消す 

聞き終わった用件を一度に消す 

〈全用件消去〉 

特定の用件だけを消す 

消去したい 
用件を再生中 「消去しました」 

聞き終わった用件を一度に消す 
再生終了後、 
「ピッピッピッ…」（6秒間） 
と聞こえている間に 

「再生済みの用件を 
　消去しました」 

・本機の録音方式は、人間の声の音域に合わせた設
定になっています。いっしょに音楽を録音するこ
とはおすすめできません。 

・本機の固定応答メッセージは消去できません。 

リモコンチュウ リモコンソウサ 
または 

または 

親機で 

ナンバー・ディスプレイをご利用
の場合、表示画面が異なります。  p55
再生中の画面が違う 
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親機で録音します。子機では録音できません。 

自分で録音した応答メッセージだけ消去できます。 
本機の固定応答メッセージは消去できません。 

残り時間 

リモート操作の設定とリモートパスワードの登録
をしておくと、留守設定中に録音された用件を、
外出先から聞くことができます。 

リモートパスワードは4桁の数字を登録します。 

○×：リモート操作する 

○×：リモート操作しない 

オウトウメッセーシ゛　ロクオン オウトウメッセーシ゛　　　　　１ 

スタート　ヲ　オシテクタ゛サイ ロクオンチュウ　　　　　　　２０″ 

シ゛ュワキヲ　オイテクタ゛サイ オウトウ　サイセイチュウ 

ルスハ゛ンテ゛ンワ　キノウ 

リモートハ゜スワート゛　＿ カンリョウ 

シ゛ュワキヲ　アケ゛テクタ゛サイ 

オウトウメッセーシ゛　ショウキョ 

オウトウメッセーシ゛　　　　　１ ショウキョ　シマシタ 

リモート　ソウサ　　　　　　○× 

録音する 

受話器を 
置いたまま 

録音 

応答メッセージ 
1と2のどちら 
かを表示させる 

・応答メッセージ録音を終わるとき［ストップ］ボ
タンを押さずに受話器を置くと「ガチャン」とい
う音が録音されてしまいます。先に［ストップ］
ボタンを押してから受話器を置いてください。 

・録音残り時間が“0”になったときは、自動的に録
音が止まりますので［ストップ］ボタンを押す必
要はありません。そのまま受話器を置いてください。 

・パスワードは大切な番号です。他人に知られない
ようにしてください。 

 
録音が中断されます。最初からやり直してください。 
録音中に電話がかかってきた 

 
録音残り時間が“0”になると、自動で録音が止まります。
20秒以内で終わるように応答メッセージを変え、録音
し直してください。 

録音の途中で止まった 

 
最初からやり直してください。録音し直すと、前に録音
していた応答メッセージは消去されます。 

録音し直したい 

 
不要な用件を消す　 p37

メモリがいっぱいで録音できない 

消去する 

2回押す  

4回押す  

パスワードを 
入力 

＃ ＃ 

回線が接続されます。 

本機に 
電話をかける 

「パスワードが 
　一致しました」 

「留守設定を 
　しました」 

呼出音が 
変わる [パスワード]

「消去 
　しました」 

消去したい 
応答メッセージ 
を表示させる 

外出先から留守番電話を操作する 
外線リモート 

お買い上げのとき：リモート操作しない 

［消去］ボタンを押し、入力し
直してください。 
パスワードを間違えた 

［＃］［パスワード］［＃］と入れ直してください。3回間
違えると電話が切れます。もう一度、電話をかけ直して
ください。 

「パスワードを入れ直してください」とメッセージが流れる 

 
新しいパスワードを入力すると、前のパスワードは消去
されます。 

すでにパスワードが登録されている 

・プッシュ信号が出せる電話機で操作してください。 
・着信モードが「電話専用」に設定されているときは、
外出先から「留守」を設定することはできません。 

・ダイヤルインをご利用の場合は、親機用の番号に
電話をかけて下記の操作をしてください。 

リモート操作の設定とパスワードの登録 

外出先から「留守」を設定する 

「応答メッセージを録音します。 
スタートボタンを押してください。」 
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○×：用件転送する 

○×：用件転送しない 

・プッシュ信号が出せる電話機で操作してください。 
・用件再生終了後、何もしないで20秒経つと、電話
が自動的に切れます。 

・外出前に「留守」を設定しておいてください。 
・携帯電話やPHSから用件を聞くときは、雑音が入
らないように送話口を手でおおって操作してくだ
さい。 

・リモート操作で用件を聞いても、留守番電話の用
件は消去されません。 

・用件転送するときは、リモート操作の設定とパス
ワードの登録を必ず行ってください。　p38 

・プッシュ信号が出せる電話機を転送先に指定して
ください。 

・転送先がPHSの場合には、電波の届く範囲が狭い
ため、転送されないことがあります。 

・録音された用件が6秒未満のときは転送されませ
ん。 

 
トールセイバを「する」に設定してください。　 p40
外出先から用件の有無をかんたんに知りたい 

5回押す  

用件が録音されたら外出先に転送する 
用件転送 

お買い上げのとき：しない 

［＜］または［＞］で 
カーソル移動するか［消去］ボタンを押し、入力し直し
てください。 

転送先の電話番号を間違えた 

 
用件が再生されたあと、相手の番号が音声で聞こえます。 
ナンバー・ディスプレイを利用している方は 

 
［リモート操作コード］（下表）を押してください。 
再生中に早送りや巻戻しをしたい 

 
上記の操作の「パスワードを入力」→［＃］入力後、［リ
モート操作コード］（下表）を押してください。 

再生以外の操作をしたい 

操　作 リモート 
操作コード 

 

本機の動き 

再生中に押すと、ひとつ前の用
件を再生します。先頭の用件を
再生中は、再生中の用件を再生
します。 

巻き戻し ＃1＃ 

用件を先頭から再生します。再
生中に押すと、再生速度を切り
替えます。 

通常　 　高速　 　低速 

用件再生 ＃2＃ 

再生中に押すと、次の用件を再
生します。続けて押すと、さら
に次の用件を再生します。 

早送り ＃3＃ 

用件転送を設定します。　 
本ページ右側 用件転送設定 ＃61＃ 

用件転送を解除します。　 
本ページ右側 

用件転送解除 ＃62＃ 

再生中に押すと、再生中の用件
が消去されます。用件をすべて
聞いたあと「ピッピッピッ…」
と音がしている間（約6秒間）
に押すと、再生済みの用件がす
べて消去されます。 

用件消去 ＃8＃ 

「留守」を設定します。 「留守」設定 ＃7＃ 

「留守」を解除します。 「留守」解除 ＃9＃ 

留守設定中に用件が録音されたとき、あらかじめ
登録した携帯電話や外出先の電話機に転送するこ
とができます。 

・転送先は1ヶ所だけ登録できます。 
・転送先につながらなかったときのために、用
件転送を行う回数を指定できます（最大10回
まで）。 

転送先の 
電話番号 
最大40桁まで 
入力できます。 

転送回数 
01～10まで 
入力できます。 

ヨウケン　テンソウ　　　　　○× ルスハ゛ンテ゛ンワ　キノウ 

TEL：＿ 

テンソウ　カイスウ　　　１０カイ カンリョウ 

＃ 

＃ 本機に 
電話をかける 

パスワードを 
入力 

電話を 
切る 

「パスワードが 
　一致しました。 
　用件は○件です」 

用件 
再生 

応答 
メッセージ 

応答メッセージ 
が止まる 

パスワードを入力する
前に、もう一度［＃］を押してください。 
応答メッセージが止まらない 

 
最初から登録し直すと、新しい登録内容に上書きされます。 
登録した電話番号や転送回数を変えたい 

「用件転送先の登録」をすると「留守」の設定／解
除と同時に、用件転送が設定／解除されます。 

 
次のようなことが考えられます。 
・録音した用件が6秒未満だった 
・用件が録音されてから用件転送するまでの間に、停

電などで親機の電源が切れた 

用件が転送されない 

 
用件転送「しない」を設定してください。 
 転送先を登録する　 上記 

用件転送をやめたい 

 
リモート操作コード［＃62＃］を押してください。 

外出先から用件を聞く　 本ページ左側 

外出先から用件転送だけを解除したい 

外出先から用件を聞く 

用件転送を設定／解除する 

転送先を登録する 
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＃ 

＃ 

・あらかじめリモート操作の設定と、リモートパス
ワードの登録が必要です。 

リモート操作の設定とパスワードの登録　 p38 
・プッシュ信号が出せる電話機で操作してください。 

1 ベルが鳴ったら電話に出る 

4 メッセージが止まる 

2 「用件転送をします。パスワードを入れて 
　ください」というメッセージが聞こえる 

3 メッセージが聞こえている間か、または 
メッセージのあと3秒以内に　 を押す 

5 リモートパスワード（4桁の数字）を入力 
し、最後に　 を押す 

7 用件が再生される 
8 用件が終わったら電話を切る 

6 「パスワードが一致しました。用件は○件 
　です」というメッセージが聞こえる 

メッセージが5回流れても
パスワードを入力しないと、自動的に電話が切れます。 
パスワードを入力しないと 

もう一度［＃］を押してくだ
さい。 
メッセージが止まらない 

［＃］［パスワード］［＃］と入れ直してください。3回間
違えると電話が切れます。 

「パスワードを入れ直してください」とメッセージが流れる 

 
［リモート操作コード］を押してください。　 p39
再生中に早送りや巻き戻しをしたい 

 
手順5で［パスワード］［＃］入力後［リモート操作 
コード］を押してください。　p39

再生以外の操作をしたい 

 
パスワードを入れる前に電話を切ると、回線によって
はこのようなことが起こります。このときは上記の手
順を最後まで行ってください。 

くり返し用件転送される 

5回までは1分間隔、以降は30分間隔で、設定した回
数まで自動的にかけ直します。それでもつながらない
ときは、用件転送が止まります。 
また、自動的にかけ直そうとしている間の待機中に別
の用件が録音されたときは、最初に録音された用件に
対する用件転送の回数分だけかけ直します。 

転送先が話中のときやだれも電話に出ないとき 

用件転送先での受けかた 用件の有無を外出先から簡単に確かめる 
トールセイバ 

お買い上げのとき：しない 
トールセイバとは、留守番電話が応答するまでの
ベルの回数が、用件が録音されているときは2回、
録音されていないときは5回になる機能です。トー
ルセイバを利用すると、留守設定時に外出先から
用件の有無を簡単に確かめることができます。用
件が録音されていないときは、呼出音を3回聞き終
ってから電話を切ると、通話料金がかかりません。 

・一度聞いた用件でも、残っていると（消去しない
限り）トールセイバが働きます。 

・子機は親機より遅れてベルが鳴り始めます。そのた
め留守番電話の用件が録音されているときに着信し
た場合、トールセイバを「する」に設定していると、
子機が鳴らずに留守応答になることがあります。 

トールセイバ　○×：する 
トールセイバ　○×：しない 

トールセイハ゛　　　　　　　○× 

3回押す  

どちらかを押すと切り替わる 
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年月日・時刻を 
入力 

時計を合わせる＜時刻セット＞ 
・時刻がずれてきたときや、時刻をセットしなかったときに行ってください。（時計の精度は平均月
差±60秒以内。周囲の温度により、月差の度合いは変わります。） 

・時刻は24時間制で、年は西暦の下2桁を入力してください。月日や時刻が1桁のときは頭に0をつ
けてください。（例：2003年10月23日6時5分→0310230605と入力） 

ヒツ゛ケ・シ゛コク 

［＜］または［＞］を押して修正したい箇所にカーソルを合わせ、入力し直してください。 修正したいとき 

初期設定 

ここでは、もっと便利に使うためのいろいろな機
能の登録や設定について説明しています。 

操作について 

もっと便利に使うには 

本機の設定や登録は、ディスプレイの表示を見な
がら行います。 
まず［メニュー］ボタンを押し、次に設定項目の
番号を入力して各設定を行います。詳しい手順は
各設定ごとの説明をお読みください。 
受話器を置いたままで操作してください。 

・設定や登録を行う途中で、約90秒以上何も操作し
なかったときは、待機中に戻ります。 

設定を途中でやめたい 

回線種別の自動／手動設定（お買い上げのとき：ダイヤル回線（DP） ） 

・使用している電話回線種別（プッシュ回線、ダイヤル回線）を自動または手動で設定します。 
・INSネット64を利用していて、ターミナルアダプタに本機を接続する場合は、プッシュ回線（PB）
に設定してください。 

・ADSL回線を利用している場合も、回線種別を設定してください。 

PB：プッシュ回線　　　  
DP：ダイヤル回線 
ジドウカイセンセンタク：本機が自動的に回線を選択する 

カイセンシュヘ゛ツ　　　　　DP
どちらかを押すと切り替わる 

電話回線の接続を確認してください。 “デンワカイセン　カクニン”と表示された 

自動回線選択できませんでした。上記手順で、PBかDPを
手動で設定してください。 
“カイセンセッテイ　シテクダサイ”と表示された 

・お買い上げ後、はじめて回線を接続したとき、本機は「自動回線選択」を行います。 
・回線種別を手動で設定すると、次回の電源ON時には「自動回線選択」を行いません。 

［ストップ］ボタンを押してください。 

’０３　１０／２３　０６：０５ 

■□□□□：よりうすく表示 
■■□□□：うすく表示 
■■■□□：普通の濃さで表示 

■■■■□：濃く表示 
■■■■■：より濃く表示 

ディスプレイの表示濃度を変える（お買い上げのとき：■■■□□） 

ディスプレイに表示される文字の濃度を、5段階で変えることができます。 

ヒョウシ゛　ノウト゛　■■■□□ 
どちらかを押すと切り替わる 

2回押す  
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自分の電話番号の登録（お買い上げのとき：自分の番号未登録） 

ここで登録した電話番号は、ファクス送信中に相手先のディスプレイに表示されたり、相手の通信管
理レポートなどにプリントされます。 

自分の電話番号を消したい 

カンリョウ シ゛フ゛ンノ　ハ゛ンコ゛ウ 

自分の 
電話番号を 

入力 
市外局番から 
入力してください 
（最大20桁） 

入力した電話 
番号が正しい 
ことを確認 

・ここで登録した電話番号は、相手の記録紙に
はプリントされません。自分の名前や電話番
号などを相手の記録紙にプリントする 　 下記  

・相手機種によっては、相手先のディスプレイなど
に表示されないことがあります。 

・引越しなどで電話番号が変わったときは、もう一
度登録をやり直してください。 

3回押す  

3回押す  

自分の名前や電話番号などを相手の記録紙にプリントする 

ファクスを送ったとき、相手の記録紙の各ページの最上部に、自分の名前や電話番号など（発信元）
を自動的にプリントすることができます。発信元をプリントすると、相手側はどこからファクスがき
たのかを簡単に知ることができます。 

相手先でのプリント例 

ハッシンモト　キロク　○×：プリントする 
ハッシンモト　キロク　○×：プリントしない 

自動的にプリント
されます。 

登録した内容が 
プリントされます。 

時刻を設定しているときは 
日付・時刻がプリントされます。 

ページ番号が自動的に
プリントされます。 

ハッシンモト　トウロク 

ハッシンモト　キロク　　　 ○× 

・「しない」を設定すると、日付・時刻やページ番号もプリントされません。 

FROM ニッポンデンキ  0312345678 2003.     10.  23    12:00 P.    1

・発信元をプリントするには、発信元の登録と発信元を相手の記録紙にプリント「する」の設定が必要です。 
・発信元に登録できる文字は、カナ、数字、アルファベット、記号です。最大40文字 （空白を含む）まで入
力できます。 

発信元を登録する＜発信元登録＞（お買い上げのとき：発信元未登録） 

発信元をプリントする／しないを設定する＜発信元記録＞（お買い上げのとき：する） 

自分の名前や電話 
番号などを入力 

文字入力一覧表　 本書の最終ページ 文字入力のしかたがわからないとき 

発信元を削除するときは、上記操作の「自分の名前や電話番号などを入力」
で登録した内容を［消去］ボタンですべて消してから［登録／セット］ボタンを押してください。変更するときは、
同手順で変更したい箇所に［＜］［＞］でカーソルを合わせ［消去］ボタンで消し、修正してから［登録／セット］
ボタンを押してください。 

発信元を削除または変更したいとき 

数字もすべて文字として入力してください。自分の電話番号の登録
（　 上記）を行っても、相手の記録紙にはプリントされません。 文字入力一覧表　 本書の最終ページ 
自分の電話番号もプリントさせたいとき 

システムリスト（　 p48）をプリントしてください。 登録できたか確認したいとき 

どちらかを押すと切り替わる 

5回押す  

4回押す  
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［＜］または［＞］で着信ベルの音色／メロディを選択しているとき、親機の［音量▲］または［音量▼］ボタ
ンを押すと、選んだ音が鳴ります。このとき、音量も調整できます。途中でやめたい場合は［ストップ］ボタン
を押してください。子機の［音量］ボタンでは確認できません。　　　　　　　　　　　音量を調整する　 p28

どちらかを押すと切り替わる 

ベルの音色／メロディを変える（お買い上げのとき：ベル（標準）） 

着信ベルの音色を変えることができます。また、ベルの代わりにメロディを流すことができます。親
機のベル音を変えると、子機のベル音も変わります。 

・ベル（ヒョウジュン）：通常の音色 
・ベル（ナリワケ）　　：「ヒョウジュン」とは違う音色　　　　　　　　　 
・メロディ（A）　　　：アイネ・クライネ・ナハト・ムジーク 
・メロディ（B）　　　：春 
・メロディ（C）　　　：トルコ行進曲 

現在の着信ベルを確認したい 

・ナンバー・ディスプレイを契約し、着信鳴り分けを設定している相手からの電話は、着信鳴り分けで設定
した着信ベルが鳴ります。 

電話機能 

着信モードを設定すると、いつも電話で受けたり、ファクスで受けたりできます。 
 
・電話／ファクス切替 … 設定回数着信ベルが鳴ると、本機が自動で電話をつなぎ、相手が電話か

ファクスかを判断します。ファクスのときは自動的に受信し、電話のとき
は呼出ベルが鳴ります。 

・ファクス専用　　　 … 設定回数着信ベルが鳴ったあと自動的にファクスを受信します。かかって
くるのがファクスだけとわかっているときにご利用ください。ただし、着
信ベルが鳴っている間に電話に出たとき、相手が電話ならば話ができます。 

・電話専用　　　　　 … ファクスを自動受信したくない場合や、電話に出なかったとき、通話料が
相手にかからないようにしたい場合など、普通の電話と同じように使うこ
とができます。ファクスを受信するときは手動またはファクスかんたん受
信で行ってください。 　　　　　　　　　　　　　手動で受ける　 p33 

 電話に出て相手がファクスだったときは簡単に受信する　 p46

いつも電話で受ける、またはファクスで受ける＜着信モード＞ 
（お買い上げのとき：電話／ファクス切替） 

・「デンワ／ファクス　キリカエ」 
・「ファクスセンヨウ」 
・「デンワセンヨウ」 

どちらかを押すと切り替わる 

・電話専用に設定し、トールセイバを「しない」に設定（　 p40）している場合、留守設定中は、着信ベル
が5回鳴ったあと留守番機能が働きます。 

・ファクス専用で着信ベルを0回に設定すると、相手がファクスのときは着信ベルが1回も鳴らずにファクス
を受信します。この場合は電話が受けられません。　　　　　　　　　　　 着信ベル回数を変える　 p44 

・留守設定中は、ファクス専用の設定をしても留守設定が優先されます。 留守電を使うには　 p35

－＞　ヘ゛ル（ヒョウシ゛ュン） ヘ゛ルオン・メロテ゛ィ 

チャクシンモート゛ －＞テ゛ンワ／ファクス　キリカエ 
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チャクシン　ヘ゛ル　　　０６カイ 

00～19が入力できます 

着信ベル回数を変える（お買い上げのとき：6回） 

・電話／ファクス切替、またはファクス専用に設定しているとき、自動的に回線が接続されるまでに
鳴るベルのことを着信ベルといいます。回数は0～19回の間で設定できます。 

・入力する回数が1桁のときは、頭に0を付けて2桁にしてください。（例：8回→08と入力） 

着信ベル回数を入力 

 
着信ベルの回数を0回に設定してください。なお、選択している着信モードにより、次のように動作します。 
・電話／ファクス切替 … 相手が電話だったときは、回線が接続されてから約5秒後に呼出ベルが鳴ります。相

手がファクスを手動送信したときは、呼出ベルが鳴ります。電話に出てから手動受信
してください。 手動で受ける　 p33 

・ファクス専用 ………… 着信ベルが1回も鳴らずにファクスを受信します。電話は受けられません。 

ベルを鳴らさずにファクスを受けたい（無鳴動着信） 
［消去］ボタンを押し、入力し直してください。 着信ベル回数の入力を間違えたとき 

・着信ベルが設定された回数鳴ると、回線が接続され、相手側に料金がかかります。 
・着信ベルの回数は、なるべく7回以下で設定してください。8回以上に設定すると相手がファクスを自動送
信したとき、受信できないことがあります。 

・「トールセイバをする」に設定していると、留守設定中は着信ベルの設定にかかわらずトールセイバのベル
回数が優先されます。留守設定中もここで設定したベル回数で回線を接続したいときは「トールセイバをし
ない」に設定してください。 トールセイバ　 p40 

・子機の着信ベルは、親機よりも遅れてベルが鳴り始めるため、設定した回数より少なくなります。 
・電話専用を設定している場合は、“＊＊カイ”と表示され、変更はできません。 

2回押す  

呼出ベル回数を変える（お買い上げのとき：10回 ） 

・電話／ファクス切替に設定しているとき、自動的に回線が接続されたあとに鳴るベルのことを呼出
ベルといいます。回数は1～19回の間で設定できます。 

・入力する回数が1桁のときは、頭に0を付けて2桁にしてください。（例：8回→08と入力） 

01～19が入力できます 
呼出ベル回数を入力 3回押す  

［消去］ボタンを押し、入力し直してください。 呼出ベル回数の入力を間違えたとき 

・回線が接続された時点から相手側に料金がかかります。呼出ベルが鳴っているときは、すでに料金がかかっています。 
・ファクス専用／電話専用を設定している場合は、“＊＊カイ”と表示され、変更はできません。 

4回押す  

どちらかを押すと切り替わる 

保留メロディを変える（お買い上げのとき：保留メロディ1「聖者の行進」） 

電話を保留したときに相手に流すメロディ音を「聖者の行進」または「茶色の小瓶」から選べます。 

ホリュウ　メロディ1：「聖者の行進」 
ホリュウ　メロディ2：「茶色の小瓶」 

ホリュウ　メロテ゛ィ　　　　　１ 

 
［＜］または［＞］で保留メロディを選択しているとき、親機の［音量▲］または［音量▼］ボタンを押すと、
選んだメロディが鳴ります。メロディが鳴っている間に親機の［音量▲］または［音量▼］ボタンを押すと、モ
ニタ音量が調整できます。ただし、相手側に聞こえる保留音の音量は変えられません。 
また、メロディを途中で止めたいときは、［ストップ］ボタンを押してください。 

設定した保留メロディを確認したいとき 

ヨヒ゛タ゛シ　ヘ゛ル　　１０カイ 
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どちらかを押すと切り替わる 

どちらかを押すと切り替わる 

・内線通話時の送話音量は変更されません。 

・内線通話時の受話音量は変更されません。 
・すべての子機の受話音量が大きくなります。子機ごとに受話音量を変えたいときは、子機側で設定してくだ
さい。 受話音量　 p29

相手側でこちらの子機の声が聞き取りにくいときは、親機で送話音量を「大きい」に設定してください。
相手側で声が聞き取りやすくなります。 

子機の送話音量を全体的に大きくする（お買い上げのとき：標準） 

コキ　ソウワ　ヒョウジュン：標準の音量 
コキ　ソウワ　オオキイ　　：標準よりも大きい音量 

相手の声が聞き取りにくいときは、親機で受話音量を「大きい」に設定してください。 

子機の受話音量を全体的に大きくする（お買い上げのとき：標準） 

コキ　ジュワ　ヒョウジュン：標準の音量 
コキ　ジュワ　オオキイ　　：標準よりも大きい音量 

6回押す  

5回押す  

・目安としてご利用ください。 
・インクフィルムを交換した場合は、必
ずリセットしてください。　ｐ63 
リセットを行わなかった場合、正しく
表示されません。 

・次のような場合は、インクフィルム残
量が表示よりも少なくなっていること
があります。 
－ ひんぱんにカバーを開け閉めした 
－ インクフィルムを手で巻き取った 

インクフィルム残量を表示する 

インクフィルムのおおよその残量を表示します。 

フィルムサ゛ンリョウ　：　■■□ 

ファクス・コピー機能 

■■■：51～95枚 
■■□：16～50枚 
■□□：1～15枚 
□□□：フィルムなし 

p63

■□□□□：よりうすく読み取る（濃い色の原稿） 
■■□□□：うすく読み取る（下地に色が付いている原稿や新聞） 
■■■□□：普通に読み取る（コピーした原稿や黒ペンで書いた原稿） 
■■■■□：濃く読み取る（エンピツで書いた原稿） 
■■■■■：より濃く読み取る（うすい色の原稿） 

ファクスやコピーの読み取り濃度を変える（お買い上げのとき：普通） 

原稿に色が付いているときや原稿の文字がうすいときなどは、相手が読みやすいように読み取り濃度
を調整してください。必ず、ファクス送信やコピーの前に設定してください。ファクス送信やコピー
が終わったら「普通」（■■■□□）に戻してください。 

ヨミトリ　ノウト゛　　■■■□□ 
どちらかを押すと切り替わる 

・次のような原稿は鮮明に読み取れないことがあります。 
－ 青色のサインペンやボールペンなどで書かれた原稿（ブルーブラック、紺色に近い青は問題ありません） 
－ うすい鉛筆、蛍光マーカーで書かれた原稿 
－ 赤い紙に黒で書かれた原稿（赤色は黒色と同様に読み取るため、まっ黒になってしまいます） 

・受信したファクスが不鮮明なときは、相手側で調整し、送信し直してもらってください。 

読み取りの具合を確認したい 
ファクス送信をする前にコピーを取って確認してください。 コピーを取る　 p34

コキ　シ゛ュワ　　ヒョウシ゛ュン 

コキ　ソウワ　　　ヒョウシ゛ュン 
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どちらかを押すと切り替わる 

電話に出て相手がファクスだったときは簡単に受信する＜ファクスかんたん受信＞ 

電話に出て相手がファクスのときは「ポーポーポー…」という音が聞こえ「ファクシミリを受信します。
受話器を置いてお待ちください」とメッセージが流れます。このときは、受話器を戻すだけでファク
スを受信できます。 

カンタン　ジュシン　○×：する 
カンタン　ジュシン　○×：しない 

（お買い上げのとき：する） 

カンタン　シ゛ュシン　　　　○× 

2回押す  

・相手が電話の場合でも、声質や音によってファクスの受信状態になることがあります。ひんぱんに起こる
場合はファクスかんたん受信を「しない」に設定してください。 

・ファクスかんたん受信を「しない」に設定した場合は、相手がファクスだったら親機では［スタート／コ
ピー］ボタン、子機では［内線］ボタンを押したあと［6］を押すと受信できます。 

海外にファクスを送るときは「する」に設定してください。海外に送るときに起こりやすい通信ミス
が少なくなります。ファクスを送ったあとは「しない」に戻してください。 

海外にファクスを送るとき（お買い上げのとき：しない） 

カイガイ　ツウシン　○×：する 
カイガイ　ツウシン　○×：しない 

カイカ゛イ　ツウシン　　　　○× 

3回押す  

どちらかを押すと切り替わる 

・海外通信の設定は、ファクスを受信するときは関係ありません。 

ファクスが正常に送信できなかったときに、送信できなかったことをお知らせする不達レポートを出
力することができます。 送信できなかった（不達レポート）　p32

不達レポートを出力する（お買い上げのとき：する） 

フタツ　レポート　○×：出力する 
フタツ　レポート　○×：出力しない 

フタツ　レホ゜ート　　　　　○× 

4回押す  

どちらかを押すと切り替わる 

受信したファクスを縮小する＜受信縮小率＞（お買い上げのとき：93％ ） 

・受信した文書を、縦方向に93％、90％、85％のいずれかの縮小率で縮小して、プリントするこ
とができます。 

・相手が、発信元記録を付けてファクスを送信してきた場合、A4サイズよりもわずかに大きくなっ
てしまい、複数枚の記録紙に分断してプリントされることがあります。このようなときは、縮小し
てプリントするように設定してください。 

・縮小することにより、原稿によっては画質が劣化する場合があります。この画質劣化を解消したい
ときは、受信縮小率を100％に設定してください。 

・受信縮小率を100％に設定すると、受信した原稿を等倍（原寸大）でプリントします。 
・受信縮小率がいずれの場合でも、印字範囲を縦方向にはみ出した部分は次の記録紙にプリントされます。 

シ゛ュシンシュクショウ　　９３％ 
どちらかを押すと切り替わる 

85% 90% 93% 100%

5回押す  
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どちらかを押すと切り替わる 

動作を取り消します 

ファクス受信のとき、いったんメモリに蓄積する＜メモリ受信＞ 
（お買い上げのとき：する） 

メモリ受信を「する」に設定すると、ファクス受信のとき、いったんメモリに蓄積してからプリント
します。受信中にインクフィルムや記録紙がなくなった場合でも、メモリに蓄積し、不足品を補充し
たあと、プリントすることができます。 

メモリ　ジュシン　○×：する 
メモリ　ジュシン　○×：しない 

メモリ　シ゛ュシン　　　　　○× 

・「する」に設定すると、写真などのデータ量の多い原稿は受信できないことがあります。そのときは、不要
な用件を消去する（ 　 p37）か、メモリ受信を「しない」に設定してください。 

・「しない」に設定したとき、ファクス受信中に以下が起こると通信異常となり、それ以降のファクスはプリ
ントされません（メモリ代行受信も行いません）。そのときは、以下の状態を復旧したあとに、再度ファク
スを送信してもらってください。 
－ 記録紙がなくなった　　　　　　　－ 操作パネルが開いた　　　－ サーマルヘッドが過熱した 
－ インクフィルムがなくなった　　　－ 記録紙がつまった 

メモリ代行受信　 p33

・消去された文書は、そのあとでプリントすることはできません。 
・2通以上のファクス受信文書を、一度に消去することはできません。 

メモリ受信した文書を消去する 

・メモリに受信したファクス受信文書を強制的に消去します。 
・ファクス受信文書が2通以上あった場合には、1回の動作で最も古い受信文書が1通だけ消去されます。 
・記録紙がセットされていないなど、印字できない状態で操作してください。 

ショウキョ　シマシタ 

6回押す  

7回押す  

プリントが始まります。 

・子機の電話帳の登録内容はプリントされません。 
・電話帳に電話番号が登録されていない場合はプ
リントされません。ディスプレイに“デンワバ
ンゴウミトウロク”と表示されます。 

親機の電話帳の登録内容（電話番号リスト）をプリントする 
・電話番号リストは、次の順にプリントされます。 
空白＋文字 → 数字 → カナ（50音順）→ アルファベット → 記号 → 名前を登録していない電話番号 

・電話番号リストは、1ページに50件までプリントされます。 

あなたが登録や変更した内容などをプリントできます。 

プリント例 

テ゛ンワ　リスト　フ゜リント 

テ゛ンワ　ハ゛ンコ゛ウ　リスト（１） 

２００３．１０．２３　　１１：５６ 

アイテサキ テ゛ンワ　ハ゛ンコ゛ウ チャクシン　ナリワケ 

イトウ ０３１２３４５６７０ シテイナシ 

フ゜ライヘ゛ート　コール 

スヘ゛テ 

ニッポンテ゛ンキ 

カトウ ０６１２３４５６７８ ヘ゛ル（ナリワケ） ナイセン１（オヤキ） 

キクオ ０３１２３４５６７９ ヘ゛ル（ヒョウシ゛ュン） ナイセン２（コキ） 

リストプリント 

［ストップ］ボタンを押してください。 途中でプリントをやめたいとき 

メモリフ゛ンショ　ショウキョ 1：シ゛ッコウ　2：トリケシ 
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プリントが始まります。 

ナンバー・ディスプレイの契約をしている場合 

ナンバー・ディスプレイの着信データをプリントする 

プリント例 

チャクシンテ゛ータ　フ゜リント 

チャクシンテ゛ータ　リスト 

２００３．１０．２３　　１２：５０ 

Ｎｏ． チャクシンニチシ゛ チャクシンテ゛ータ 

　１ １０．２３　　１２：４７ １２３４５６ 

アイテサキ 

ニチテ゛ンタロウ 

ニッホ゜ンテ゛ンキ 

　２ １０．２３　　１１：４７ ヒツウチ 

　３ 　９．２１　　１２：００ コウシュウテ゛ンワ 

・子機に記憶された着信データはプリントできません。 
・ナンバー・ディスプレイを利用していないと、着信データは記憶されません。 
・着信データが記憶されていない場合はプリントされません。ディスプレイに“チャクシンデータ　アリマ
セン”と表示されます。 

［ストップ］ボタンを押してください。 

［ストップ］ボタンを押してください。 

途中でプリントをやめたいとき 

プリントが始まります。 

本機の設定状態（システムリスト）をプリントする 

プリント例 

システム　リスト　フ゜リント 

システム　リスト 

２００３．１０．２３　　１６：１３ 

　　　　コ　ウ　モ　ク ナ　イ　ヨ　ウ 

カイセンシュヘ゛ツ 

ヘ゛ルオン・メロテ゛ィ 

DP

ヘ゛ル（ヒョウシ゛ュン） 

ニッホ゜ンテ゛ンキ 

シ゛フ゛ンノ　ハ゛ンコ゛ウ 

ハッシンモト　キロク スル 

ヒョウシ゛　ノウト゛ フツウ 

０３１２３４５６７８ 

ニッホ゜ンテ゛ンキ ハッシンモト 

途中でプリントをやめたいとき 

2回押す  
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・メモリ受信した文書を消去した　 p47

通信管理レポートをプリントする 

プリント例 

ファクスを送信または受信した履歴を、最新の20件までプリントします。 

ツウシンカンリ　レホ゜ート 

ツウシン　カンリ　レホ゜ート 

２００３．１０．２７　　１３：５４ 

ツウシン　カイシ　ニチシ゛ ツウシン　シ゛カン ア　イ　テ　サ　キ モート゛ マイスウ ツウシン　ケッカ 

１０．２５　　１３：０７ ０’２７” ３０ ＥＣＭ 　　１ Ｏ．Ｋ． 

ニッホ゜ン　テ゛ンキ 

１０．２５　　１３：４３ ０’２６” イトウ ＥＣＭ 　　１ Ｏ．Ｋ． 

１０．２６　　１３：４３ ０’２９” カトウ ＥＣＭ 　　１ Ｏ．Ｋ． 

１０．　５　　１３：４４ ０’２６” キクオ ＥＣＭ 　　１ Ｏ．Ｋ． 

（ソウシン） 

プリントが始まります。 

3回押す  

通話管理レポートの通信結果の意味 

・相手先が通話中である 

・相手先から通話予約などで呼び出しを受けた 

エラーコードが表示されたとき　 p67

・相手先が受信できない状態になっている 
・相手先が電話に出ない 
・電話回線が正しく接続されていないか、電話回線接続コードが断線している恐れがある 

ハナシチュウ 
 

ヨビダシ 

・通信が正常に行われた 

O.K.

ムオウトウ 

××（2桁の英数字） 

・通信中に（自分が）中断操作をした 

チュウダン 

ショウキョ 

・通信データがない場合にはプリントされません。ディスプレイに“ツウシンデータ　アリマセン”と表示
されます。 

［ストップ］ボタンを押してください。 途中でプリントをやめたいとき 
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ここでは、ナンバー・ディスプレイのいろいろな
使いかたを説明しています。 

ナンバー・ディスプレイ 

ナンバー・ディスプレイを利用すると、次のよう
なことができます。 
 
・かかってきた相手の電話番号を、電話に出る前
にディスプレイに表示させる 

・電話帳に登録されている相手だけ、特別な受け
かたをする 
－ 自作メッセージで応答 　p51 
－ 着信鳴り分けとプライベートコール 　p53 

・番号リクエスト 　p51 
・着信拒否 　p52 
・着信データの活用 　p54 
・キャッチホン・ディスプレイ 　p56

ナンバー・ディスプレイを利用するには、NTT東日
本またはNTT西日本との契約が必要です（有料）。 

電話がかかってくると、相手の番号が次のように
表示され、お知らせします。 

ナンバー・ディスプレイを利用している相手に、
自分の電話番号を通知するかどうかを、電話をか
けるごとに指定できます。 

・ワンタッチダイヤル、電話帳に登録されている相手のとき 

・ワンタッチダイヤル、電話帳に登録されていない相手のとき 

・相手が番号非通知のとき 

＜お問い合わせ先＞ 
NTT東日本・NTT西日本 
ナンバー・ディスプレイ　カスタマーセンター 

フリーダイヤル：0120－848521  
受付時間：午前9:00～午後5:00（月曜～土曜） 

アイテ：０３１２３４５６７８ 

アイテ：ニッホ゜ンテ゛ンキ 

０３１２３４５６７８ 

ヒツウチ 

・相手が公衆電話のとき コウシュウテ゛ンワ 

・一時的な電話回線の雑音な
どにより正常に受信できな
かったとき 

シ゛ュシンエラー 

・相手が海外など、圏外から
かけてきたとき 

ヒョウシ゛ケンカ゛イ 

親機 子機 

ニッホ゜ンテ゛ンキ 
親機 子機 

相手に電話番号 
を通知する 

普通に 
ダイヤルする 

［1］［8］［6］ 
  のあと相手の 
  番号をダイヤル 

相手に電話番号 
を通知しない 

普通に 
ダイヤルする 

［1］［8］［4］ 
  のあと相手の 
  番号をダイヤル 

契約の内容 
通話ごと非通知 回線ごと非通知 

利用できる機能について 

・次の場合は電話番号が表示されません。 
－ 国際電話 
－ オペレーター扱いの通話（100番・106番） 
－ 相手が番号非通知のとき 
－ 相手が公衆電話からかけてきたとき 
－ 相手が圏外からかけてきたとき 
－ 電話回線の雑音などで、データを正常に受信で

きなかったとき 

・本機でナンバー・ディスプレイを契約すると、次
のサービスが利用できなくなります。 
－ 転送でんわ（ボイスワープを除く） 
－ ダイヤルQ2（情報提供側） 
－ テレドーム（情報提供側） 
－ ノーリンギング通信サービス（センター回線） 

・ブランチ接続では使えません。 

 
必ずモデムダイヤルインサービスを契約してください。
通常のダイヤルインサービスを契約している場合は、モ
デムダイヤルインサービスに変更する必要があります。
ナンバー・ディスプレイ　カスタマーセンターに連絡し
てください。 

ダイヤルインサービスを同時に利用するとき 

 
ターミナルアダプタの機種によっては、ナンバー・ディ
スプレイを利用できないことがあります。ナンバー・ 
ディスプレイ対応のターミナルアダプタをご使用ください。 

ISDN回線を利用しているとき 

 
本機は、ネーム・ディスプレイサービスには対応してお
りません。 

ネーム・ディスプレイについて 

親機と子機、それぞれに登録した名前が表示されます。 
親機と子機で同じ電話番号に違う名前を登録している 

・電話番号を通知すると、電話勧誘など思わぬ使い
かたをされることがあります。 

 
NTT東日本またはNTT西日本の窓口などにお問い合わ
せください。 

自分がどちらで契約しているかわからない 

利用申し込みにあたって 

自分の電話番号の通知・非通知について 

ディスプレイ表示の見かた 
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“ナンバー・ディスプレイ　○×”を選んだとき 

“ナンバー・ディスプレイ　○×”を選んだとき 終了するときは 

・ナンバー・ディスプレイを契約している場合は「利用する」、契約していない場合は「利用しない」に必ず
設定してください。この設定が間違っていると、電話が受けられないことがあります。 

・モデムダイヤルインを契約している場合は、ナンバー・ディスプレイの契約にかかわらず、「利用する」に
設定してください。 

ナンバー・ディスプレイの設定（お買い上げのとき：利用する） 

ナンバーディスプレイ　○×：利用する 
ナンバーディスプレイ　○×：利用しない 

電話帳に登録している相手にだけ自作メッセージで応答する 
（お買い上げのとき：すべての相手に自作応答メッセージを流す） 

留守設定中に電話がかかってきたとき、電話帳に登録してある相手にだけ自作応答メッセージで、登
録していない相手には固定応答メッセージを流すことができます。 

ルスオウトウ　センタク　○×：電話帳登録者のみ 
自作応答メッセージを流す 

ルスオウトウ　センタク　○×：すべての相手に 
自作応答メッセージを流す 

カンリョウ 

ナリワケ　＆　フ゜ライヘ゛ート 

ナンハ゛ーテ゛ィスフ゜レイ　○× 

ルスオウトウ　センタク　　○× 

必要な設定 

いろいろな設定 

どちらかを押すと切り替わる 

どちらかを押すと切り替わる 

続けていろいろな設定を行えます。 

4回押す  

・相手に流す自作応答メッセージは、留守設定のときと同じメッセージです。 
・自作応答メッセージを録音していない場合は、すべて固定応答メッセージになります。 

応答メッセージを録音／消去する　 p37

電話番号を通知してこない相手にメッセージを流す＜番号リクエスト＞ 
（お買い上げのとき：しない） 

非通知の相手からかかってきたとき、ベルを鳴らさずメッセージを流してから自動的に電話を切るこ
とができます。 
・非通知の相手に流すメッセージ …「番号を通知しておかけ直しください。また、回線ごと非通知の方

は番号の前に186をダイヤルしておかけ直しください」（固定） 

バンゴウリクエスト　○×：する 
バンゴウリクエスト　○×：しない 

ハ゛ンコ゛ウリクエスト　　　○× 
どちらかを押すと切り替わる 

・番号リクエストを「する」に設定すると、留守設定中も、非通知の相手からの電話は留守録音やファクス受
信ができません。 

・公衆電話や表示圏外からの電話は、通常通り着信します。 
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どちらかを押すと切り替わる 

市外局番から入力する 

登録する相手を表示させる 

・着信拒否を「する」に設定すると、留守設定中も、着信拒否に登録されている相手からの電話は留守録音や
ファクス受信ができません。 

・子機の着信データは着信拒否に登録できません。 

電話を受けたくない相手を設定する＜着信拒否＞（お買い上げのとき：する） 

着信拒否に登録してある相手からかかってきたときに、ベルを鳴らさずにメッセージを流して電話を
切ることができます。また、公衆電話からの着信を拒否することもできます。 
・着信拒否の相手に流すメッセージ … 「申し訳ありませんがお取り次ぎできません」（固定） 

チャクシンキョヒ　○×：する 
チャクシンキョヒ　○×：しない 

どちらかを押すと切り替わる 
コウシュウデンワ　キョヒ　○×：する 
コウシュウデンワ　キョヒ　○×：しない 

受けたくない相手の電話番号（10件まで）を、あらかじめ着信拒否に登録しておきます。着信拒否に登録する場合、
すでに登録されているリストの番号の次の番号に登録されます。 

チャクシンキョヒ　　　　　　○× 

着信拒否機能を利用する／しないを設定する 

着信拒否する相手を登録する 

登録内容を確認する 

着信拒否リストから消去する 

2回押す  

3回押す  

相手先の電話番号の入力 

着信データの番号を着信拒否に登録したい 

どちらかを押して確認する 

着信拒否を登録できるのは10件までです。リストから不要な電話番号を消去してください。 

“キョヒリスト　フル”と表示された 

“キョヒリスト　ミトウロク”と表示された 

3回押す  

上記の操作で消去したい相 
手の電話番号を表示させる 

“チャクシンキョヒ　○×”を選んだとき 

“チャクシンキョヒ　○×”を選んだとき コウシュウテ゛ンワ　キョヒ　○× 

カンリョウ 

キョヒリスト　ヘンシュウ １：トウロク　２：カクニン ０１） 

キョヒリスト　ヘンシュウ １：トウロク　２：カクニン ０１）　０３１２３４５６７８ 

着信拒否する相手が1件も登録されていません。 
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設定を 
終わるとき 

続けて 
別の相手の 
着信鳴り分けを 
設定するとき 

どちらかを押して、ベルを鳴り 
分けしたい相手を表示させる 

かけてくる相手によって着信ベルを変える＜着信鳴り分けとプライベートコール＞ 

電話帳に登録してある相手からかかってきたときは、ベルの音色やメロディを変えることや（着信鳴
り分け）、親機だけのベルまたは子機だけのベルを鳴らすことができます（プライベートコール）。 
ベルの鳴っていない親機や子機でも電話に出ることができます。 

（お買い上げのとき：着信鳴り分け「シテイナシ」、プライベートコール「スベテ」） 

： 

： 

＊
 

・スベテ ・ナイセン3（コキ） 
・ナイセン1（オヤキ） ・ナイセン4（コキ） 
・ナイセン2（コキ） 

セッテイシマシタ 

１：シュウリョウ　２：ツツ゛ケル 

どちらかを押して、ベルの音色／メロディを表示させる 

どちらかを押し、プライベートコールで鳴らす 
電話機を表示させる 

・電話帳に登録されている番号に［　］［＃］［ー］（ポーズ）が含まれていたり、市外局番が登録されてい
ないと、ナンバー・ディスプレイの機能が正常に働きません。電話帳に登録するときはご注意ください。 

電話帳に何も登録されていません。 “デンワバンゴウミトウロク”と表示された 

*
*

 
*増設時に表示されます。 

ナリワケ　＆　フ゜ライヘ゛ート アイテ：ニッホ゜ンテ゛ンキ チャクシンナリワケ　シテイ 

ー＞　シテイナシ フ゜ライヘ゛ートコール　シテイ ー＞　スヘ゛テ ・シテイナシ　　　　　：「ベルの音色／メロディを変える」 
で指定したベル 　　p43 

・ベル（ヒョウジュン）：通常の音色 
・ベル（ナリワケ）　　：「ヒョウジュン」とは違う音色 
・メロディ（A）　　　 ：アイネ・クライネ・ナハト・ムジーク 
・メロディ（B）　　　 ：春 
・メロディ（C）　　　 ：トルコ行進曲 



54

他の着信データを見る 

電話帳に登録してある相手の場合、 
相手の名前が表示されます。 

待機中 
　 p9

・親機では、電話やファクスを使用している
ときは、着信データを見ることはできません。 

・子機にかかってきた場合は、相手の電話番号な
どがディスプレイに表示されたときに着信デー
タとして記憶されます。電波の届かないところ
に置くと記憶されません。 

電話がかかってきた日時と相手の名前または電話番号が、親機と子機それぞれに着信データとして自動
的に記憶されます。着信データは親機に20件、子機に10件まで記憶され、これらの件数を超えると古
いものから順に消去されます。 

過去にかかってきた相手を確認する＜着信データの表示＞ 

着信データを消す 

ショウキョ　シマスカ？ ショウキョ　シマシタ 

　８月２０日　２１：４４ ０３１２３４５６７８ 

ショウキョ　シマシタ １：シ゛ッコウ　２：トリケシ 

ピーッ  

着信データの活用 

 
ナンバー・ディスプレイの着信データをプリントする　 p48
着信データをプリントしたい 

親機で 

子機で 

親機で 

子機で 

消したい着信データ 
を表示させる 

3秒後に次の着信データ 
が表示されます。 

消したい着信データ 
を表示させる 

 
着信データが記憶されていません。 
ナンバー・ディスプレイサービスに加入していない
場合、着信データは残りません。　p50

“チャクシンデータ　アリマセン”と表示された 

他の着信データを見る 

2回押す  または 

または 

“ショウキョ　シマスカ？”と表示されたところで［▲］または［▼］を押し“チュウ
シ　シマスカ？”と表示されたら［メニュー］ボタンを押してください。 
途中で消去をやめたいとき 

［＞］を押すと、相手の名前（電話帳に登録してある場合）→電話番号→
着信日時の順に、表示が切り替わります。［＜］を押すと、相手の名前（または電話番号）の表示に戻ります。 
着信データの表示を切り替えたいとき 

2回押す  または 

着信した日時 着信した日時 

ディスプレイには、最新の着信データから順に表示されます 

電話帳に登録している相手 電話帳に登録していない相手 
相手の名前が表示されます 相手の電話番号が表示されます 

［▼］［▲］を押して 
画面を切り替える 

［▼］［▲］を押して 
画面を切り替える 

着信した順番 
（新しい順） 

着信した順番 
（新しい順） 

０１）ニッホ゜ンテ゛ンキ 

０１）１０月２３日　２１：４４ 

０２）カトウ 

０２）１０月２３日　２０：００ 

０１）０３１２３４５６７８ 

０１）１０月２３日　２１：４４ 

０２）０６１２３４５６７８ 

０２）１０月２３日　２０：００ 
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電話帳から不要な電話番号を消去してください。 
子機の電話帳の登録内容を消去する　 p25

相手先の 
名前を入力 

相手先 
の名前 
を入力 

待機中 
 　p9

通話 

親機で 

親機で 

子機で 

子機で 

親機で 子機で 

かけたい相手を表示させる かけたい相手を表示させる 

2回押す  2回押す  

2回押す  

着信データを使って電話をかける＜コールバック＞ 

着信データの電話番号へ簡単に電話をかけることができます。 

着信データを電話帳に登録する＜かんたん登録＞ 
着信データの電話番号を電話帳に登録できます。子機の着信データは、子機の電話帳に登録できます。 

留守中にかけてきた相手を確認する＜留守録着信データ＞ 
留守設定中に電話がかかってくると、着信データと同時に留守録着信データが記憶されます。これに
より、親機や子機で用件を再生しながら相手番号を確認することができます。外線リモートや子機の
リモコン操作で用件を聞いたときは、電話番号が音声で聞こえます。留守録着信データは、いったん
回線がつながった相手であれば、応答メッセージが流れている間に相手が電話を切っても記憶されます。 

録音された用件を聞く　p36 
外出先から用件を聞く　p39

留守録の用件を再生すると、ディスプレイに留守録着
信データが表示されます。 

ディスプレイに留守録着信データは表示されません。留
守録の用件を再生すると、用件のあと時間と相手の電話
番号が音声で聞こえます。 
・相手が用件を録音していないと、用件のかわりにビ 
ジートーン（話中音）が聞こえ、そのあと時間と相手
の電話番号が聞こえます。 

・相手の電話番号が通知されないときは、その理由が音
声で聞こえます。 

電話帳に登録している相手 電話帳に登録していない相手 

相手の名前が表示されます。 相手の電話番号が表示されます。 

登録したい着信データを表示させる 

登録したい 
着信データを 
表示させる 

通話 

着信データが記憶されていないので、コールバックできません。 “チャクシンデータ　アリマセン”と表示された 

着信データが記憶されていないので、登録できません。 “チャクシンデータ　アリマセン”と表示された 

文字入力一覧表　 本書の最終ページ 文字入力のしかたがわからない 

電話帳から不要な電話番号を消去してください。 
親機の電話帳の登録内容を消去する　 p25

“デンワチョウ　フル”と表示された 

 
文字入力一覧表　 本書の最終ページ 
文字入力のしかたがわからない 

 

“デンワチョウ　フル”と表示された 

 
原稿をセットしてから、親機で送信したい相手を表示させ［スタート／コピー］ボタンを押してください。 
ファクスを送信したい 

・留守録着信データには次のような制限があります。 
－ 用件が消去されると留守録着信データも同時に消去されます。 
－ 留守録着信データを使って電話をかけたりファクスを送ることはできません。 
－ 電話帳や着信拒否に登録することはできません。 

待機中 
 　p9

アイテ：ニッホ゜ンテ゛ンキ アイテ：０３１２３４５６７８ 
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キャッチホン・ディスプレイを設定する（お買い上げのとき：利用しない） 

NTT東日本またはNTT西日本のキャッチホン・ディスプレイを契約したときに設定します。 

キャッチホン　○×：利用する 
キャッチホン　○×：利用しない 

通話中にキャッチホンが入ったとき、かけてきた相手の電話番号を約30秒間表示します。表示の見かたは
ナンバー・ディスプレイの表示と同じです。キャッチホン・ディスプレイを利用するためには、キャッチ
ホンとナンバー・ディスプレイを契約（有料）した上で、キャッチホン・ディスプレイの契約（有料）を
してください。 

・キャッチホンが着信すると、キャッチホン着信音「プルルー・プップッ」のあとに「ピポ」という音が
聞こえ、相手の電話番号を受信する間（約1秒間）通話が途切れます。 

・子機で通話中の場合、親機から電話番号情報を転送する間「ザッ」というノイズが聞こえます。 
・次の場合、キャッチホンが着信しても、相手の電話番号が表示されないことがあります。 
－ 保留中、留守番電話動作中、コピー中、ファクス送受信中、登録操作中、通話録音中、通話再生中、外線転送中 
－ 大声で通話したとき 
－ 周囲の雑音が大きいとき 
－ NTT東日本またはNTT西日本の交換機とお客様宅との距離が遠いとき 

・着信拒否を設定している相手（着信拒否リスト、公衆電話拒否）の場合でも、キャッチホン着信してそ
の番号が表示されます。 

・番号リクエストの設定が「する」になっていても、非通知の相手もキャッチホン着信して“ヒツウチ”
と表示されます。 

・プライベートコールに指定されている番号も表示されます。 
・キャッチホンに応答する前に相手が電話を切っても、約30秒間表示されます。 
・キャッチホンに応答したときは、その時点で通話時間表示に戻ります。応答しなくても約30秒経過した
ときは通話時間表示に戻ります。 

キャッチホン　　　　　　　　○× 

キャッチホン・ディスプレイについて 

 
必ずモデムダイヤルインサービスでご利用ください。「ナンバー・ディスプレイ　カスタマーセンター」（ 　p50）また
は最寄りのNTT東日本またはNTT西日本の窓口にご相談ください。 

ダイヤルインサービスも同時に利用したい 

 
キャッチホン・ディスプレイはアナログ回線用のサービスです。ISDN回線の方は、最寄りのNTT東日本またはNTT
西日本の窓口にご相談ください。 

ISDN回線を利用している 

どちらかを押すと切り替わる 

5回押す  

・キャッチホン・ディスプレイをご契約になる場合には、次の点にご注意ください。 
－ ファクスの送信中や受信中にキャッチホンが入ると、ファクスの画像が乱れたり、送信や受信が中断されるこ

とがあります。またこの場合、電話がかかってきたことはこちらではわかりません。キャッチホン・ディスプ
レイの異常ではありませんので、ご了承願います。 

－ 通話中にキャッチホン・ディスプレイにより割り込まれた相手がファクスの場合は、「ポー・ポー・ポー…」
という音が聞こえてもファクスかんたん受信（　p46）は動作しません。手動受信の操作（　p33）により 
ファクスを受信することもできますが、受信中は前の方とのお話に戻ることができません。親機の［キャッチ］
ボタンまたは子機の［キャッチ］ボタンをもう一度押して、先に通話していた方とお話しください。 
なお、手動受信の操作をしなかった場合は、ファクスを送られてきた相手の方は通信エラーになってしまいます。
また続けてファクスが送られてくることが考えられますので、早めにお話を終えられることをおすすめします。 

キャッチホン・ディスプレイのご利用にあたって 

キャッチホン・ディスプレイの表示について 
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ここでは、NTTのいろいろなサービスの利用のし
かたを説明しています。 

キャッチホン／モデムダイヤルイン 

キャッチホンを利用する 

モデムダイヤルインを利用する 

・ファクスの送信中や受信中にキャッチホンが入る
と、ファクスの画像が乱れたり、送信や受信が中
断されることがあります。 

・本機はPB信号方式のダイヤルインには対応してお
りません。お申し込み時には、モデム信号方式の
ダイヤルイン（モデムダイヤルイン）を指定して
ください。 

・モデムダイヤルインは、NTTの他のサービスと同
時に使えない場合があります。また、一部の地域
では、ダイヤルインサービスが利用できないこと
があります。詳しくは、NTT東日本またはNTT西
日本の窓口などにお問い合わせください。 

・ブランチ（並列）接続では使えません。　p12  
・電話番号が複数になっても電話回線は1本のままで
す。同時に電話をかけたり受けたりすることはで
きません。 

・停電中は、電話もファクスも使えません。 
・ダイヤルインサービスが始まっていないときにダ
イヤルインの登録操作をすると電話が使えなくな
ることがあります。 

・キャッチホンが入っていないときに、親機の 
［キャッチ］ボタンや子機の［キャッチ］ボタンを
押さないでください。電話が切れてしまいます。 

キャッチホンを利用すると、相手と話し中、別の
方からかかってきた電話に出ることができます。 

キャッチホンを利用するには、NTT東日本または 
NTT西日本との契約（有料）が必要です。 

通話中にキャッチホンが入ると「プルルー・プッ
プッ」という音（キャッチホンの着信音）が聞こ
えます。 

モデムダイヤルインを利用すると、1本の電話回線で、
2つ以上の電話番号を使えます。 

モデムダイヤルインを利用するには、NTT東日本
またはNTT西日本との契約（有料）が必要です。 

 
キャッチホン・ディスプレイを契約（有料）すると、通
話中にかけてきた相手の番号を表示できます。 

キャッチホン・ディスプレイについて　 p56

ナンバー・ディスプレイも利用している 

 
いったん最初の相手に切り替え、電話を切ってもらって
ください。その後、あとから入ったファクスに切り替
え、手動受信の操作をしてください。 

手動で受ける　 p33 
ただし、手動受信するタイミングによっては、ファクス
を受信できないことがあります。 

キャッチホンで入った相手がファクスだったとき 

通話中 
親機は 

子機は 

「プルルー・ 
　プップッ」 

あとから 
かけてきた 
相手と通話 

［キャッチ］ボタンを押すごとに 
通話の相手を切り替えられます。 

自動的に保留されます。 一方と通話中、もう一方の相手は 

 
ターミナルアダプタの機種または設定によっては、本機
のダイヤルイン登録が使えない場合があります。このと
きは、ダイヤルインを「利用しない」（お買い上げ時）
のままにしてください。 

ダイヤルインの登録　　　　　　 p5 9 
INSネット64を利用するには　 p6 0

ISDN回線を利用している 

ご利用にあたって 

キャッチホンを受ける 

利用申し込みにあたって 

契約の際、次の内容をNTT東日本またはNTT西日
本に連絡してください。 
 

・ダイヤルインの種類 
モデムダイヤルイン 

・電話番号（送出番号）は「下4桁」 
「下4桁」を指定しないと、現在使用している電
話番号が変わることがあります。 

・ダイヤルインサービスの利用開始日時を確認 
 

窓口：116（無料） 
　　　受付時間　午前9:00～午後5:00

契約のしかた 



58

電話番号（契約者回線番号）とダイヤルイン追加
番号を使い分け、電話用とファクス用の番号とし
て利用できます。 
 

・電話用の番号に電話がかかってくると、ベルが
鳴り、電話／ファクス切替が働きます。切替を
したくないときは、着信モードを電話専用に設
定してください。　p43 

・ファクス用の番号にファクスが送られてくると、
ベルは鳴らず、自動でファクスを受信します。 

AさんとBさんの場合を例として、契約および登録
例を説明します。 
 

・Aさんの場合 
－ 電話用とファクス用の番号を分けたい 
－ 電話がかかってきたら、親機も子機も鳴らし

たい 
・Bさんの場合 
－ 子機を1台増設したい　 p66 
－ 親機と子機2台とで3つの電話番号を使い分け

たい 
－ ファクス専用の番号は必要ない 

契約者回線番号 

ダイヤルイン 

ファクスセンヨウ 

ファクス 

ナイセン1

ナイセン2

ナイセン3

キョウツウメイドウ 

Aさんの場合 契約内容 Bさんの場合 

ダイヤルイン 
追加番号 

××× ― aaaa 
（電話用） 

××× ― bbbb 
（ファクス用） 

××× ― cccc 
（親機用） 

1．××× ― dddd 
　（付属子機用） 
2．××× ― eeee 
　（増設子機1用） 

必要な登録設定 
（次ページ参照） Aさんの場合 Ｂさんの場合 

○ 

○ 

bbbb

aaaa

 ＊ 

ー 

aaaa

○ 

○ 

× 

ー 

cccc

× 

dddd

eeee

Aさんに 
電話 

Aさんに 
ファクス 

Bさんの 
親機に 
電話 

Bさんの 
付属子機 
に電話 

Bさんに 
ファクス 

Ｂさんの 
増設子機 
に電話 

ダイヤル 
する番号 親機の状態 動　作 子機の状態 

ベルが鳴る 

ベルが鳴る 

ベルが 
鳴らない 

ベルが 
鳴らない 

ベルが鳴り、 
自動受信 

ベルが鳴らず 
に、自動受信 

×××― 
aaaa

×××― 
bbbb

×××― 
cccc

×××― 
dddd

×××― 
eeee

×××― 
cccc

ベルが 
鳴らない 

ベルが 
鳴らない 

ベルが 
鳴らない 

付属子機の 
ベルだけが 
鳴る 

ベルが鳴る 

増設子機の 
ベルだけが 
鳴る 

＊ 親機に電話がかかってきたときに、子機のベルも鳴ります。

 
電話用の番号にファクスが送られてくると、ベルが鳴り
ます。電話に出ると「ポー、ポー、ポー…」という音が
聞こえたり、または無音になっていますので、ファクス
かんたん受信、またはファクスの手動受信の操作をして
ください。 

ファクスかんたん受信　 p46 
手動で受ける　 p33

電話用の番号にファクスが送られたとき 

 
ファクス用の番号に電話がかかってくると、ベルは鳴らず、
電話に出ることもできません。 

ファクス用の番号に電話がかかってきたとき 

 
・電話用の番号にかかってくると、留守電の動作をしま

す。用件の録音もファクスの自動受信も行えます。 
・ファクス用の番号にかかってきたときは、ファクスの

受信だけできます。用件の録音はできません。 
・子機用の番号にかかってきたときは、子機のベルが鳴

ります。用件の録音もファクスの自動受信も行えます。 

留守設定をしているとき 

1 NTT東日本またはNTT西日本と契約する  

2 ダイヤルインサービス開始後に、本機の 
登録を行う 

3 以上で、次のように利用できるようにな 
りました 
・Aさんに電話するときは、必ず電話用の番号をダイ
ヤルしてもらってください。ファクス用の番号で
はベルが鳴らず、電話に出られません。 

 
ベルが鳴っているときと同じように電話に出られます。 
ベルが鳴っていない親機や子機で電話に出た 

ダイヤルインの動作 

ダイヤルインの利用例 

・ナンバー・ディスプレイをご利用の場合、ダイヤ
ルインの登録よりもナンバー・ディスプレイのプ
ライベートコールが優先されます。このため、電
話帳に登録してある相手からかかってきたとき
は、ベルが鳴る電話機が変わることがあります。 
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必要な設定 

・ダイヤルインサービスが開始されたことを確認してから行ってください。サービス開始前に行うと、電話が
つながらなくなることがあります。 

・ダイヤルインサービスを利用するときは、ナンバー・ディスプレイの契約にかかわらず、ナンバー・ディス
プレイの設定を「利用する」にしてください。 ナンバー・ディスプレイの設定　 p51 
ナンバー・ディスプレイの設定を「利用しない」にした場合には、ダイヤルインが「利用しない」に設定さ
れます。 

ダイヤルインの登録（お買い上げのとき：利用しない） 

○×：親機に電話のとき子機も鳴らす 
○×：親機に電話のとき子機は鳴らさない 

タ゛イヤルイン　　　　　　　○× ファクス　センヨウ　　　　　○× 

キョウツウ　メイト゛ウ　　　○× ナイセン２　＝　＿ ナイセン１　＝　＿ 

○×：ファクス用番号を登録する 
○×：ファクス用番号を登録しない 

○×：ダイヤルインを利用する 
○×：ダイヤルインを利用しない 

どちらかを押して選ぶ 

“ナイセン1”は 
親機です。 

“ナイセン2”は 
付属子機です。 

6回押す  2回押す  

親機用番号の 
下4桁を入力  
する 
 

子機用番号の 
下4桁を入力  
する 

ファクス用番号の 
下4桁を入力する  

“ファクス　センヨウ　○×” 
にした場合 

“ファクス　センヨウ　○×”にした場合 

どちらかを押して選ぶ 

どちらかを押して選ぶ 

“ナイセン2”（付属子機）用の番号を入力し、［登録／セット］ボタンを押すと、“ナイセン3　＝＿”、“ナ
イセン4　＝＿”が表示されます。 

上記操作でダイヤルインを「利用しない」“×”を選び［登録／セット］ボタンを押します。 

同じ手順で最初から登録し直してください。 

増設子機があるとき 

親機（ナイセン1）や子機（ナイセン2～4）に、ファクス用番号とは違う番号を登録してください。 
“ファクスニ　トウロクズミデス”と表示された 

ダイヤルインを利用しない、または利用を解除したいとき 

電話番号を変更したいとき 
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INSネット64を利用するには 

こんなときは 

INSネット64を利用するには、NTT東日本または
NTT西日本との契約が必要です（有料）。また、
本機のほかに、次の機器が必要となります。 
・ISDNターミナルアダプタ（TA） 
・デジタルサービスユニット（DSU） 

回線種別はTAの取扱説明書をご覧の上、設定して
ください。 回線種別の自動／手動設定　 p41

*：TAの機種によっては、DSUが内蔵されています。
詳しくは、TAの取扱説明書をご覧ください。 

NTT東日本 
または 
NTT西日本 

回線端子 電話機端子 

モデム 
パソコン 

モデム 

回線切替器 
（手動） 

NTT東日本 
または 
NTT西日本 パソコン 

回線端子 

回線端子 

回線端子 

回線端子 

TA
DSU*

パソコン 

データ 
ポート 

本機はアナログポート 
につなぎます。 

NTT東日本 
または 
NTT西日本 

speax

speax

speax

INSネット64を利用すると、インターネットやパ
ソコン通信しながら電話が使えます。 

パソコンやモデムにつなぐには 
INSネット64を利用しないでインターネットやパ
ソコン通信する場合、モデム内蔵パソコンやモデ
ムに本機をつなぎます。 

 
INSナンバー・ディスプレイ対応のTAを使用してくだ
さい。 

ナンバー・ディスプレイを利用したい 

下図のようにつなぎます。 回線切替器を使いたい 

 
TAの設定（ダイヤル桁間タイマなど）によっては、か
けられないことがあります。 

相手の番号の前に「0077」などの番号を付けるとき 

 
TAの設定（ダイヤル桁間タイマなど）によっては、電
話をかけられないことがあります。 

電話帳登録で「ポーズ」を入力する際のご注意 

 
TAの取扱説明書に従い、設定してください。TAの機
種または設定によって、本機のダイヤルイン機能が使
えないことがあります。この場合は「ダイヤルインを
利用しない」に設定してください。 
 ダイヤルインの登録　 p59

ダイヤルインサービスを利用したい 

・モデムやモデム内蔵パソコンで電話を受けるよう
にするときは、本機の「電話／ファクス切替」が
働く前に着信するようにしてください。詳しくは、
モデムやパソコンの取扱説明書をご覧ください。 

・モデムやモデム内蔵パソコンで通信中は、本機を
操作しないでください。 

・本機で通話中やファクス中には、モデムやモデム
内蔵パソコンの通信操作はしないでください。本
機での通話や通信が切れます。 

ご利用にあたって 

必要な設定 

・誤った接続をすると、通話中の雑音や、本機誤動
作の原因となります。ご加入のADSL接続事業者
に正しい接続方法をお問い合わせください。 

ADSL回線を利用するには 
ADSL回線を利用するには、ADSL接続事業者と、
電話共用型（タイプ1）の契約が必要です（有料）。
また、本機のほかに、次の機器が必要となります。 
・ADSLモデム 
・スプリッタ 

本機は、スプリッタのTEL（またはPHONE）端子
につなぎます。詳しくはスプリッタまたはADSL
モデムの取扱説明書をご覧ください。 

ADSLモデム 

スプリッタ 

パソコン 

speax

ADSL 
回線 
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ADSL回線に切り替わったときに、電話やファク
スが使えなくなることがあります。そのようなと
きは、次のことを確認してください。 
・ブランチ接続をしていませんか？ブランチ接続
をしている場合は、本機以外に接続されている
機器を外してください。　 ブランチ接続　 p12 

・スプリッタを交換することで、電話やファクス
が使えるようになる場合があります。詳しくは、
ご加入のADSL接続事業者にお問い合わせくだ
さい。 

“キロクシガ　ツマリマシタ”と表示されたとき 
“キロクシガ　ツマリマシタ”と“ソウサパネル
アケテクダサイ”が交互に表示される場合は、記
録紙がつまったか、または記録紙の給紙不良が考
えられます。操作パネルを開け、記録紙がつまっ
ているかどうかを確認してください。 

1 記録紙カバーを前に倒す 

記録紙を取り除き、記録紙カバーをおこす 

3 操作パネルを開ける 
親機右側面にある操作パネル開レバーを矢印の方向
に引き上げながら、操作パネルを開けてください。 

2

・ADSL関連機器によっては、正常に動作しないこ
とがあります。お気づきの点がありましたら、ご
加入のADSL接続事業者にお問い合わせください。 

操作パネル
開レバー 

操作パネル 

・作業するときは、操作パネルを一番上まで持ち上
げて開いてください。中途半端に開いた状態では、
操作パネルの重さで、作業中に閉まることがあり
ます。 

・作業中は、指をはさまないように注意してください。 

 
次のようなことが起こるときがあります。 
・ナンバー・ディスプレイが正常に動作しない 
・携帯電話に電話がかけられない 
・特殊な相手先（フリーダイヤルなど）に電話がかけ

られない 
このような場合、本機が正常に動作するかどうか、次
の確認作業を行ってください。 

1. 本機をADSLモデムから取り外す 
2. ADSLモデムを電話コンセントから取り外す 
3. 本機を直接、電話コンセントに接続する 

この状態で正常に動作する場合は、本機に異常はあり
ません。ご契約内容の条件やADSLモデムの設定など
が原因として考えられますので、ご加入のIP電話事業
者にお問い合わせください。 

電話として使うとき 

 
ADSL回線との接続状態やインターネットの状態など
によっては、ファクスが正常に送受信できないことが
あります。ひんぱんに送受信の異常が発生する場合は、
一般電話（加入電話）の回線を経由して電話する方法
でご使用ください。一般電話（加入電話）の回線を経
由して電話する方法はADSLモデムごとに異なります。
詳しくは、お使いのADSLモデムの取扱説明書をご覧
になるか、ご加入のIP電話事業者にお問い合わせくだ
さい。 

ファクスとして使うとき 

IP電話機能付きADSLモデムにつないだとき 

ご利用にあたって 
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5 操作パネルを閉じる　　 本ページ左側　手順3

7 を押す　　　　　本ページ左側　手順5

8 記録紙をセットする 
記録紙をセットする　 p16

 
原稿送り用ローラを清掃してください。 

原稿送り用ローラの清掃 　 p6 4

“ゲンコウガ　ツマリマシタ”と“ローラヲ　セイソウシテクダサイ”が交互に表示された 

6 を押す　　 　　本ページ左側　手順4

1 記録紙を取り除く 
記録紙カセット内にある記録紙を取り除きます。　 

p61右側　手順1, 2

3

2

原稿を取り除く 
つまった原稿を矢印の方向に引き抜きます。 

操作パネルが浮いています。確実に閉めてください。
操作パネルがきちんと閉じていないと、原稿づま
りや記録紙づまりの原因となります。 

・作業するときは、操作パネルを一番上まで持ち上
げて開いてください。中途半端に開いた状態では、
操作パネルの重さで、作業中に閉まることがあり
ます。 

・作業中は、指をはさまないように注意してください。 

“ゲンコウガ　ツマリマシタ”と表示されたとき 
コピーやファクス送信中に原稿がつまりました。 

操作パネルを開ける　　　　p61右側　手順3

4 青色ギヤを矢印の方向に回し、インクフィ
ルムのたるみを取る　　本ページ左側　手順2

操作パネルの両端を、矢印の方向に「カチッ」とい
う音がするまで押し込みます。 

操作パネルを閉じると、“インクフィルムヲ　コウカ
ンシタ？”が表示されます。 

3 操作パネルを閉じる 

または何もしないで3秒経過
する 

2 青色ギヤを矢印の方向に回し、インクフィ 
ルムのたるみを取る 

1 記録紙を取り除く 
つまった記録紙を矢印の方向に引き抜きます。 

・記録紙は破れないように静かに取り除いてください。
取り除く途中で記録紙が破れてしまったときは、
紙片を親機の中に残さないようにすべて取り除い
てください。 

給紙不良です。記録紙給紙用ローラを清掃してく
ださい。 記録紙給紙用ローラの清掃 　p65

記録紙がつまっていなかった場合 

記録紙がつまっていた場合 

　　　 を押す コウカン　1：ハイ　2：イイエ 

カチッ 

4 または何もしないで3秒経過する 

6 記録紙をセットする　記録紙をセットする　 p16

 
記録紙給紙用ローラを清掃してください。 

 記録紙給紙用ローラの清掃　 p65

“キロクシガ　ツマリマシタ”とくり返し表示された 

　　　 を押す フィルムサ゛ンリョウ　：　■■□ 5

“ソウサパネルガ　アイテイマス”と表示されたとき  

インクフィルムがなくなりました。インクフィル
ムを交換してください。 

インクフィルムを交換する　 p63左側 

“インクフィルム　コウカン”と表示されたとき  

原稿読み取り部を清掃してください。 
原稿読み取り部の清掃　 p64

“ヨミトリブ　セイソウ”と 
“ソウサパネル　アケテクダサイ”が交互に表示されたとき  
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3 青色ギヤを矢印の方向に回し、インクフィ 
ルムのたるみを取る 

青色ギヤ 

2 カートリッジを取り付ける 
青色ギヤが、手前側になるように取り付けてくださ
い。 

A

カチッ 

B

AのツメがBの穴に 
はまります。 

レバーを持って 
矢印の方向に広げます。 

手前
側 

1 新しいカートリッジを広げる 
カートリッジを取り付ける 

4 操作パネルを閉じる 
操作パネルの両端を、矢印
の方向に「カチッ」という
音がするまで押し込みます。 

または何もしないで3秒経過する 

または何もしないで3秒経過する 

・“2：イイエ”を選ぶと、フィルムの残量が正し
く表示されません。 

インクフィルム残量を表示する　 p45

6 　　　 を押す 

ツマミ サーマルヘッド 

・交換用インクフィルムは、指定（型名：SPFA430 ）
のインクフィルムをお使いください。当社製以外
のインクフィルムは使用できません。また、当社
製のものであっても、型名：SIF-A4040、
SIF-A4030Tのインクフィルムは使用できません。 

・指定以外のインクフィルムを使用すると、故障や
印字かすれなどの原因となります。 

・廃棄時以外は、インクフィルムカートリッジを分
解しないでください。破損する場合があります。 

・サーマルヘッドの周辺は高温になっている場合が
あります。高温時は、手を触れないようにご注意
ください。やけどをする場合があります。 

・サーマルヘッド両端の金属部分に手を触れないよう、
ご注意ください。 

インクフィルムを交換する 

1 記録紙を取り除く 
記録紙カセット内にある記録紙を取り除きます。 

p61右側　手順1, 2

3 使用済みのカートリッジを取り外す 
カートリッジの左右のツマミをつまんで、取り外し
てください。 

次の手順でインクフィルムカートリッジ（以降 
カートリッジと略す）を取り外してください。 

インクフィルムカートリッジを取り外す 

・作業するときは、操作パネルを一番上まで持ち上
げて開いてください。中途半端に開いた状態では、
操作パネルの重さで、作業中に閉まることがあり
ます。 

・作業中は、指をはさまないように注意してください。 

2 操作パネルを開ける　　　　 p61右側　手順3

インクフィルムヲ　コウカンシタ？ 

フィルムサ゛ンリョウ　リセット？ 

5 　　　 を押す 

7 　　　 を押す １：リセット　２：トリケシ 

リセット　シマシタ 

フィルムサ゛ンリョウ　：　■■■ 

9 記録紙をセットする 
記録紙をセットする　 p16

・“2：トリケシ”を選ぶと、フィルムの残量が正
しく表示されません。 

8 　　　 を押す 

コウカン　１：ハイ　２：イイエ 
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p61右側　手順32 操作パネルを開ける 
p61右側　手順32 操作パネルを開ける 

水に浸した布を固く絞って、拭いてください。 

4 ローラを拭く 

3 ガラス面を柔らかい布で拭く 

原稿送り用ローラが汚れると、原稿づまりの原
因になります。月に1回くらいの周期で清掃し
てください。 

1 記録紙を取り除く 
記録紙カセット内にある記録紙を取り除きます。 

p61右側　手順1, 2

原稿送り用ローラの清掃 

・作業するときは、操作パネルを一番上まで持ち上
げて開いてください。中途半端に開いた状態では、
操作パネルの重さで、作業中に閉まることがあり
ます。 

・作業中は、指をはさまないように注意してください。 

1 記録紙を取り除く 
記録紙カセット内にある記録紙を取り除きます。 

p61右側　手順1, 2

・作業するときは、操作パネルを一番上まで持ち上
げて開いてください。中途半端に開いた状態では、
操作パネルの重さで、作業中に閉まることがあり
ます。 

・作業中は、指をはさまないように注意してください。 

 
・使用済のインクフィルムには、コピーや受信したと

きの内容が白く残っています。内容を他の人に見ら
れたくないときは、ハサミなどで切ってから捨てて
ください。 

・使用済のインクフィルムカートリッジは、お住まい
の地域で定められた分別により捨ててください。イ
ンクフィルムの芯は紙、フィルム部分はポリエステル、
カートリッジはポリスチレン、金属などでできています。 

インクフィルムカートリッジの処分方法について 

・お手入れ前に親機の電源プラグをコンセントから
抜いてください。電源プラグを抜くと、時計の 
データなど、消えてしまう情報がありますので、
ご注意ください。 停電したとき　 p67 

・ベンジン、シンナーなどの有機溶剤、アルコール
は絶対に使用しないでください。変形や変色の原
因となります。 

お手入れのしかた 

装置表面の汚れは、薄めた台所用中性洗剤に浸し
た布を固く絞って拭き取り、最後に乾いた柔らか
い布で拭いてください。水拭きをするときは、布
を固く絞ってから拭いてください。 

原稿を読み取る部分のガラス面が汚れると、コ 
ピーや相手の記録画に汚れが出てしまいます。原
稿読み取り面は、月に1回くらいの周期で清掃し、
いつもきれいにしておいてください。 

親機・子機の外装の清掃 

原稿読み取り部の清掃 

 
・テスト用インクフィルム ：A4記録紙　約20枚 
・別売インクフィルム（30m） ：A4記録紙　約95枚 
電源を入れたときやカバーを閉めたとき、品質保証の
ためインクフィルムの巻き取り（約3cm）を行います。
このため、ご使用の状況によっては、プリントできる
枚数が少なくなる場合があります。 

インクフィルム1本でプリントできる枚数は 

6 操作パネルを閉じる　 　　p62左側　手順3

記録紙をセットする　 p16

7 記録紙をセットする 

5 青色ギヤを矢印の方向に回し、インクフィ
ルムのたるみを取る 

ローラ 

原稿読み取り面 
（ガラス面） 
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2
青色ギヤを矢印の方向に回し、インクフィ 
ルムのたるみを取る 

水に浸した布を固く絞り、記録紙給紙用ローラを手
で回しながら、ローラの表面全体を拭きます。 

3 記録紙給紙用ローラを拭く 

p61右側　手順3操作パネルを開ける 
・作業するときは、操作パネルを一番上まで持ち上
げて開いてください。中途半端に開いた状態では、
操作パネルの重さで、作業中に閉まることがあり
ます。 

・作業中は、指をはさまないように注意してください。 

白いギア 

記録紙がうまく送れないときや、プリントした記録
紙が汚れるときは、記録ローラを清掃してください。 
水に浸した布を固く絞り、記録ローラを手で回し
ながら、ローラの表面全体を拭きます。 

長い間使用していると記録紙給紙用ローラに紙の
粉などが付いて、うまく送れなくなる場合があり
ます。月に1回くらいの周期で清掃してください。 

記録紙給紙用ローラを清掃するときは、操作パネル
を開ける前に記録紙カセットから記録紙を取り除き、
記録紙カセットを取り外してください。記録紙カ 
セットを取り外さないと、記録紙給紙用ローラが隠
れてしまい、拭くことができません。 

記録ローラの清掃 

記録紙給紙用ローラの清掃 

・ローラの軸に取り付けられている白いギヤには潤
滑剤が塗布されていますので、触らないようにし
てください。 

1 記録紙カセットを取り外す 

水に浸した布を固く絞り、原稿送り用ローラ1を手で
矢印の方向に回しながら、原稿送り用ローラ1および
2の表面全体を拭きます（ローラ1を回すと、ローラ
2も回ります）。 

3 原稿送り用ローラを拭く 

原稿送り用ローラ1

白いギア 

原稿送り用 
ローラ2

・ローラの軸に取り付けられている白いギヤには潤
滑剤が塗布されていますので、触らないようにし
てください。 

5 操作パネルを閉じる　 　　p62左側　手順3

記録紙をセットする　 p16

6 記録紙をセットする 

4
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型　名 

SP-ZK30（カナ表示） 

増設する子機は別途、本機をお買い上げいただい
た販売店で、お買い求めください。 

 
必ず下記の型名をご指定ください。指定以外の子機は
ご使用になれません。 

増設できる子機 

 
SPXS21は最大2台まで、SPXS21Wは最大1台ま
で子機を増設できます。付属の子機と合わせて、合計3
台となります。 

増設できる子機の台数 

 
増設子機を使うためには、識別番号（IDコード）の登
録が必要です。増設子機に同梱の説明書に従って増設
を行ってください。 

子機を使える状態にするには 

13,650円（税抜13,000円） 

標準価格 

子機を増設するとき 

・電池パックを入れていない状態で、子機を充電器
に置かないでください。 

・電池パックは必ず本機専用のもの（SP-N1）を 
使ってください。 

・電池パックのコードを、強くひっぱらないでくだ
さい。また、電池カバーではさまないように注意
してください。故障の原因になります。 

1 電池カバーを外す 

2 古い電池パックを 
取り出す 

3 新しい電池パックを取り付ける 

電池カバーを下に押しな
がら手前に引くと外れま
す。 

電池パックを取り付ける　 p14

4 充電器に置いて充電する 
新しい電池パックは充電されていません。10時間以
上、充電してください。 

・電池パックは必ず本機専用のものを使用してください。 
電池仕様：SPN1，2.4V，600mAh 
 
 
 

・新しい電池パックは充電されていません。電池パックを
交換したときは、子機を充電器に置いて10時間以上充
電してください。 

・電池パックにはニカド電池を使用しています。ニカド 
電池はリサイクル可能な貴重な資源です。交
換した電池パックはもちろん、本機を廃棄す
る際には、ショートによる発煙、発火の恐れ
がありますので、電池パックを取り出し、端
子を絶縁するためにテープを貼るかポリ袋に 

入れて、お買い上げいただいた販売店、またはお近く
の「ニカド電池リサイクル協力店」へお持ちください。 

・「ニカド電池リサイクル協力店」へのお問い合わせは下
記へお願いします。 
- 本機または電池パックをお買い求めいただいた販売店 
-「（社）電池工業会小形二次電池再資源化推進センターおよび
充電式電池リサイクル協力店くらぶ」事務局　（（社）電池工
業会ホームページ　http://www.baj.or.jp/　をご参照ください。） 

・電池パックの寿命は、使用の有無にかかわらず、約2年
です。 

・電池パックの購入については、お買い上げの販売店に
お問い合わせください。 

・電池パックを交換しても、電話帳に登録した電話番号
は消去されません。 

型　名 

SP-N1（ニカド電池） 1,680円（税抜1,600円） 

標準価格 

子機について 

危険 

電池パックを交換する 

● 子機の充電は、子機専用の充電器を使用してくだ
さい。その他の充電条件で充電すると、電池パッ
クの液漏れによる周囲の汚染や発熱による火災、
破裂によるけがの原因となることがあります。 

● 電池パックを単体では充電しないでください。電池
パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 

● 専用の電池パックを使用してください。また、専
用の電池パックは他の機器には使用しないでくだ
さい。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原
因となります。 

● 電池パックを水や火の中に投入したり、加熱しな
いでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂
させる原因となります。 

● 電池パックに直接はんだ付けしないでください。
電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因とな
ります。 

● 電池パックのコネクタの赤（プラス）・黒（マイナス）
を針金などの金属類で接触しない（ショートさせ
ない）でください。火災・感電の原因となります。 

● 電池パックを分解・改造しないでください。電池
パックの発熱、破裂の原因となることがあります。 

● 電池パックのビニールカバー（チューブ）は、は
がさないでください。電池パックを液漏れ、発熱、
破裂させる原因となります。 

● 万一、電池パックが液漏れして、液が目に入った
ときは、失明の恐れがありますので、こすらずに
すぐにきれいな水で洗ったあと、ただちに医師の
治療を受けてください。また、漏れた液が皮膚や
衣服に付いたときは、きれいな水で洗い流してく
ださい。皮膚がかぶれたりする原因になります。 

● 電池パックを使用中や充電中、または保管中に異
臭を発したり、発熱したり、変色・変形その他、
今までと異なることに気がついたときは、子機か
ら電池パックを取り外し、使用を中止してください。 
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ファクス送信中や受信中に異常があると、ディスプレイに“ツウシン　イジョウ”などのアラームが表示
されます。 
・送信時の異常の場合 … 不達レポートが自動でプリントされます。　 p32 
・受信時の異常の場合 … 通信管理レポートをプリントする操作を行ってください。　 p49 
各レポートの“ツウシン　ケッカ”欄に記録される2桁の英数字（エラーコード）で、下表より異常内容
と対処方法を確認してください。 

p19 
p41 

 
p54 
p31

p33 
p37 
p36 
p28 
p49 

 
p20、p25、p54 
p45、p62、p63

消えてしまう情報 消えない情報 

エラーコードが表示されたとき 

なお、上記以外にも、電話回線や相手先での異常が考えられます。再度送受信してみてください。 

停電したとき 
停電したときや親機の電源プラグをコンセントから抜いたときは、親機・子機ともに使用できません。 
停電したとき、消えてしまう情報と消えない情報があります。 

 
・停電が復旧すると、本機は自動的に使用できる状態に戻ります。 
・停電したときは、時計が初期化され、2003年1月1日0時0分になります。 

この場合は、時刻をセットしてください。時刻をセットする　 p17

停電が復旧したとき 

■エラーコード表 
エラーコード 内容と対処方法 参照ぺージ 

40 記録紙がなくなりました。記録紙を入れてください。 p16

41 記録紙がつまりました。取り除いてください。 p61

45
メモリがいっぱいになりました。不要な留守電の用件を消去するか、メモリ受信を
「しない」に設定してください。 p37、p47

46 原稿がつまりました。セットし直してください。 p62

p63

47 操作パネルが開いています。閉めてください。 p62

71 相手先から応答がないため、送信できませんでした。相手先に確認してください。 ー 

74,75 電話回線に雑音が多くて送信できませんでした。もう一度送り直してください。 

BA インクフィルムがなくなりました。新しいインクフィルムに交換してください。 

ー 

76,77 送信の途中で相手先が受信を終了してしまいました。相手機の記録紙がなくなった、
もしくは、記録紙がつまった可能性があります。相手先に確認してください。 ー 

92,96,97,98 受信の途中で相手先が送信を終了してしまいました。相手先で原稿がつまった可能
性があります。相手先に確認してください。 ー 

・親機に記憶されているリダイヤルの電話
番号 

・時計のデータ 
・ナンバー・ディスプレイ利用時、親機に
記憶されている着信データ 

・画質モード（“フツウ”に戻ります） 

・メモリ代行受信文書 
・留守番電話に録音した自作応答メッセージ 
・留守番電話に録音された用件 
・通話録音した内容 
・通信管理レポート 
・子機に記憶されている電話帳・リダイヤル 
・着信データ 

・インクフィルム残量 
・登録した電話番号や各種の設定値 
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こんなときは 内　容 参照
ページ

待
機
中

ディスプレイに何も表示されない ・電源プラグは電源コンセントに差し込んでありますか？ p14,17
“キロクシガ　ツマリマシタ”“ソウサ
パネル　アケテクダサイ”と交互に表
示が出た

・記録紙がつまっていませんか？
・記録紙がつまっていない場合は、記録紙の給紙不良です。記
録紙給紙用ローラを清掃してください。

・記録紙がつまっている場合は、操作パネルを開けて記録紙を取
り除いてください。

p61
p65

p62

“フツウシヲ　イレテクダサイ”と表示
が出た

・受信した文書や、自動で出力されるレポートのプリント待ち
です。記録紙をセットしてください。

p16

“ヨミトリブ　セイソウ”“ソウサパネ
ル　アケテクダサイ”と交互に表示が
出た

・原稿読み取り部を清掃してください。 p62,64

“インクフィルム　コウカン”と表示が
出た

・インクフィルムを交換してください。 p62,63

電
話
（
親
機
／
子
機
）

受話器から何も聞こえない ・電源プラグは電源コンセントに差し込んでありますか？
・電話回線が接続されていますか？
・受話器のコードは接続されていますか？
・子機を使用中ではありませんか？

p14,17
p16
p16
p19

電話を受けることはできるが、かける
ことができない

・回線種別の設定が合っていますか？
・ターミナルアダプタを使用していませんか？

p41
p60

電話をかけることはできるが、受ける
ことができない

・ナンバー・ディスプレイやダイヤルインの契約をしている場
合は、必ず「利用する」に設定してください。

・ターミナルアダプタを使用していて、ターミナルアダプタ側
でダイヤルインの設定をしている場合は、本機側のダイヤル
インの設定を「利用しない」にしてください。

p51,59

p59

ベルが鳴らない ・ベルの音量調整が「切」になっていませんか？ p28

ベルの音が小さい（大きい） ・ベルの音量を調整してください。 p28
ベルが鳴り、電話をとったが何も聞こ
えない

・相手がファクスかもしれません。親機の［スタート／コピー］
ボタン（子機では［内線］ボタンを押したあと［6］）を押
してください。

p33

相手の声が聞き取りにくい ・受話音量を調整してください。 p28
トーン（プッシュ）信号の送出のしか
たは？

・p29 をご覧ください。 ー

着信ベル／呼出ベルの意味がわからな
い

・p32、44をご覧ください。 ー

公衆電話で電話をかけた相手から、応
答もしないのに通話料金がかかると言
われた
また、呼出音が少しおかしいと言われ
た

・p32、44をご覧ください。 ー

電話をかけたとき、相手に自分の電話
番号が表示されるのか？

・相手が NTT 東日本またはNTT 西日本のナンバー・ディス
プレイを契約している場合、自分の電話番号を通知したとき
に表示されます。

・ファクス送信のとき、お客様が自分の電話番号を登録してい
たら、その番号が相手機に表示されます。

p50

p42

親機から子機を呼び出せない
親機に次の表示が出た
　“デンパ　シヨウチュウ”
　“コキ　オウトウ　アリマセン”
子機から、親機や他の子機が呼び出せ
ない

・子機を親機に近づけてみてください。
・親機のアンテナの向きを変えてみてください。
・親機あるいは子機の近くに電気製品や電子機器がありませ
んか？約 2m以上離してご使用ください。

・近くで他のコードレス電話機を使用していませんか？
・子機は充電されていますか？

p13
p17

p12,13

p13
p15

電話をかけてから呼出音が聞こえ始め
るまでに時間がかかる

・相手の方がナンバー・ディスプレイをご利用の場合は、接続
までに時間がかかることがあります。

p50

“カイセン　カクニン”と表示が出た ・電話回線接続コードが抜けていませんか？
・話し中に相手が電話を切り、一定の時間が経つと表示されま
す。

p16

受話器が温かい ・コピーやファクスを送受信したあとは、受話器が温かくなる
ことがありますが、問題なくご使用いただけます。

ー

困ったときは（Q&A） 
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こ
ん
な
と
き
は 

電
話
（
子
機
）

電話がかけられない（「ツー」という音
が聞こえない）

・親機の電源プラグは、電源コンセントに差し込んであります
か？

・子機は充電されていますか？
・親機に電話回線が接続されていますか？
・親機から離れすぎています。親機に近づいてください。
・親機が通話中、またはファクスの送信／受信、コピーをして
いませんか？

・[ 通話 ] ボタンを押しましたか？

p17

p15
p16
p13
p19

p19
ベル（呼出音）が鳴らない ・ベルの音量調整が「OFF」になっていませんか？

・親機に近づいてみてください。
・親機のアンテナの向きを変えてみてください。
・子機は充電されていますか？

p29
p13
p17
p15

相手の声が聞き取りにくい ・受話音量を調整してください。
・いつも聞き取りにくいときは、受話音量を全体的に大きく設
定してください。

p29
p45

相手からこちらの声が聞き取りにくい
と言われる

・送話音量を全体的に大きく設定してください。 p45

通話中に声がとぎれたり雑音が入る ・子機は電波を使っているため、通話中に雑音が入ることがあ
りますが、故障ではありません。

・親機に近づいてみてください。
・親機のアンテナの向きを変えてみてください。
・テレビやラジオなどの電気機器から離れてみてください。
・蛍光灯が近くにあったら離してみてください。
・子機の近くに携帯電話などの充電器があったら離してみて
ください。

p13

p13
p17

p12, 13
p12, 13
p12, 13

通話中に「ピッピッピッ…」という音が
鳴り、  が点滅した

・電池の充電残量が少なくなっています。充電をしてくださ
い。

p15

通話中にすぐに電池がなくなる ・電池パックを交換してください。 p66

充電器に置いたとき、[ 切 ] ボタンが点
灯しない

・充電器のプラグを電源コンセントに差し込んであります
か？

・充電器に正しく置いてください。

p14

p15
他のファクシミリの子機を本機の子機
として使えるのか？

・使えません。子機を増設する場合は指定の増設コードレス電
話機セットをお買い求めください。

p66

増設子機が使えない ・増設子機に対する識別番号（IDコード）の登録が必要です。
増設子機に同梱の説明書に従って増設を行ってください。

p66

子機で通話中、突然通話が切れて、親
機が保留状態になる

・親機に近づいて使用してください。
・電池パックを交換してください。

p13
p15, 66

フ
ァ
ク
ス
（
コ
ピ
ー
）

コピーが白紙になる ・コピーする面を裏向きにして原稿をセットしましたか？ p18
コピー中に「ピーピーピーピーピー」
という音が鳴った

・[ ストップ ] ボタンを押すと、音が止まります。
・原稿がつまっています。
・記録紙の給紙不良です。記録紙給紙用ローラを清掃してくだ
さい。

・記録紙がつまったか、なくなっています。

p62
p65

p16, 61

コピーがかすれた
コピーがうすい

・原稿読み取り濃度を濃くして、もう一度コピーを取ってくだ
さい。

p45

コピーが鮮明でない ・原稿読み取り面を清掃してください。
・当社指定の記録紙を使用してください。

p64
p11, 74

コピー画の左端または右端が欠ける
（シングルモードコピー  p34）

・A4 の原稿のとき、原稿セットガイドをB4の位置のまま
で、左右どちらかに合わせてコピーすると、プリント結果
が約2 ～3cm欠けます。原稿セットガイドは必ず合わせ
てください。

p30

コピー画面の両端または片側に、数本
黒い線が印刷される
（マルチモードコピー  p34）

・A4 の原稿のとき、原稿セットガイドをB4の位置のまま
で、左右どちらかに合わせてコピーすると、プリント結果
が縮小され、両端または片側に黒い線がプリントされる場
合があります。

p30

記録紙の裏面が汚れる ・記録ローラ、記録紙給紙用ローラを清掃してください。 p65

B4サイズの原稿をコピーすると、両
端が欠ける

・シングルモードコピーでは、A4サイズ幅でのプリントとな
り、両端が印刷されません。
B4 →A4に縮小してプリントしたい場合は、マルチモード
コピーで行ってください。

p34

こんなときは 内　容 参照
ページ
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フ
ァ
ク
ス
（
送
信
）

原稿をセットすると“ゲンコウガ　ツ
マリマシタ”の表示が出る
原稿をセットしたのに“ゲンコウガ
アリマセン”の表示が出た
原稿が送り込まれていかない

・いったん操作パネルを開け、操作パネルを閉じてください。
・原稿送り用ローラを清掃してください。
・原稿が自動的に引き込まれるまで軽く差し込んでください。
・原稿が厚すぎます。
・原稿が薄すぎます。
・原稿が小さすぎます。

p61
p64
p30
p30
p30
p30

原稿が斜めに入った ・原稿を取り除き、もう一度やり直してください。
・原稿セットガイドを原稿の幅に合わせてください。
・原稿送り用ローラを清掃してください。

p62
p30
p64

原稿の読み取り中に「ピーピーピー
ピーピー」という音がして止まってし
まい、“ゲンコウガ　ツマリマシタ”と
“ローラヲ　セイソウシテクダサイ”と
いう表示が交互に出た

・原稿を取り除き、もう一度やり直してください。
・原稿送り用ローラを清掃してください。

p62
p64

原稿が送られず、“アイテサキ　ムオウ
トウ”と表示が出た

・相手先の電話番号を確認してください。
・相手先が電話に出ません。しばらくしてから、もう一度かけ
直してください。

・相手先のファクスが受信できない状態になっています。相手
先に確認して、もう一度送り直してください。

ー

原稿が送られず、“アイテサキ　ハナシ
チュウ”と表示が出た

・相手先が話中です。しばらくしてから、かけ直してください。
・回線が混み合っています。しばらくしてから、かけ直してく
ださい。

ー

何回送信しても“サイハッコ　マチ”
になる

・相手が話中です。
・電話がかけられるかを確認してください。
・手動で送信してみてください（手動とは、電話をかけて話
をして、そのあとに双方がファクスを送る／受ける操作を
する方法です）。

p31
p19
p32

送信中に「ピーピーピーピーピー」と
いう音が鳴り出した

・相手のファクスに記録紙切れなどが起きたため、送信が中
断されました。相手先に確認して、もう一度送り直してく
ださい。

ー

送信に時間がかかる ・画質モードの設定が「コマカイ」、「シャシン」のときは、「フ
ツウ」や「チイサイ」のときに比べ、送信に時間がかかります。

・原稿に黒い部分が多いときや原稿の裏に印刷があるときは、
送信に時間がかかります。

・回線の状態が悪い場合は、送信に時間がかかることがありま
す。

p31

モーター音が大きくなることがある ・送信に時間がかかるようなときには、モーター音が若干大き
くなることがありますが、故障ではありません。

p31

海外への送信ができない ・海外へ送信するときは、国内と違い接続に時間がかかりま
す。手動で送信するのが確実です（手動とは、電話をかけて
話をして、そのあとに双方がファクスを送る／受ける操作を
する方法です）。

・海外通信の設定をすると、エコーキャンセルや、ファクス信
号を長く送出するため、海外との通信がしやすくなります。

p32

p46

送ったファクスが縮小された ・相手機（受信側）がA4サイズの記録紙を使用している場合、
B4サイズの原稿を送ると自動的にA4に縮小して送信され
ます。

・A4の原稿のとき、原稿セットガイドをB4の位置のままで、
原稿をガイドの左右どちらかに合わせて送信すると縮小し
て送信され、記録面の両端または片側に黒い線がプリントさ
れます。原稿セットガイドを原稿の幅に合わせてください。

p31

p30

送受信でサイズが違う ・ファクスの場合は、送受信で若干の差が出ます。原稿／記録
紙の送り誤差（原稿読み取りおよび受信画の伸び縮み）があ
ります。

・1つ上の項目も参照してください。

ー

送信した原稿が相手先で白紙になる ・原稿を表裏逆にセットしませんでしたか？送る面を「裏 向
き」にセットし、もう一度送り直してください。

・相手先の記録紙の向き（表裏）が正しくないかもしれませ
ん。相手先に確認してもう一度送り直してください。

p30

こんなときは 内　容 参照
ページ
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こ
ん
な
と
き
は 

フ
ァ
ク
ス
（
送
信
）

相手先で受信した記録がかすれた
相手先で受信した記録がうすい

・原稿読み取り濃度を濃くして、もう一度送り直してくださ
い。

p45

相手先で受信した記録の状態が鮮明で
ない

・本機でコピーを取ってください。コピーが鮮明でないとき
は、原稿読み取り面を清掃してください。コピーが鮮明なと
きは回線または相手側に原因があると思われます。もう一度
送り直してください。

・通信中にキャッチホンが入ると画像が乱れることがありま
す。もう一度送り直してください。

・画質モードを変えて送ってみてください。

p34,64

p57

p31

相手先で受信した記録に黒いすじが入
る

・本機でコピーを取ってください。コピーにも黒いすじが入る
ときは、原稿読み取り面を清掃してください。コピーが正常
なときは、相手側に原因があると思われます。もう一度送り
直してください。

p34,64

  
フ
ァ
ク
ス
（
受
信
）

“シバラク　オマチクダサイ”と表示が
出たままになった

・電源プラグを入れたまま、しばらく使用を控えてください。 ー

“キロクシガ　ツマリマシタ”と表示が
出た

・記録紙の給紙不良です。記録ローラ、記録紙給紙用ローラを
清掃してください。

・記録紙がつまっています。

p65

p61
“フツウシヲ　イレテクダサイ”と表示
が出た

・記録紙がなくなっています。 p16

“ヨミトリブ　セイソウ”“ソウサパネ
ル　アケテクダサイ”と交互に表示が
出た

・原稿読み取り部を清掃してください。 p62,64

“インクフィルム　コウカン”と表示が
出た

・インクフィルムを交換してください。 p62,63

ベルが鳴り続けて、自動的に受信でき
ない

・受信したファクスをプリント中は受信できません。
・コピー中や登録中のときは、[ ストップ ] ボタンを押して、
コピーや登録をやめてください。

・相手先がファクス信号を出さないタイプのときは自動受信
できません。手動受信を行ってください。

・着信ベル回数が 8 回以上に設定されている場合、相手が自
動送信のファクスのときは受信できないことがあります。

・着信モードを電話専用に設定しているときは自動受信でき
ません。

・留守番電話などで、録音された用件によってメモリがいっぱ
いのときは、ベルが鳴り続けて受信できません。不要な用件
を消去してください。

p33

p44

p43

p37

受信中に「ピーピーピーピーピー」と
いう音が鳴り出した

・[ ストップ ] ボタンを押すと、「ピー」という音が止まります。
・記録紙の給紙不良です。記録ローラ、記録紙給紙用ローラを
清掃してください。

・記録紙がつまったか、なくなっています。
・インクフィルムがなくなっています。
・相手のファクスに原稿づまりなどが起きたため、受信が中断
されました。相手先に確認して、もう一度送り直してもらっ
てください。

p65

p16,61
p63

受信した記録紙が白紙になる ・相手先が原稿を表裏逆にセットしたかもしれません。相手先
に確認してください。

・相手先から後端部分が白い（文字が書かれていない）原稿が
送られてきた場合は記録紙が 2 枚に分かれ、2 枚目が白紙
になることがあります。

・受信縮小率を 100%に設定している場合は、記録紙が2 枚
に分かれ、2枚目が白紙になることがあります。

p46

受信した画像が鮮明でない ・通信中にキャッチホンが入ると画像が乱れることがありま
す。もう一度送り直してもらってください。

・本機でコピーを取ってください。コピーが鮮明なときは、回
線または送信側の異常です。相手先に連絡して、もう一度送
り直してもらってください。

p57

p34

受信した記録紙に黒いすじが入る ・本機でコピーを取ってください。コピーに黒いすじが入らな
いときは、回線または相手側に原因があると思われます。相
手先に連絡してもう一度送り直してもらってください。

・コピーに黒いすじが入るときは、speax（スピークス）イ
ンフォメーションセンターにご連絡ください。

p34

p75

こんなときは 内　容 参照
ページ
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フ
ァ
ク
ス
（
受
信
）

記録紙を入れるたびに、同じ内容が印
刷される

・A4長を超える原稿を受信した場合、記録紙が2枚以上に分
割されます。
このとき、記録紙が1枚しかセットされていないと、プリン
ト中に記録異常となり、記録紙を追加しても、はじめからプ
リントし直します。
常に多めに記録紙をセットしておいてください。

ー

記録紙がつまる
記録紙が送られない

・当社指定の記録紙を使用してください。
・セットできる枚数は 20枚までです。
・記録紙を補充するときは、記録紙カセットに残っている記録
紙を全て取り出し、追加する記録紙と合わせてよくさばいた
あと、先端をそろえてセットしてください。

・しわ、折れのある記録紙、湿っている記録紙などは使用しな
いでください。

・記録ローラ、記録紙給紙用ローラを清掃してください。

p11, 74
p16
p16

p11

p65

記録紙が一度に複数枚送られる ・当社指定の記録紙を使用してください。
・記録紙はよくさばいてください。
・記録紙を記録紙カセットに入れるときは、先端をそろえて、
そっと置いてください（奥まで差し込まないでください）。

・記録紙を補充するときは、記録紙カセットに残っている記録
紙を全て取りだし、追加する記録紙と合わせてよくさばいた
あと、先端をそろえてセットしてください。

・しわ、折れのある記録紙、湿っている記録紙などは使用しな
いでください。

p11, 74
p16
p16

p16

p11

プリントした記録紙が汚れるとき ・記録ローラ、記録紙給紙用ローラを清掃してください。 p65

ファクスの送信はできるが、受信がで
きない

・同じ回線にモデムが接続されていませんか？モデムの電源
をOFFにしてテストしてください。

・応答メッセージや通話録音、留守電の用件でメモリがいっぱ
いになっていると、メモリ受信ができません。不要な用件な
どを消去してください。

p60

p37

メモリオーバーによる通信異常が多発
する

・本機は、ファクス受信中にインクフィルムや記録紙がなく
なってもメモリ代行受信が働くように、いったんメモリに蓄
積しながらプリントしています。ただし、受信できるメモリ
容量を超えるデータ量の原稿が送られてくると、メモリオー
バーとなり受信できません。このようなことがひんぱんに起
こるときは、以下の操作を行ってください。
- 不要な用件を消す
- メモリ受信「しない」に設定する

p37
p47

海外からの受信ができない ・国によってはかなり回線状態が悪い場合があり、受信できな
いことがあります。

・ファクス信号を出さない装置からの場合、留守設定にしてく
ださい。無音検出機能で受信できます。

・コールバックサービスをご利用のときは、送受信の手順など
が違う場合があります。サービス提供会社などにお問い合わ
せください。

p36

海外からファクスを受けるときは、常
に「海外通信する」に設定しておく方
がよいのか？

・海外通信の設定は、ファクスを送るときの機能です。ファク
スを受けるときは関係ありません。

ー

ファクスかんたん受信ができない ・「ファクスかんたん受信をする」に設定されていますか？
・受話器から「ファクシミリを受信します。受話器を置いてお
待ちください」というメッセージを聞いてから、受話器を戻
してください。メッセージが流れる前に受話器を戻すと回線
が切断されます。

・周囲に騒音などがありませんか？
・相手がファクス信号を出さない機種の場合は、ファクスかん
たん受信はできません。親機の [ スタート／コピー ] ボタン
を押してください。子機では［内線］ボタンを押したあとに
［6］を押してください。

・受信したファクスをプリント中は受信できません。

p46
p33

p33

A4の原稿を受信しているが、縮小さ
れてしまう

・相手先（送信側）で原稿の大きさにきちんと原稿セットガイ
ドを合わせて送ったか確認してみてください。

・受信縮小率を93%、90%、85%に設定していませんか？ p46

記録紙、インクフィルムがなくなった
ときはどうなるのか？

・記録紙、インクフィルムがなくなったページからメモリ代行
受信します。

p33

ファクス情報サービスの取り出しかたは？ ・p34 をご覧ください。 ー

子機で出たときのファクスの受信方法は？ ・p33 をご覧ください。 ー

こんなときは 内　容 参照
ページ
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こ
ん
な
と
き
は 

留
守
番
電
話

留守設定ができない ・用件がいっぱいです。不要な用件を消去してください。 p37
留守設定にしているが、ベル回数を常
に一定にしたい

・「トールセイバしない」に設定すると、設定した回数だけ着
信ベルが鳴ります。

p35,40

留守番電話の内容が聞こえなくなって
しまった（用件件数は表示されている）

・モニタスピーカ音量が「切」になっています。 p28

留守設定時に自動送信で送られたファ
クスを受信できない

・着信ベル回数を7回以下に設定してください。 p44

外出先から操作（リモート操作）でき
ない

・留守設定にしてありますか？
・パスワードは登録しましたか？
・プッシュ信号の出せる電話機で操作していますか？
・「リモート操作する」に設定してありますか？

p36
p38
p38
p38

用件転送は6秒以上メッセージが録音
されないと転送されないのか？

・転送されません。内容のない用件が転送されるのを防止して
います。

p39

応答メッセージが流れない ・着信中に［留守］ボタンを押したとき、留守設定はされます
が、スピーカからメッセージは流れません。

p36

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

キャッチホンの操作は？
キャッチホンサービスを受けた場合の
ファクスの使用上の問題点は？

・p57 をご覧ください。 ー

停電時にダイヤルイン機能は使用でき
るか？

・使えません。 p57

ダイヤルインサービスを利用している
が、用件転送はできるか？

・用件転送はできます。 ー

NTT 東日本またはNTT西日本のボイ
スワープ（転送サービス）に加入した
が、電話への転送ができるか？

・着信ベル回数を、ボイスワープ（転送）するまでに鳴らすベ
ル回数より多い回数に設定してください。つまり、本機が自
動的に回線を接続する前にボイスワープ（転送）するように
しなければなりません。

・ボイスワープに加入すると、相手が電話の場合もファクスの
場合も転送されるので、ファクスの自動受信はできません。

p44

ナンバー･ディスプレイに加入し、使用
しているが、着信データが親機には残
るが、子機に残らないときがある

・子機が親機の電波の届かない場所に置かれていませんか？
子機を親機に近づけてみてください。

・子機の呼び出しが行われる前に親機で電話に出た。
・着信拒否やプライベートコール設定により、子機の呼び出し
が行われなかった。

p13

p20
p52,53

接
続
方
法

ホームテレホンまたはビジネスホンに
ファクスを接続できるか？

・接続できません。 ー

パソコンと接続しているが、ファクス
の受信ができない

・p60 をご覧ください。 ー

パソコンと接続しているが、時々ファ
クスが動作し、パソコン通信ができな
い

・パソコン、モデムの雑音電波で、ファクスが誤動作していま
す。装置を離して置いてみてください。

・パソコン通信の信号の影響でファクスが誤動作しています。
切替器により装置を分離してください。

p12

p60

そ
の
他

“ゲンコウガ　ツマリマシタ”と表示さ
れるが、原稿が取れない

・操作パネルを開け、原稿をゆっくりと引き抜いてください。 p62

発信元登録で電話番号を入れたが、登
録されない

・数字は文字入力一覧表に従って入力してください。ダイヤル
ボタンの数字ではありません。

本書の
最終ページ

スピークスのどのボタンを押しても何
も反応しない

・親機の場合は、電源プラグを電源コンセントからいったん抜
いて、再度差し込んでください。

・子機の場合は、電池パックのコネクタをいったん抜いて、再
度取り付けてください。

p17

p66

操作を間違えた ・p18 をご覧ください。 ー

こんなときは 内　容 参照
ページ
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・充電端子のない無接点充電方式です。

＊1：記憶容量は、留守電の応答メッセージや用件、通話
録音、メモリ代行受信などを含むすべての記憶容量
となります。

＊2：メモリ受信「しない」に設定（ p47）している
時の受信は、G3モードになります。

＊3：電送時間は、A4判700字程度の原稿を画質モード
「フツウ」（8×3.85line/mm）、通信速度9600
bpsで送ったときの時間です。これは、画像情報の
電送時間のみを示しており、通信の制御時間は含ま
れません。
実際の通信時間は、原稿の内容、相手機種、回線の
状態により変化します。

＊4：待受時とは、充電が完了したあと子機を充電器から
外し、一度も通話しない状態のことです。通話した
り、着信ベルが鳴ったりした場合には、待受時の電
池持続時間が短くなります。

原稿サイズ 最大：257（幅）×1000（長さ）mm
最小：128（幅）× 128（長さ）mm

記録紙サイズ 普通紙
・A4サイズ（210 × 297 mm）
・厚さ0.08～ 0.1mm

記憶容量 ＊ 1 A4（700文字程度）の原稿で約25 枚
（最大10文書）

有効読取幅 B4のとき：250 mm
A4のとき：208 mm

有効記録幅 205 mm

走査方法 CCDによる原稿移動型平面走査

走査線密度 主走査 8ドット /mm
副走査 コマカイ：15.4 line/mm

チイサイ： 7.7 line/mm
フツウ　： 3.85 line/mm

通信モード G3/ECM＊ 2

通信速度 9600/7200/4800/2400 bps

電送時間 ＊ 3 G3：約27秒　ECM：約12秒

記録方式 ・熱転写記録方式

適用回線 ・一般電話回線
・モデムダイヤルイン回線
・NCC回線

自動受信 有（電話 /ファクス自動切替機能内蔵）

電　源 AC 100 V　　　　50/60 Hz

消費電力 待機時 ：約　0.5W
送信時 ：約 15 W（標準的原稿）
受信時 ：約 16 W（標準的原稿）
コピー時：約 21 W（標準的原稿）
最大時 ：約 90 W

直流抵抗 107 Ω（20 mA）

外形寸法 約336（横幅）×213（奥行き）×133
（高さ）mm（突起部を除く）

質　量 約 3.3 kg（記録紙、インクフィルムを
除く）

使用環境 温度： 5 ～35 ℃
湿度：35 ～ 85 ％

推奨環境 温度：15 ～30 ℃
湿度：35 ～ 70 ％

仕様 
ファクシミリ 

・本機の外観・仕様などは、改良のため予告なく変
更することがあります。 

・本機を設置する場所が、NTT東日本またはNTT西
日本の交換機施設から離れていると、使用できな
いことがあります。NECフィールディング（株）
パーソナルコールセンターにご相談ください。 

　　p75

使用可能距離 見通し距離：約100 m

使用周波数帯 250 MHz / 380 MHz帯

送信出力 10 mW（FM）

〈子　機〉
電　源 DC 2.4 V（専用ニカド電池使用）

電池充電時間 約10時間

電池持続時間 連続待受時：約200 時間 ＊ 4

連続通話時：約 6 時間

外形寸法 約46（横幅）×43（奥行き）×185
（高さ）mm
（突起部を除く）

質　量 約150 g（電池パックを含む）

〈子機充電器〉
外形寸法 約76（横幅）×100（奥行き）×60

（高さ）mm

質　量 約155 g（電源コード含む）

消費電力 約1.0 W（充電時）

電　源 AC 100 V　50/60 Hz

録音方式 DSP 方式

最大録音時間 1件につき3分

合計録音時間 約15分（標準音声）

最大録音件数 30件

応答メッセージ 自作：2　　固定：1

コードレス電話 

留守番電話 
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録音 
外線と 
通話中 

：ボタンを押す ：受話器を取る ：受話器を戻す 

操作早わかりガイド 

電話 

電話 

ファクス／コピー 

親機と 
通話 

外線と 
通話 

転送 

内線通話 

通話録音 

電話を 
かける 

リダイヤル 
する 

電話帳で 
かける 

保留する 

通話に 
戻る 

かんたん受信 
「する」 
かんたん受信 
「しない」 
通話してから 
受信する 

子機で 
話す 

〈子機〉 

〈子機〉 

子機へ 

録音内容 
を聞く 

オンフック 
でかける 

外線と 
通話中 

内線 
番号*

子機と 
通話 

親機から 
の呼出 

または 
親機と 
通話 

親機から 
の呼出 

通話 相手先 
番号 

「ポー・ 
　ポー…」 

「ファクシミリを 
　受信します…」 

「ポー・ 
　ポー…」 

「ポー・ 
　ポー…」 

通話 原稿 
セット 

相手先 
番号 

相手が 
受信操作 

通話中 相手が 
送信操作 

通話 

キャッチ 
ホンの利用 

画質モード 

自動送信 

「プルルー・ 
　プップッ」 

外線と 
通話中 

つぎの人 
と通話 

内線番号*

相手を選ぶ 

通話 

通話中 

保留中 

子機で 
通話 保留中 

子機と 
通話 

通話 

※ 外線と通話中に［再生］ボタンを押すと、録音内容
や留守電の用件を相手と一緒に聞けます。 

※子機が出ないときは［保留／内線］ボタンを押します。 

フツウ　チイサイ　コマカイ　シャシン 

最初の人 
と通話 

原稿 
セット 

相手先 
番号 

電話帳で 
送信 

手動送信 

手
動
受
信 

コピー 

原稿 
セット 

相手先 
を選ぶ 

原稿 
セット 

着信音 
 （ベル） 

着信音 
 （ベル） 

複数部コピーする
ときは部数を指定 

電話を 
受ける 通話 着信音（ベル） 

ワンタッチ 
ボタンで送信 

原稿 
セット 

相手先 
を選ぶ 

ワンタッチ 
ボタンで 
かける 

通話 … 

*内線番号 ・親機 ………… 内線1 
　　　　　・付属の子機 … 内線2　 
　　　　　・増設子機 …… 1台目：内線3**、2台目：内線4
　　　　　・すべての子機を一斉に呼ぶとき …［　］ 
　　　　　　（子機を2台以上使用している場合） 
**SPX-S21Wでは内線3も付属の子機となります。 

通話 相手先 
番号 

再生 

… 

ベル 
音量 

受話 
音量 

待機中 
音
量
調
整 

通話中 小 中 大  

切 小 中 大  

切 1 2 3 4 5 6

スピーカ 
音量 

再生 

留守電 
留守の 
設定／ 
解除 

用件の 
再生 

用件の 
消去 

消去し 
たい用件 
を再生中 

※ 聞き終えた用件を一度
に消去したいときは
「用件は以上です」の
あと［消去］ボタンを
押します。 

または 

親機で 

＊
 

トーン 
信号を送る 

電話を 
かける 

以後のダイヤルはトーン 
（プッシュ）信号で送出される 
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電話を 
かける 

以後のダイヤルはトーン 
（プッシュ）信号で送出される 

または 
親機と 
通話 

：ボタンを押す ：充電器から取る ：充電器に戻す 

子機で 

電話 

転送 

電話を 
かける 

電話を 
受ける 

保留する 

通話に 
戻る 

親機で 
話す 

〈子機〉 

〈親機〉 

〈親機〉 

親機へ 

他の 
子機へ 

通話 相手先 
番号 

または 

相手先 
を選ぶ 

通話 

通話 着信音 

内線通話 

通話 

通話中 

保留中 

親機で通話 

子機からの 
呼出 

内線 
番号*

保留中 

※親機が出ないときは［内線］ボタンを押します。 

※子機が出ないときは［内線］ボタンを押します。 

外線と 
通話中 

親機と 
通話 

子機と 
通話 

外線と 
通話 

外線と 
通話中 

転送を 
伝える 

子機から 
の呼出 

相手の声 
を聞く 

外線と 
通話 

子機からの 
呼出 

子機と 
通話 

リダイヤル 
する 

クイック通話がONのとき 
電話がかかってきたとき、充電器に置いてある子機を取る
と［通話］ボタンを押さずに相手と話ができます。 
クイック通話がOFFのとき  
電話がかかってきたとき、［通話］ボタンを押すと、相手
と話すことができます。 
（本ガイドは、クイック通話OFFのときの説明です。） 

「標準」 「大」 「特大」 

電話 

トーン 
信号を送る 

キャッチ 
ホンの利用 

受話 
音量 

ベルの 
鳴／切 

外線と 
通話中 

つぎの人 
と通話 

「プルルー・ 
　プップッ」 

2秒以上押す 「切」 「大」 「小」 

音
量
調
整 

最初の人 
と通話 

通話 

通話 

通話 

電話帳で 
かける 相手先 

を選ぶ 

素早く 
探して 
かける 

該当する行のダイヤルボタンを 
何度か押し、相手を表示させる 

ワンタッチ 
ボタンで 
かける 

※送受話の切り替えおよび終話は、送話側のみ行えます。 

簡易子機間 
　　　通話 
トランシーバー 
　　　方式 

内線番号*

聞く 

話す 

送受話の 
切り替え 

送受話の 
切り替え 

話す 

聞く 

話す 

聞く 

または 

または 

または 

または 

または 

「ポー・ 
　ポー…」 

「ポー・ 
　ポー…」 

「ファクシミリを 
　受信します…」 

または 

または 

ファクス 

「ポー・ 
　ポー…」 

または 

通話中 相手が 
送信操作 

手動受信 
かんたん受信 
「する」 

かんたん受信 
「しない」 

通話してから 
受信する 

または 

*内線番号 ・親機 ………… 内線1 
　　　　　・付属の子機 … 内線2　 
　　　　　・増設子機 …… 1台目：内線3**、2台目：内線4　 
　　　　　・すべての子機を一斉に呼ぶとき …［　］ 
　　　　　　（子機を2台以上使用している場合） 
**SPX-S21Wでは内線3も付属の子機となります。 

＊
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再生 

外出先からの操作（外線リモート） 
本機に電話 
をかける 

・巻き戻し……… ・留守設定……… 

・用件再生……… ・留守設定解除… 

・早送り………… ・用件消去……… 

・用件転送設定… ・用件転送解除… 

プッシュ信号 

操作コード（下記） 

＃ 
＃ 
＃ 
＃ ＃ 

1
2
3
6 6

＃ 
＃ 
＃ 

＃ 
＃ 
＃ 

7
9
8

＃ 
＃ 
＃ 

1 2＃ ＃ 

＃ ＃ パスワード 

留守電 
設定 

“リモコンソウサ” 
を選ぶ（下記） 

用件の再生 

再生中の 
用件を消去 

聞き終えた 
用件を一度 
に消去 

用件を 
再生中 

解除 

用件を 
再生 

「用件は 
　以上です」 

「ピッピッ 
　ピッ…」 

早送り 用件を 
再生中 

巻き戻し 

操作コード 

用件を 
再生中 

20秒以内に 

“リモコンソウサ” 
を選ぶ（下記） 

20秒以内に 

6秒以内に 

“リモコンソウサ” 
を選ぶ（下記） 

20秒以内に 

“リモコンソウサ”の選びかた 

“リモコンソウサ”が 
表示されるまで押す 

または 

または 

または 

または 
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メインメニュー 機能メニュー 設定／登録内容（　　　はお買い上げ時の状態です） 参照
ページ

ショキセッテイ

ヒヅケ・ジコク 年月日と時刻の登録 p41

カイセンシュベツ PB、DP 、ジドウカイセンセンタク p41

ヒョウジノウド ■□□□□、■■□□□、■■■□□ 、■■■■□、■■■■■ p41

ジブンノバンゴウ 自分の電話番号（最大20桁）を登録する p42

ハッシンモトキロク ○（する） 、×（しない） p42

ハッシンモトトウロク 自分の名前（最大40文字）を登録する p42

デンワキノウ

ベルオン・メロディ
ベル（ヒョウジュン） 、ベル（ナリワケ）、
メロディ（A～C）

p43

チャクシンモード
デンワ／ファクスキリカエ 、ファクスセンヨウ、
デンワセンヨウ

p43

チャクシンベル 0～19回、6回 p44

ヨビダシベル 1～19回、10回 p44

ホリュウメロディ ホリュウメロディ1 、ホリュウメロディ2 p44

コキジュワ ヒョウジュン 、オオキイ p45

コキソウワ ヒョウジュン 、オオキイ p45

デンワチョウテンソウ 親機の電話帳を子機に転送する（一斉転送、個別転送） p26

ファクス・コピー
キノウ

フィルムザンリョウ
フィルム残量を4段階で表示する
■■■ ： 51～95枚、 ■■□ ： 16～50枚、
■□□ ：  1～15枚、 □□□ ： フィルムなし

p45

ヨミトリノウド ■□□□□、■■□□□、■■■□□ 、■■■■□、■■■■■ p45

カンタンジュシン ○（する） 、×（しない） p46

カイガイツウシン ○（する）、×（しない） p46

フタツレポート ○（する） 、×（しない） p46

ジュシンシュクショウ 85%、90%、93% 、100% p46

メモリジュシン ○（する） 、×（しない） p47

メモリブンショショウキョ メモリ受信文書を消去する p47

ルスバンデンワ
キノウ

ゼンヨウケンショウキョ 全ての用件を消去する p37

オウトウメッセージロクオン 応答メッセージの録音（応答メッセージ1・応答メッセージ2） p38

オウトウメッセージショウキョ 応答メッセージの消去（応答メッセージ1・応答メッセージ2） p38

トールセイバ ○（する）、×（しない） p40

リモートソウサ
○（する）、×（しない） 、
リモートパスワード（4桁）の登録

p38

ヨウケンテンソウ
○（する）、×（しない） 、用件転送先電話番号（最大
40桁）の登録、転送回数の設定（1～10回）

p39

〈手順〉 
ダイヤルボタンまたは 
［メニュー］ボタン 操作 

メインメニュー選択 機能メニュー選択 設定／登録 機能設定／登録早見表 
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ナンバー
ディスプレイ
キノウ

ナンバーディスプレイ ○（する） 、×（しない） p51

以下はナンバーディスプレイを「する」に設定した場合のみ

ナリワケ & プライベート
着信鳴り分け指定（ シテイナシ 、ベル（ヒョウジュン）、
ベル（ナリワケ）、メロディ（A～C））、
プライベートコール指定（ 全て 、内線番号*） 

p53

バンゴウリクエスト ○（する）、×（しない） p51

チャクシンキョヒ ○（する） 、×（しない） p52

コウシュウデンワ　キョヒ ○（する）、×（しない） p52

キョヒリスト　ヘンシュウ 着信拒否リストの登録／確認／削除 p52

ルスオウトウ　センタク ○（する）、×（しない） p51

キャッチホン ○（する）、×（しない） p56

ダイヤルイン

○（する）、×（しない） p59

以下はダイヤルインを「する」に設定した場合のみ

FAX専用（○（する）、×（しない） ）、
ファクスと親機の番号（4桁）の登録、
共通鳴動（○（する）、×（しない） ）、
子機用番号（4桁）の登録

p59

リストプリント

デンワリストプリント 親機の電話帳リストをプリントする p47

チャクシンデータプリント 親機に記憶された着信データをプリントする p48

システムリストプリント 各種設定内容をプリントする p48

ツウシンカンリレポート 通信管理レポートをプリントする p49

ファクスジョウホウサービス ファクス情報サービスの利用（ポーリング受信） p34

メインメニュー 機能メニュー 設定／登録内容（　　　はお買い上げ時の状態です） 参照
ページ

*内線番号 ・親機 ………… 内線1
・付属の子機 … 内線2
・増設子機 …… 1台目：内線3**、2台目：内線4

**SPX-S21Wでは内線3も付属の子機となります。
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アース接続 ................................... 2、15
アース端子 ................................... 7、15
ISDNターミナルアダプタ（TA）
との接続 ........................................... 60

ID コード（識別番号） ....................... 66
IP 電話 ................................................. 61
安全に正しくご使用いただくために ..... 1
アンテナの調整 .................................. 17
インクフィルムカートリッジ

取り付け ........................................ 63
取り外し ........................................ 63

インクフィルム
残量の表示 .................................... 45
交換 ............................................... 63

INSネット64 ..................................... 60
インフォメーションサービス ........... 75
ADSL 回線 .........................................  60
NECフィールディング（株）
パーソナルコールセンター ............ 75

絵表示（ディスプレイ表示） ............. 10
応答メッセージ

選択設定 ........................................ 51
録音／消去 .......................... 37、38

オートリダイヤル .............................. 31
お手入れのしかた .............................. 64

親機・子機の外装の清掃 ............. 64
記録紙給紙用ローラの清掃 ......... 65
記録ローラの清掃 ........................ 65
原稿送り用ローラの清掃 ............. 64
原稿読み取り部の清掃 ................ 64

オプション品 ...................................... 74
オンフックダイヤル .......................... 19
音量調整 .............................................. 28

海外にファクスを送るとき ............... 46
外出先から用件を聞く ....................... 39
外出先から留守番電話を操作する ...... 38
外出先から「留守」を設定する ....... 38
回線種別の自動／手動設定 ............... 41
回線端子 .......................................  7、16
外線リモート ...................................... 38
外装の清掃 .......................................... 64
ガイダンス方式 .................................. 34
画質モード .......................................... 31
簡易子機間通話 .................................. 22
かんたん登録 ...................................... 55
キータッチトーン .............................. 15
機能設定／登録早見表 ....................... 81
キャッチホン ...................................... 57
キャッチホン・ディスプレイ ........... 56
Q&A .................................................... 68
共通鳴動 .............................................. 59
記録紙
“キロクシガ　ツマリマシタ”

と表示されたとき ....................  61
記録紙について ............................ 11
記録紙の準備 ................................ 16
記録紙の保管について ................ 11

記録紙カセット ..................................... 7
記録紙カバー ......................................... 7
記録紙給紙用ローラの清掃 ............... 65
記録紙排出口 ......................................... 7
記録ローラの清掃 .............................. 65
クイック通話とは .............................. 19
原稿

色が付いた原稿や文字がうすい原稿 ...... 45
画質モードの設定 ........................ 31
“ゲンコウガ　ツマリマシタ”

と表示されたとき ....................  62
原稿セットのしかた ....................  30
写真や小さい文字の原稿 ............. 31

ア　行

カ　行

読み取り濃度の設定 ....................  45
読み取れる原稿サイズ ................  30
読み取れる範囲 ............................  30

原稿送り用ローラの清掃 ................... 64
原稿セットガイド ................................. 7
原稿排出口 ............................................. 7
コールバック ......................................  55
子機 ........................................................ 9

キータッチトーンの設定 ............  15
子機と子機で通話する ................  22
充電 ...............................................  15
充電器 .............................  6、9、14
受話音量 .............................  29、45
使用上のご注意 ............................  13
増設子機 .......................................  66
送話音量 .......................................  45
通話範囲について ........................ 13
電池パックの交換 ........................ 66
電池パックの取り付け ................  14
電話帳の登録 ................................  25
ベルの音量 ................................... 29
ワンタッチダイヤルの登録 ........ 23

固定応答メッセージの種類 ...............  35
コピー .................................................  34

コピーしてはいけないもの ........ 34
シングルモードコピー ................  34
マルチモードコピー ....................  34

再生中のボタン操作 ..........................  37
再ダイヤル（リダイヤル） .................  19
識別番号（IDコード） ........................ 66
時刻セット ..........................................  41
自動送信 .............................................. 31
充電（子機の充電） ............................  15
充電器 ...................................  6、9、14
修理・保守などのご相談は ...............  74
受信

受信縮小率 ................................... 46
ファクスかんたん受信 ................  46
ポーリング受信 ............................  34
メモリ受信 ................................... 47
メモリ代行受信 ............................  33

受信縮小率 ..........................................  46
手動送信 .............................................. 32
受話音量 ....................................  28、29
受話器

受話器の取り付け ........................ 16
受話器用コード ............................... 7

仕様 .....................................................  77
消耗品 .................................................  74
スピーカ ................................................. 7
接続

アース接続 ............................  2、15
ISDNターミナルアダプタ（TA）
との接続 ....................................  60

ADSL回線との接続 ....................  60
電源の接続 ................................... 17
電話回線に接続する ....................  16
パソコンやモデムとの接続 ........ 60

設置スペース ......................................  12
設定

応答メッセージの選択 ................  51
海外通信 .......................................  46
回線種別の自動／手動設定 ........ 41
画質モード ................................... 31
キータッチトーン ........................ 15
キャッチホン・ディスプレイ ..... 56
子機の受話音量 ............................  45
子機の送話音量 ............................  45
時刻セット ................................... 41
着信拒否 ........................................ 52
着信鳴り分け .................................  53
着信ベル回数 ................................  44
電話専用（着信モード） .............. 43
トールセイバ ................................  40
ナンバー・ディスプレイ ............  51
発信元記録 ................................... 42
番号リクエスト .............................. 51
ファクスかんたん受信 ................  46

サ　行

ファクス専用（着信モード） ......  43
不達レポート ...............................  46
プライベートコール ......................  53
ベルの音色／メロディ ................  43
保留メロディ ...............................  44
メモリ受信 ...................................  47
呼出ベル回数 ...............................  44
読み取り濃度 ...............................  45
リモート操作 ...............................  38
留守設定 .......................................  36

操作パネル ............................................  8
“ヨミトリブ　セイソウ”と

“ソウサパネル　アケテクダサイ”が
交互に表示されたとき .....................  62

操作早わかりガイド ..........................  78
送信

海外にファクスを送る ................  46
自動送信 .......................................  31
手動送信 .......................................  32

相談窓口 .............................................  74

待機中の状態 .........................................  9
ダイヤル回線 ............................  17、41
ダストカバー .........................................  7
端子

アース端子 ............................  7、15
回線端子 ................................  7、16

着信拒否
設定／登録／確認／消去 ............  52

着信データ
コールバック ...............................  55
着信データを使って電話をかける .....  55
着信データを電話帳に登録する ....  55
表示／消去 ...................................  54
留守中にかけてきた相手を確認する ...  55

着信鳴り分け ......................................  53
着信ベル .......................... 32、35、44
着信モード .........................................  43
直接配線 .............................................  12
通信異常 .............................................  67
通話圏外 .............................................  13
通話時間表示 ......................................  10
通話範囲 .............................................  13
通話録音 .............................................  28
ディスプレイ表示（絵表示） ............  10
停電したとき ......................................  67
電源コード ............................................  7
電源の接続 .........................................  17
転送 .....................................................  21
転送先の登録 ......................................  39
電池パック ..................................  6、66

電池パックの取り付け ................  14
電池パックを交換する ......................  66
電話回線

電話回線接続コード .......................  6
電話回線に接続する ....................  16

電話コンセント ..................................  12
電話帳転送 .........................................  26
電話帳登録 ...............................  24、25
[電話帳 ]ボタンの使いかた .............  27
電話番号の登録 ..................................  42
電話専用（着信モード） ....................  43
電話／ファクス切替 ..........................  43
登録

親機の電話帳 ...............................  24
親機のワンタッチダイヤル ........  23
子機の電話帳 ...............................  25
子機のワンタッチダイヤル ........  23
ダイヤルイン ...............................  59
着信拒否 ........................................  52
着信データ .....................................  54
転送先 ...........................................  39
電話番号 .......................................  42
発信元 ...........................................  42
リモートパスワード ....................  38

トールセイバ ......................................  40
トーン信号（プッシュ信号） ............  29
トランシーバー方式 ..........................  22

タ　行
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内線通話 .............................................. 22
内線番号について .............................. 21
内線呼出音の鳴りかた ....................... 22
ナンバー・ディスプレイ ................... 50

キャッチホン・ディスプレイ ..... 56
コールバック ................................ 55
自作メッセージで応答 ................ 51
着信拒否の設定／登録／確認／消去 ...... 52
着信データの表示／消去 ............. 54
着信データを電話帳に登録する ... 55
着信鳴り分けと
プライベートコール ................ 53

電話番号の通知・非通知について ... 50
番号リクエスト ............................ 51
表示の見かた ................................ 50
留守録着信データ ........................ 55

パソコンやモデムとの接続 ............... 60
発信元記録 .......................................... 42
番号リクエスト .................................. 51
ピクト（ディスプレイ表示） ............. 10
ファクスかんたん受信 ............. 33、46
ファクス情報サービス ....................... 34
ファクス専用（着信モード） ............. 43
不達レポート ............................ 32、46
プッシュ回線 ............................ 17、41
プッシュ信号（トーン信号） ............. 29
プライベートコール .......................... 53
プラグ式 .............................................. 12
ブランチ接続 ...................................... 12
プリント

システムリスト ............................ 48
着信データリスト.........................  48
通信管理レポート ........................ 49
電話番号リスト ............................ 47
不達レポート ...................... 32、46

並列接続 .............................................. 12
ベル

着信ベル ....................  32、35、44
ベル音量 ........................................ 28
ベルの音色／メロディ ................ 43
呼出ベル .............................. 32、44

ポーリング方式 .................................. 34
補修用性能部品について ................... 74
保証書について .................................. 74
保留 ...................................................... 20
保留メロディ ...................................... 44

メッセージ
応答メッセージ .................. 35、37
固定応答メッセージ ....................  35
自作応答メッセージ ....................  37

メモリ
メモリ受信 .................................... 47
メモリ受信文書の消去 ................ 47
メモリ代行受信 ............................ 33
メモリ容量（記憶容量） .............. 77

メロディ
着信メロディ ................................ 43
保留メロディ ................................ 44

文字入力一覧 ............. 本書の最終ページ
文字入力のしかた ....... 本書の最終ページ
モジュラ式 .......................................... 12
モデムダイヤルイン .......................... 57
モデムとの接続 .................................. 60
モニタ

モニタスピーカ ............................... 7
モニタスピーカ音量 ....................  28

モニタスピーカと
留守電の再生音量 ........................... 28

ナ　行

ハ　行

マ　行

用件が録音されたら
外出先に転送する ...........................  39

用件転送 .............................................. 39
用件を消す ..........................................  37
読み取り

画質モード ................................... 31
読み取り濃度 ................................  45
読み取れる原稿サイズ ................  30
読み取れる範囲 ............................  30

らくらく電話帳の登録 ............  24、25
リダイヤル（再ダイヤル） .................  19

オートリダイヤル ........................ 31
リモート

外線リモート ................................  38
リモート操作コード ....................  39
リモート操作の設定 ....................  38
リモートパスワードの登録 ........ 38

留守解除 .............................................. 36
留守設定 ....................................  35、36
留守番電話 ..........................................  35

外出先から用件を聞く ................  39
外出先から「留守」を設定する ... 38
通話中の相手に録音内容を聞かせる ... 28
用件が録音されたら
外出先に転送する ....................  39

留守録着信データ .............................. 55
レポート

通信管理レポート ........................ 49
不達レポート ......................  32、46

録音
応答メッセージの録音 ......  37、38
通話録音 .......................................  28

録音された用件を聞く ......................  36

ワンタッチダイヤルの登録 ...............  23

ヤ　行

ラ　行

ワ　行



5 　　　  　を押す 

6 　　   を4回押す 

テツヤ 

テツヤ８ 

4 　　   を押す テツヤ 

3 　　   を3回押す 

2 　　　  　を押す テ 

テツ 

・「カ」「キ」のように同じ列の文字を続けて入力するときは、「カ」を入力したあとに［＞］ボタンを押し、 
カーソルを1つ右に移動してから次の文字を入力してください。 

入力例：「テツヤ8」と入力する場合 

文字入力一覧表（親機・子機共通） 
下表を参考にして、親機または子機のダイヤルボタンを使って文字を入力します。 

ダ　イ　ヤ　ル　ボ　タ　ン 

1回 

押す 
回数 

親機の 
場合 

子機の 
場合 

ア カ サ タ ナ ハ マ ヤ ラ ワ 

2回 イ キ シ チ ニ ヒ ミ ユ リ ヲ 

3回 ウ ク ス ツ ヌ フ ム ヨ ル ン 

4回 エ ケ セ テ ネ ヘ メ 8 レ 0

5回 オ コ ソ ト ノ ホ モ T ロ ゛ 
6回 1 2 3 4 5 6 7 U 9 ゜ 
7回 ァ A D G J M P V W ー 

8回 ィ B E H K N Q ャ X .
9回 ゥ C F I L O R ュ Y （空白） 

10回 ェ ッ S ョ Z (

11回 ォ )

12回 ・ 
13回 '
14回 ＊ 

15回 ＃ 

16回 ＆ 

1 　　   を4回押す  テ 

5 　　　  を押す 

6 　　  を4回押す 

4 　　  を押す 

3 　　  を3回押す 

2 　　　  を押す 

1 　　  を4回押す  

子機で 

テ 

テ 

テツ 

テツヤ 

テツヤ 

テツヤ８ 

入力のしかた 

親機で 
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本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準拠しておりません。本製品を日本
国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。また、当社は本製品に関し海外での保守サービスお
よび技術サポート等は行っておりません。 

This equipment (including the software) has the specifications to be used only in Japan.
Also our maintenance service and technical support are not available overseas.

当社は国際エネルギースタープログラムの参
加事業者として、本製品がエネルギースター
プログラムの基準に適合していると判断します。 

ニカド電池のリサイクルにご協力ください。 

このマークはNECの定める環境基準を満たした
製品に表示されるものです。お買い上げいただ
いた本製品はこの基準に適合した環境配慮型の
製品です。この基準の詳細はNECのホームペー
ジをご覧ください。 
http://www.nec.co.jp/kan/

TEL　　　（　　　） 

品　番 お買い上げ日 

お買い上げ店 

年  　月　  日 

NG－088223－0C02 

ND－023211（J） 

2004年 3月 第2版 

　NEC Co rpo ra t i on  2004

本書の内容の一部または全部を無断転載・無断複写することは禁止されています。 
本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

〒436-8501   静岡県掛川市下俣800番地 

この取扱説明書は、再生紙を使用しています。 

一般消費者様　製品廃棄方法について  
この製品を廃棄するときは地方自治体の
条例に従って処理してください。 
詳しくは各地方自治体にお問い合わせ願
います。 

この製品を廃棄するときは法律や地方自治体の条例に従って産業廃棄物として適正処理してください。なお
NECは法律にもとづき、使用済み製品（情報通信機器）の回収／再資源化等を有償にて行っています。 
詳細はこちらのページhttp://www.nec.co.jp/eco/ja/recycle/recycle.html（平成16 年3月現在）をご覧
ください。 
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